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　終着駅で地メ下ト鉄ロを降りるや否いなや、真絢マーヤ＝ラヒリは地上に駆かけ上がった。

　ネリマ区ヒカリガオカ。連合国に統治されていた時代は〈魔ま導どう軍ぐん〉の研究施設があったという。〈大戦〉から百年以上が経たった現在は、戦争の面おも影かげなどない、閑かん静せいな住宅街だ。

　三月の陽ひ射ざしとそよ風を浴びながら、小柄な少女は昼下がりの道を行く。

　くせのある赤毛が、なびいて乱れる。鼈べつ甲こう柄がらのセルロイドフレームの眼鏡めがねが、鼻からずり落ちそうになる。髪を手で撫なでつけ、眼鏡の位置を直して、マーヤは走り続けた。

　祖そ母ぼの家は、壁に蔦つたが這はう、古めかしい〈戦前〉様式の平ひら屋やである。

　息を切らして、マーヤは玄関のノッカーを叩たたいた。

　第一志望の高校に合格したことを、報告しに来たのだ。

　文フミ世ヨ＝ベルナール。元公こう爵しやくだった資産家の夫を亡くして社交界から身を引き、本棚に囲まれたひとり暮らしを貫つらぬいている。偏へん屈くつなところがあって親しん戚せきとは疎そ遠えんだったが、たったひとりの孫まごには不思議とやさしかった。学校よりも、祖母の話と蔵ぞう書しよで、マーヤは世界のありようや文学のおもしろさを学んだのだ。




　──マーヤが行きたいと思うのなら、受けてごらん。紹介状は書いてやろう。そのくらいの威い光こうは、まだわたしの名前にも残っているだろうさ。




　そう言って、ゲオルギウス学院の受験を勧すすめてくれた。

　ミナト区シバコウエンに広大な敷地を有する、全ぜん寮りよう制せいの私立学校だ。トーキョーでただ〈学院〉と言えば、ゲオルギウス学院を指すほどの名門で、皇こう族ぞく、政治家、官かん僚りよう、財ざい閥ばつ、元貴族、学者など、上流階級の子し女じよが多く在ざい籍せきしている。

　庶しよ民みんの娘であるマーヤが、高等部から入学できたのは奇跡に近い。中途入学は狭き門だ。祖母の紹介状がなければ、試験を受けることすらできなかっただろう。

　その奇跡を、電話ではなく、直じかに会って伝えたかった。

　しかし、何度ノックしても返事はない。

「もしかして──」

　ドアノブを回すと、あっけなく開いた。

「鍵かぎかけないとあぶないって、いつも言ってるのに」

　ぼやきながら、家に上がる。

　きちんと掃そう除じの行き届いた書しよ斎さいに、祖母がいた。マーヤと同じ赤毛を引っつめて、幅広のヘアバンドを巻いている。動きやすい服装に、手押しのカート。旅たび支じ度たくだ。

「来るころだと思ってたよ」

　歳とし相そう応おうの、皺しわに埋もれた顔だが、その両目はいきいきと輝いている。背すじも伸びて、矍かく鑠しやくという表現がふさわしい。

「受かったんだろう」

「う、うん」

　そう訊きかれれば、そう答えるしかない。思い描いていた感動の報告とは、ずいぶんかけ離れてしまった。まあ、祖母らしいといえば言えるけれど。

「おばあちゃん、また失しつ踪そうするの」

「失踪って。一年くらい、気ままに外国を回ってくるだけだよ。心配無用さ」

「心配はしてないけど」

　この祖母なら世界のどこでも生きてゆけるだろう。

「合格祝いだ」

　祖母は一冊の本を、孫に押しつけるように渡してきた。

「わたしの母から受け継いだものだが、おまえの母親は残念ながら、わたしの娘とは思えない俗ぞく物ぶつだからね。とっとと売り払っちまいそうで、渡す気にならなかった」

　たしかに、母は、本というものは暇ひまつぶし以上の存在ではないと思っているふしがある。

「十六歳は、わたしの時代なら立派な大人だ。だからマーヤに託たくす。気やすく他人に渡すんじゃないよ」

「う、うん」

　重厚な革かわ張ばりの表紙には、作者の名前も題名もない。私し家か版ばんの本だろうか。

「じゃあ、達たつ者しやでな」

　さっさと書斎を出てゆきかけて、ドアの前で振り返った。

「がんばったね。おめでとう」

「──そんな、ついでみたいに言わないでよ」

　祖母に飾らない言葉で褒ほめられて、嬉しいのだ。でも、なんだか、手のひらの上で転がされているようで悔くやしくて、憎まれ口を叩いてしまった。

　そんな心の揺れも見透かしているに違いなく、祖母はからかうような笑えみを浮かべて、

「来月から、慣れない環境だ。どこかに逃げたくなるときもあるだろうが──」





　──〈どこか〉ってのは、どこにもないのさ。すべては〈ここ〉にあるんだよ。






　そんな言葉を残して、旅立っていった。

　本棚に囲まれた部屋に、マーヤはぽつんと残された。

「気分でほいほい失踪しちゃう人に、すべてはここにある、とか言われてもなあ」

　ため息をついて、託された本を開いてみる。

「──なんなのこれ。日記でも書けってこと？」

　黄ばんでいるが染しみも破れもない頁ページは、どこを開いてもまっさらだ。

　裏表紙をめくった見返しの部分に、ルーンでサインがしてある。魔術文字の一種だ。文章になるとお手上げだが、ひと文字ひと文字の発音くらいは、なんとかわかる。

「えーと、ナ、ユ──」


　──Nayuta=K──



「ぎゃっ」

　マーヤは本を落としそうになった。

「こ、これ、もしかして──〈ナユタズ・ロスト〉」




　那ナ由ユ他タ＝クチガミ。

　前世紀の〈大戦〉当時、ゲオルギウス学院の図書局長を務めていた、伝説的な人物だ。

　すぐれた司書であると同時に、卓たく越えつした魔術師だったという彼女は、戦火による焼失や、言論統制の果ての焚ふん書しよを恐おそれて、後こう世せいに伝えるべき貴重な本に魔術をかけた。

　書物から〈記述〉を分離して、魔ま法ほう石せきに封じ込めたのだ。そして、わざと国内のいたる所に散さん逸いつさせた。

　記憶喪失ならぬ〈記述喪失〉になった本を〈ナユタズ・ロスト〉、記述が封印された魔石を〈ナユタズ・ジュエル〉と呼ぶ。対になる〈ロスト〉と〈ジュエル〉を揃そろえたうえで、ナユタの魔術を解除しなければ、本は復活しない。

　白紙で読めない〈ロスト〉単体でも、高値がつく稀き覯こう本ぼんなのだ。復活したものなら、内容によっては、国さえ傾かたむくほどの至宝となる。




「おばあちゃんらしい〈合格祝い〉だなあ」

　いつか祖母から教わった〈ナユタズ・ロスト〉に関する逸いつ話わを思い出しながら、マーヤはため息をついた。宝石と爆弾をいっしょに背せ負おわされたような気分だった。
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「ま、迷った」

　マーヤはいきなり迷まい子ごになってしまった。

　おととい、ゲオルギウス学院の寮りように入った。今日が入学式だ。

　やはり、ルームメイトと一緒に寮を出るべきだったのだ。早めに起きて、構こう内ないを散歩しようと思ったのがまちがいのもとだった。





　──方ほう向こう音おん痴ちは、自分が方向音痴だって自覚がないから迷子になるんだよ。






　祖そ母ぼの格言が耳によみがえるが、後悔先に立たず。

　式が行われる大だい講こう堂どうの場所がわからない。

　気づいたら森の中にいた。

　学校の中に森ってどういうこと、とあきれるが、そのくらい広大な敷地なのだ。

　腰こしに巻いた、小ぶりな革かわのかばんに触ふれた。愛用のそれの中には、祖母から強制的に譲じよう渡とされた〈ナユタズ・ロスト〉と、寮の食堂で持たせてもらった昼ごはんのサンドイッチが入っている。具は、鶏とり肉にくとトマトとレタス。

「遭そう難なんしても、助けが来るまでに餓が死しすることはないよね」

　魔ま除よけのまじないの唄うたを口ずさみながら、まばらに草の生はえた細い道を進む。唄というよりは、抑よく揚ようが豊かな詩の暗あん唱しように近い。これも祖母から教わったものだ。

　木々が枝を伸ばしてつくる天然のアーチをくぐってゆくと、開ひらけた場所に出た。

　石造りの小さな聖せい堂どうが、苔こけむした姿をさらしている。

　入り口の前に何者かが立っていて、こちらを振り返った。

　マーヤは唄をやめた。

　夜明け前のほんのひとときだけ空を染める、深くてあざやかな藍あい色いろ──

　そんな色をした瞳に映されて、マーヤは立ちすくんだ。人間と見つめ合っている気がしなかった。天てん工こうの芸術品に神の意思を幻げん視しするような心地ここちに、眩め暈まいがした。

　畏おそろしいほどの美少年だ。制服のジャケットを、袖そでを通さずに羽は織おっている。金色の髪が陽よう光こうにきらめいて、透すき通りそうだ。

　少年が、何かを言おうと唇くちびるを開く。

　吸い込まれるように、マーヤはその口もとを凝ぎよう視しする。

　しかし、声は発せられなかった。

　少年の身体からだが、ふいに沈んだのだ。

　草の上に倒れる様子も、映画の悲劇の結末のように美しかったが、

「えっ、ちょっと、貧ひん血けつ？」

　魅み了りようから解とかれたマーヤは、あわてて少年に駆け寄った。

「とにかく、呼吸を確認しなくちゃ、うん」

　声に出して自分を落ち着かせながら、少年の顔に耳を近づける。

　呼吸はあった。というより、これは。

「──寝てる」

　安らかな寝息を立てて、美少年は眠っているのだった。

　マーヤはあたりを見回した。

　誰もいない。静かだ。ほんとうにここはトーキョーのど真ん中なんだろうか。壁のすぐ向こう側は外がい界かいなのに、街の喧けん騒そうはいっさい届いてこない。

　普通なら、揺ゆすって起こす。だがそうするのがためらわれる、神聖な寝顔だった。髪と同じ色の睫まつ毛げが、濃い影を目もとに落としている。

　マーヤが途と方ほうに暮れているうちに、少年はみずから目覚めた。

　身を起こして、

「きみ、誰」

　耳に心地いい、深みのある声で訊きいてくる。
















「えっと、新入生です。高等部からの編へん入にゆうで」

　つたなく説明している自分が、なんだか滑こつ稽けいに思えた。

「ここ、どこ」

「わたしにも、よくわかりません」

「うーん、図書館の裏かな。またやっちゃったか」

　首をひねる少年は、さっきまでの神がかった雰ふん囲い気きが薄らいで、ずいぶん親しみやすくなっている。しゃべり方が朴ぼく訥とつなせいだろうか。

　この人も遭難者かしら、と思った。ゆるく結むすんだネクタイは、マーヤのリボンタイと同じ赤色。十年生の証あかしだ。

「もしかして、あなたも新入生？」

「いや、中等部からここにいる」

「──そうですか」

　三年いても遭難するのだ。わたしが迷っても仕方ない、と自分を慰なぐさめる。

「あの、身体、大丈夫ですか」

「なんで」

「だって、急に寝ちゃうから」

「ああ、ごめんよ。そういう体質なんだ。一日に何度か、こうなる」

　夢む遊ゆう病びようか。夢の産物みたいなこの少年には、ふさわしい体質かもしれない。

「ところできみ、何か食べるものを持ってない？」

「はい？」

　ぎゅー、と音が鳴った。少年のお腹なかから。

「サンドイッチならあるけど」

「よかったら、少し分けてくれないか」

「え、あ、はい」

　唐とう突とつな申し出に、マーヤは操あやつられるようにして、腰のかばんから昼ごはんを取り出した。

「どうぞ」

「ありがとう」

　少年は口もとをゆるめた。

　マーヤの頰が熱くなった。少年のこんな表情を見るためなら、ごはんどころか、服でも家でも貢みつぐ人間は大勢いるだろう。

　大ぶりなサンドイッチを持つ手つきは妙にかわいらしく、食べっぷりは体育会系の男子みたいに豪ごう快かいだった。ひと口かふた口で、次々と腹に収まってゆく。それでも品よく見えるのは、やっぱり美び貌ぼうのなせる業わざだなあ、と感心する。

「そういえば、今日は入学式じゃなかったっけ」

「もう出席はあきらめました」

　少年は聖堂の裏に続く小こ径みちを指さして、

「ここをまっすぐ行って、分かれ路みちを左に行くと大通りメインストリートに出る。時計塔を左手に見ながら進んで、中央庭園を左のほうに抜けたら、大講堂だ」

「ええっ」

「何」

「──いえ」

　遭難者ではないようだ。こんなにしっかりと道を教えてくれるとは思わなかった。

　ただのサボりなのかも。それとも、森の妖精か何かだろうか。

「ありがとうございます」

「こっちこそ、たかってごめん。ほんとうに助かった」

　小径の入り口で、マーヤは聖堂を振り返った。

　少年の姿は消えていた。やっぱり妖精だったりして、と思った。

　ゲオルギウス学院では、〈戦後〉に法律で禁じられて廃すたれた〈旧魔術〉の復ふつ興こう研究がさかんに行われていると聞く。

　魔術の国の住人。人間じゃないと考えるほうが、まだリアリティがありそう。

　そんな、浮世離れした少年だった。
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　天使を象かたどった色あざやかなステンドグラスから陽ひ射ざしが降ってきて、大講堂に光と影の縞しま模も様ようを落とし込んでいる。

　なんとか時間に間に合ったマーヤは、列の最後尾で入学式に出席していた。

　初等部から高等部まで、灰色の制服をきちっと着こなした生徒たちは、みな無言だ。マーヤの地元の中学校みたいに、ひそひそとしゃべる子はひとりもいない。

　自分の格好を見下ろす。肩がふくらんだ立たち襟えりのブラウスに、赤いリボンタイを結んで、プリーツスカートを穿はいている。足はニーソックスとエナメルの靴くつ。

　──なんだか、出来の悪い仮装みたい。まわりのお坊ぼつちゃま、お嬢さまみたいに、いつか板につくのかな。

　ひな壇だんの両脇に〈休め〉の姿勢で、背中に棒を差したように直立している学生たちは、腰に剣を佩はいている。〈衛えい士し団だん〉を間近で見るのは初めてだ。

　国家公安委員会に武器の装備が認められた自衛組織を擁ようしている学校は、トーキョーでわずか十校。つまり、国が〈衛士団〉を許可するほど、在学生に要人やその子女が多いということだ。

　マーヤも名前と顔を知っている、元伯爵家の有力な代議士が、壇上で長々と祝しゆく辞じを述べている。えらい人の挨あい拶さつが退屈なのは、学院もよその学校と変わらない。妙なところでほっとした。
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「マーヤさん、ごきげんよう」

　式が終わり、大講堂の前庭に出たところで、結ユ似イ＝ストラウプに呼び止められた。

　栗色のロングヘアにカチューシャがよく似合う彼女は、マーヤのルームメイトだった。学院の寮は基本的に、ふたりひと組の相あい部べ屋やである。

「出席していてよかったわ。心配しました」

「ごめんなさい。道に迷ってしまって」

「寮を出て左に進めば、すぐに大講堂が見えると思いますけど」

　暗に〈迷う要素は皆かい無むでしょう？〉と言っている。マーヤもそう思う。

「まあ、学院ではときどきあることだわ。不運でしたね」

「どういうことですか」

「ここは統治時代から〈旧魔術〉が黙認されている学校でしょう。自分の意思とは関係なく、見えざる力によって、どこかへ導かれてしまう。──そうとしか思えない現象がときどき起こるのです」

「神隠し、とか？」

「そういう怪かい談だんじみた言い伝えも、いろいろと。〈竜の爪つめ痕あと〉ですとか」

　ユイはいたずらっぽく笑って、

「明日、編入生と中等部からの進級組を歓迎する、高等部のお茶会があります。そのときにくわしくお教えしますね」

「遠えん慮りよします」

　マーヤはぷるぷると首を横に振った。物語は大好きだが、怖い話だけは苦手だ。

「では、ごきげんよう」

「ご、ごきげんよう」

　慣れない挨あい拶さつを交わして、ユイと別れた。
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　今日は授業がない。午後に教科書類の販売が始まるまでは、自由時間だ。

　マーヤは図書館へ向かった。今度は履シ修ラ案バ内スに載っている構内の地図を開いて、確実に目的地をめざす。

　それにしても、とんでもない学校だ。

　高い壁にぐるりと囲まれて、シバコウエン地区のほとんどを占める構内には、飲めるほど澄んだ川も流れ、小舟を漕こいで回れる湖もある。北東の小高い丘の上には、石造りの立派な古城が建っていて、それが高等部の校舎だったりする。

　学院のほぼ中央に建ち、構内のどこからでも仰あおぐことができる時計塔も凄すごい。

　唐から草くさ文もん様ようの施された豪ごう奢しやな塔の側そく壁へきには、﹃竜が断だん末まつ魔まの咆ほう哮こうとともにつけた爪痕﹄と言われる、大きな亀き裂れつが走っている。ユイが言っていたのはこれだ。

　修復を受けつけない。何度も工事を入れたのだが、誰も気づかないうちに元どおりの凄せい惨さんな姿に戻ってしまうので、そのまま残さざるをえなかったらしい。学院の外にも知れ渡っている〈怪談じみた言い伝え〉のひとつだった。

　カフェや本屋、雑貨店などが集まる南側の一角は、トーキョーの下へ手たなショッピングモールよりずっと洗練されている。もはや、ひとつの町と言っていい。

　図書館は、さっき迷い込んだ森の手前にあった。

　王冠のような尖せん塔とうを空に伸ばし、煉れん瓦がの壁に、白しら木きの枠わくの出窓が並んでいる。建物そのものが、歴史を重ねた豊かな物語の匂いを感じさせた。

「図書館はこういうふうに、すてきでなくっちゃ」

　これが、学院を〈だめもと〉で受験した理由のひとつだ。

　両親はできるかぎり聞こえのよい学歴を娘に与えたかっただけで、娘の内面にはそれほど関心がない。高い学費を払ってくれることに感謝はしているが、それ以上の気持ちはマーヤに芽め生ばえなかった。やはり、祖母だ。おばあちゃんの勧めがなかったら、必死になって勉強しなかったと思う。

　中に入ると、静せい謐ひつな空気にふわりと包まれた。

　マーヤは目をきらめかせて館内を見回した。

　紙とインクのほのかな匂いが心地ここちいい。天てん井じようまで届く本棚の列──そのあいだを行き交う利用者たちは、影かげ法ぼう師しのようにひっそりとしている。

　ここは人間でなく、本の住すみ処かなのだった。

　じっくりと見て回りたいところだが、先に済ませる用事があった。

　貸かし出だしカウンターに、腕わん章しようをつけた、細ほそ面おもての男子生徒が座している。

　紫むらさき色のネクタイは、最高学年の十二年生のもの。腕章には、竜とペン先を組み合わせた紋章が刺し繡しゆうされている。図書局員の証あかしだ。

「あのう」

「いらっしゃいませ。鐸タク巳ミ＝レイモンが御用を承うけたまわります」

　うひゃあ、一流ホテルのフロントみたい。泊まったことないけど。──感動しつつ、マーヤはウエストバッグから革張りの古書を取り出した。

「すいません、この本のことで相談があるんですけど」

「拝見してよろしいですか」

　慇いん懃ぎんかつ優ゆう雅がに〈ナユタズ・ロスト〉を受け取り、タクミという局員は、その正体に気づいて顔色を変えた。一瞬だけ。すぐにプロフェッショナルな笑顔を取り戻して、

「お名前をいただけますか」

「十年生の真絢マーヤ＝ラヒリです」

「少々お待ちください」

　卓上の水晶球に触れた。

　ぼうっと淡あわく光るそれに似たものを、祖母の家で見たことがある。




　──古いにしえの魔術師は、電話の代わりにこいつで通信していたんだよ。電波で盗とう聴ちようされる心配がないからね。




　こんな骨こつ董とう品ひんが現役で使われているのも、ゲオルギウス学院ならではだ。

　無言で誰かと意思を交換したタクミは、

「局長がお会いします」

　と告げた。

　なんだか大おお事ごとになりそうだと、マーヤは多少わずらわしさを覚えた。

　あとから思えば、この程度の手続きは、ほんの序章に過ぎなかったのだけど。
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「初めまして！　ゲオルギウス図書館を預あずかからせていただいている、十二年生の顕アキラ＝グリムウッドと申します。真絢マーヤ＝ラヒリさんですね。このたびはご入学おめでとうございます。高等部からの編入生だとうかがっておりますが、いやあ、ずいぶんと賢かしこくていらっしゃる！　おばあさま──ベルナール公爵夫人もさぞお喜びでしょう。さあさあ、どうぞお掛かけください。今、お茶を用意させます」

　饒じよう舌ぜつに勧められるまま、マーヤは応接室のソファに腰掛けた。

　図書局長のアキラは、目の細い、柔にゆう和わそうな容よう貌ぼうの男子学生だった。焦げ茶色の髪をきれいに整えて、長ちよう身しん瘦そう軀くに白はく衣いをまとっている。

　腰が低い。低すぎて、逆に油断ならない印象を与えるタイプだ。

　そもそも、マーヤは名前以外に自分の素す性じようを何もしゃべっていない。なのに、おばあちゃん──文フミ世ヨ＝ベルナールの紹介状で受験資格を得た、庶しよ民みんの娘だと知っているじゃないか。ほんの数分で、マーヤの経歴を調べ上げた証拠だった。

　胡う乱ろんな視線に気づいたのか、アキラ局長は糸のような目を笑ませて、

「衛士団長、生徒会長、図書局長、学生寮長は、生徒の調査書の照しよう会かいを認められておりますので、恐れながら調べさせていただきました。ああ、どうか不ふ愉ゆ快かいに思わないでください！　あくまでも、そう、形式的なものですから」

「はあ」

「わが図書館には〈大戦〉を境に失われた書物が多数、所蔵されております。資料的にも金銭的にも非常に貴重なものばかりで、盗難の危険が常につきまとうのですよ。利用者の経歴によっては、まことに恐縮ですが、貸たい与よレベルや閲えつ覧らんレベルを制限させていただく場合もありまして。わが図書館に害をなす不ふ逞ていの輩やからは粛しゆくせ──ごほっ、ごほっ」

「今、粛しゆく清せいって言いましたよね」

「いやいや。はっはっは」

　おっとりした表情を変えずに、物ぶつ騒そうなことを言う。

「さて、本日は〈ナユタズ・ロスト〉をお持ちいただいたと聞いておりますが」

「えーと」

　なんとなく、この人に見せるのは気が進まなくなってきたが、今さら帰るわけにもいかない。学院の生徒になる孫に、祖母が〈ロスト〉を託たくしたのは、何か意味があるはずだ。マーヤは恐る恐る書物を渡した。

「拝見いたします。──むうっ、これは！」

　ろくに〈拝見〉もせず、アキラは大おお仰ぎように眉をしかめた。

「な、なんですか」

「マーヤさん、これは贋にせ物ものですね！」

「ええっ」

　マーヤは身を乗り出した。

「そんな。おばあちゃんは愛書家で、目め利ききはたしかです」

「〈ロスト〉の扱いについて、歴代の図書局長は厳しく申し送りを受けております。贋がん作さくが世に存在するとなれば、わが図書館の沽こ券けんに関わりますので、こちらは処分させていただくということで」

「待ってください」

　たとえ贋物だったとしても、手放すわけにはいかない。

「ご協力ありがとうございました！　気をつけてお帰りください！　よい学院生活を」

「そんな！　あっ、もしかして」

　ある可能性に思い至ると、他ほかには考えられなくなった。

「それ、本物だからこそ、奪うばい取りたいんじゃないですか」

「奪い取るだなんて」

「返してください。おばあちゃんと相談してから決めます」

「さあ、誰かマーヤさんをお送りして！」

「こら、泥どろ棒ぼう！」

「なんと人聞きの悪い！　ぼくが私利私欲のために本を独どく占せんしたがる人間だとでも？　あくまでも、わが図書館のために──」

「さっきから〈わが図書館〉って、完全に私し物ぶつだと思ってる発言じゃないですか」

「いやはや、お耳が聡さとい」

「返して！」

　マーヤとアキラがぐるぐると卓の周りを犬猫みたいに追いかけっこしていると、ドアが乱暴に押し開けられた。

「なんの騒ぎだよ。外まで聞こえてんぞ」

　現れたのは、銀ぶちの眼鏡をかけた、紺こん色いろがかった髪の少年だった。上着の代わりに黒いベストを着て、ワイシャツの袖をまくっている。図書局員の腕章はつけていない。左手にお盆を載せて、コーヒーを運んできたところだ。
















「若わかがお茶を飲んでるときに、こんな雑ざつ用ようで呼んでほしくないんですがねえ、局長」

　いちおう丁てい寧ねい語ごだが、アキラへの敬意はあまり感じられない。

「いやいや、すみませんレンくん。この女子生徒がとつぜん鬼のように暴れだして」

「誰が鬼よ！　新入生を騙だましておいて、なんて言いい種ぐさですか」

「なんだかわかんねえけど、若の安らぎのひとときをさまたげるなら帰れ」

「本を返してくれないと帰れません。だいたい、若って誰。お茶って何。図書館で飲食してるほうが悪いんじゃないですか」

「なんだと、この赤髪鬼」

「何よう、セキハツキって」

　造ぞう語ごまで使って罵ののしられて、泣きそうになってきた。

「──ん？　赤毛に眼鏡の女？」

　レンと呼ばれた少年は、おもむろにマーヤをにらんだ。なかなかのハンサムだ。気の強そうな顔だちに、インテリふうの眼鏡が、かえって険悪な凄みを増しているが。

「おまえ、ちょっと来い」

　と、レンに手首をつかまれた。腕を引っぱられて、廊下に出される。

「ああっ、わたしの本！」

「ごきげんよう、マーヤさん」

　なんて腹の立つ〈ごきげんよう〉だ。アキラの柔和な笑顔も、もはや悪魔の擬ぎ態たいにしか見えない。

　無情にも扉は閉じられた。

　利用者たちに不審な目を向けられながら、むりやり連れてこられたのは、尖塔へと続く階段だった。盗みが見つかった子どもみたいな扱われ方に、顔が熱くなる。

「離してください」

「暴れるな、阿あ呆ほう。コーヒーがこぼれるだろ」

　レンの言葉に、マーヤは目を瞠みはった。

　右手でマーヤをつかまえながら、左手にお盆を載せたままじゃないか。香ばしい液体で満たされた大ぶりなポットと、カップが二客。けっして軽いものではない。

　剝むき出しの腕が、しなやかな筋肉の束たばでできていることに、マーヤはやっと気づいた。

　この男の子、何者？

「わたしに、なんの用なの」

「知りたきゃ来い。若がお捜さがしなのは、たぶんおまえだ」

　ふたりは階段を上って、重厚な扉の前に立った。

「若、サンドイッチの女と思われるやつを連れてきました」

「ほんと？　入っていいよ」

　その声。

「失礼します」

　律りち儀ぎに扉へ一礼してから、レンは室内にマーヤを押しやった。

　豪ごう奢しやな部屋の中央、脚の精せい緻ちなレリーフが目を引くアンティークの食卓で、やや場違いなカップ──湯ゆ吞のみを傾かたむけていた者が顔を上げた。

　予感はあった。しかし、実際に再会すれば、やはりその卓たく抜ばつした容姿に息を吞む。

「──妖精さん」

「何それ。おれ、妖精じゃないよ」

　不思議そうな表情もひたすら美しく、制服の上着を肩からかけた金髪の少年は、

「詠エイ司ジ＝ヴァクスっていうんだ。そっちは蓮レン＝クナイフェル」

　と名乗った。
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　図書館の妖精というマーヤのメルヘンな妄もう想そうは、当たらずとも遠からずだった。

　エイジは従者のレンとともに、この図書館の尖塔に住んでいるという。

　なるほど、室内を見わたすと、天てん蓋がいつきのベッド、冷蔵庫と食器棚、台所や浴室まであるようだ。高級ホテルのスイートルームは、たぶんこんな感じだろう。

「でも、どうして寮に住まないの」

「おまえ、若が寮住まいだったら、どんな騒ぎになると思ってるんだ。まともな暮らしなんかできねえだろ」

「はあ」

　よく意味がわからないまま、エイジを見やる。

「若に色目を使うんじゃねえ」

「色目って。ただ、きれいだから目がいっちゃっただけです」

「よそを見ろ」

　レンがマーヤの後頭部を鷲わしづかみにして、横を向かせる。

「あうっ！」

　首の骨がぽきっと鳴った。女の子の──というか、招いた客への扱いとは思えない。

　レンの手を振り払ったマーヤの目が、ふと、卓上に引きつけられた。

　マーヤは息を吞んだ。

　──あれは。

　湯吞みのかたわらに、一冊の本が置かれている。おてんばそうな少女とつぶらな瞳の竜が描かれた表紙は、マーヤが幼いころに繰り返し読んでいた童話のものだった。飾り文字で絵の上に掲かかげられた題名は、

「『ターニャと竜のぼうけん』！」

「この本、好きか？」

「大好きです」

　エイジの問といに、情熱を込めてマーヤはうなずいた。

　人間界に迷い込んでしまったちび竜。その両親を捜して、少女は幻げん生せい物ぶつたちの世界〈幻げん域いき〉をさすらう。海底王国、雲うん上じよう都市、機き械かい島じま、そして竜の隠れ里。ターニャとマーヤ──名前の響きが似ている主人公に自分を重ね合わせて、何度、不思議な国々を旅したことか。読書とは精神の旅であることを最初に教えてくれたのが、この本だった。

「それ、初版本ですよね。改訂版じゃなくて」

　改訂版は表紙が変更され、内容も修正されている。マーヤに言わせれば〈改悪版〉だ。好きだった描写があちこち削られている。平へい易いにすることが子どもへの配慮ではないのだが。

　いちおう改訂版も持っているが、これは『ターニャ』じゃないという思いがある。

「いいなあ」

　目を輝かせて本を凝ぎよう視しするマーヤを、レンは不審そうに見下ろした。

「おまえ、変わってるな」

「え、何がですか」

「若よりも、そんな絵本に興味示しやがって。若に目がいかねえのか」

「よそを見ろって言ったのはそっちでしょう！」

　柄がらが悪いうえに理り不ふ尽じんという、ひどい少年である。

「きみは初版、持ってないの」

「なくしちゃったんです」

　エイジに理由を説明した。

　祖母の家にあった『ターニャ』をもらって、どこへ行くのにも抱かかえて歩くほど大切にしていたのだ。ところがある日、近所の悪ガキにおもしろ半分で奪われて、川に投げ捨てられてしまった。飛び込んで拾おうとしたが果たせず、溺おぼれた。近くに助けてくれる大人がいなかったら、今マーヤはここにいないかもしれない。

　それから、常に貴重品を入れるかばんを身につけるようになった。現在のウエストバッグは三代目である。

「かわいそうに」

　エイジの表情が曇くもった。

「これ、あげるよ」

「そんな、いいです！」

　マーヤは犬みたいにぶるぶると首を振って、

「あなたも『ターニャ』が好きなんでしょう。なら、手放しちゃだめだよ。もう普通の本屋や図書館にはないんだから」

「そうか、だから︿第三級稀き書しよ﹀の書庫にあったのか」

「へ？」

　どうやら、エイジの所有でなく、ゲオルギウス図書館の蔵本らしい。

「でも、いいんじゃないか。なんとなく。大事にしてくれる人が持っていたほうが、本も幸せだ。どうぞ」

「若がおっしゃるなら、本の一冊や二冊、いいだろう。土ど下げ座ざして受け取れ」

「よくない！」

　マーヤは怒ど鳴なった。

「図書館に住んでるんだから、もっと図書を大事にしなきゃ」

「べつにおれは、本、好きじゃねえし。若をお護まもりするためにいるだけだ」

　とんでもないことを堂々と言い放つレンだったが、

「おれは、︿禁きん書しよの管理人﹀だから。なるべくここにいなくちゃだめなんだ」

　エイジがぽつりと言うのに、顔色を変えた。

「若！　赤の他人にそんな話をしなくても」

「恩人だよ。他人じゃない。──きみ、名前は」

「あっ、ごめんなさい！」

　怒ど濤とうの急展開に、あたり前の自己紹介を忘れていた。今まで訊かなかったエイジたちも変わっているが。なんだかもう、いろいろと変わっている。

「真絢マーヤ＝ラヒリです」

「マーヤか。いい名前だ。理由はないけど」

　とぼけたことを言って、エイジはマーヤにほほえんだ。

　まったく美形は！　と、マーヤは照てれながら忌いま々いましく思った。この少年が微び笑しようとともに口にすれば、どんな手て垢あかのついた科白せりふも、キラキラと輝いてしまう。

「すぐに会えてよかった。お礼がしたかったんだ」

「お礼？」

　道を教えてもらって、助けられたのはこっちなのに。

「ごはんを恵めぐんでくれただろう」

「あれは──」

　誰でも寮の食堂に寄れば無料で持たせてもらえる、平凡なお弁当に過ぎない。

「おれがマーヤだったら、渡せるだろうか。そういう立派な人間でいたいけど、どうかな。おれは弱いから、自分のごはんを犠ぎ牲せいにしてまで、人を救えないかもしれない」

　エイジは頭を抱えてうつむいた。

　唐突な落ち込みっぷりに、マーヤのほうがうろたえてしまう。

「ちょっと、そんな、あんなの気にしないで」

「そうですよ。若は心やさしいお方です。自分はわかってます」

　レンとマーヤが交こう互ごに慰なぐさめると、エイジはそろそろと顔を上げた。苦悩の影かげはまだ晴れていない。この少年にとって、食べもののことはほんとうに切実な問題らしかった。

「だからマーヤ、せめてこの本を──」

「いりません。ほしいけど、それはだめ」

「そうか。──とりあえずレン、マーヤに今日のお菓子を分けてくれ」

「いいんですか。若のぶんが減りますが」

「かまわない」

「かしこまりました」

　レンは仕し度たくを始めた。

　マーヤに対するふるまいからは想像できない、洗練された手つきで、たっぷりとミルクティを淹いれ、バスケットに入ったスコーンを割ってジャムを挟む。

「本来は若に召し上がってもらうためのもんだ。幸せを嚙みしめろよ。人生の運を使い果たして、来週あたり死ぬかもしれねえな。きっと死ぬ」

　実に嫌な言葉を投げつけながら、マーヤの前に皿とカップを並べる。

「食べてくれ、マーヤ」

「えーと、じゃあ、いただきます」

　エイジに勧められ、ひと口飲んで、マーヤは目を丸くした。

　すばらしい味だった。ただ紅茶にクリームを溶かしただけの代しろ物ものとは違う、しっかりと煮出された濃厚なロイヤルミルクティだ。

　スコーンもかじった。小麦とバターの風味が香ばしく、皮入りのオレンジマーマレードとの相性も抜群にいい。

「おいしい。すごくおいしい」

「スコーンもジャムもレンの手づくりなんだ」

「ええっ」

　驚きよう愕がくは、たちまち敗北感にすり替わった。マーヤもときどきケーキを焼いたりするが、こんな上手にできたためしがない。女子として完全に負けている。

「料理は愛情かー」

「ふざけんな。おまえへの愛情なんか欠片かけらもねえ」

「わかってます。エイジくんへの愛情を感じたの。ふたりは仲いいんだね」

「エイジく──おまえなあ」

「いいよ、レン。三人とも同じ学年だ」

「馴なれ馴なれしい女だ」

　舌打ちしてから、エイジに別人の笑顔を向けて、

「若もどうぞ。足りなければ、出来合いのものですがカスタードパイも少しあります」

　エイジの前にもスコーンが用意された。

　マーヤは鼻からミルクティを噴ふき出しそうになった。

　どこまで高く積めるか、世界記録に挑んだかのような山盛りだ。

「な、何これ」

「おまえが今、食ってるもんだよ」

「そうじゃなくて」

「マーヤ、それっぽっちじゃ足りないだろう？　遠慮なく食べてくれ」

　勧めてくれるエイジが、焼き菓子の山脈にすっかり隠れている。スコーンがしゃべっているみたいだ。

「いえ。見てるだけで満腹になっちゃった」

「そうか。小食だな」

　サンドイッチのときと同じく、がっついている感じはない。それなのに、山がみるみる低くなり、エイジの上半身がふたたび現れるのを、マーヤは呆ぼう然ぜんと見守った。

「そのコーヒーも、もらっていいか」

　口をもぐもぐさせながら、さっきレンがマーヤとアキラのために階下に持っていったコーヒーを指さす。

「少しお待ちください。淹れ直します」

「もったいない。これでいい」

　冷めたコーヒーもポットから直じかにくいっと飲み干して、からっぽになった大皿に、エイジは両手を合わせた。

「ごちそうさま。──おやつは人類最大の発明だな、マーヤ」

「う、うん」

　おやつ、と言った。つまり、昼ごはんも食べたのだ。エイジの一日三食がどのくらいの量なのか、マーヤには見当もつかなかった。
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　壮大なティータイムが終わると、エイジはマーヤに、

「何か、できることはないか」

　と訊いてきた。

「おれに食べものを恵んでくれる子は、ときどきいる。みんな、その代わりに何かを期待しているみたいだ。しかし、おれは──」

　エイジは睫まつ毛げを伏せた。

　美しいということは、わずらわしく、面倒なことなのかもしれない。それを贅ぜい沢たくな悩みと断じるには、この少年の秀しゆう麗れいさは度を超していた。

「エイジくん──」

「──すう」

　安らかな寝息が聞こえて、マーヤはがくりと首を折った。言葉を切ってから五秒も経っていない。早はや業わざだ。

　レンがしっしっと手を振って、

「お寝やすみだ。もう帰れ」

「でも、話が思いっきり途中だけど」

「──ああ、ごめん」

　復活した。食欲のあとは睡眠欲。健すこやかな男子だ。

「こんなふうに、おれは食っては寝ているだけだ。レンがいなかったら、何もできない。何かを求められても、応こたえられるような存在じゃない」

　エイジの歓かん心しんを買おうとしたり、ペットや宝石のように愛あい玩がんしたいと願う者は、砂漠の砂のごとく存在するだろう。無神経な思し慕ぼなど、気に留めなければいいのだ。しかし、エイジは重圧に感じ、心を痛めているようだった。

　やさしい男の子だな、と思った。

「でも、こんなおれにも、何かできるかもしれない。マーヤ、言ってみてくれ。困っていることはないか」

「そういやおまえ、本がどうとか言ってなかったか」

「何かあったのか、レン」

「さっき、応接室で局長と鬼ごっこしてたんですよ、こいつ」

「鬼ごっこじゃないです」

　マーヤはアキラ局長との苦にが々にがしいやりとりを語った。

「──で、おばあちゃんからもらった〈ロスト〉を、奪とられてしまったの」

「〈ナユタズ・ロスト〉か」

　エイジは目を閉じて何事か考える。また眠りの国へ旅立ってしまうのではないかとマーヤを心配させたが、今度は大丈夫だった。

「レン、アキラさんを呼んでくれ」

「かしこまりました」

　レンは部屋の入り口のそばにある水晶球に手を載せた。館内の随所にあるらしい。声を出さなくていいから、図書館にはふさわしい通信手段だ。

　顕アキラ＝グリムウッドはすぐにやって来た。

　人の好よさそうな顔が逆に憎ったらしくて、マーヤは眉間に皺しわを寄せた。

「ほほう！　めずらしいですね、この部屋にレンくんとエイジくん以外の人間がいるとは」

「マーヤに〈ロスト〉を返してくれ」

　エイジは単刀直入に告げた。

　アキラは顎あごに手を当てて、マーヤを横目で見やった。

「ふむ、そう来ましたか。弱りましたねえ」

「弱ってるのはわたしです」

　じろりとにらみつけたが、白衣の図書局長は涼しい顔だ。厚こう顔がん無む恥ちとはこのことだった。ある意味、組織の長ちようにはふさわしいのかもしれないが。

「頼む、アキラさん。マーヤに意地悪しないでくれ」

「はっはっは」

「誤解しないでくださいよ」

　と、レンが割って入った。

「あんたは図書館に関わるものを、ぜんぶ自分のものだと思ってる。いいか、おれたちは自分の意思で、ここにいてやってるんだ。若の頼みが聞けねえってのなら、いつでも出ていっていいんだぜ」

「ほう、ぼくを脅おどかしますか！　うえーん、恐ろしいよう」

「この野郎」

　わざとらしく泣き真似をするアキラに、レンはげんこつを振り上げたが、

「レン、アキラさんはよくしてくれているよ」

「しかし」

「レン」

　重ねてエイジにたしなめられて、むっつりと唇を結んだ。

「アキラさん、〈ナユタズ・ロスト〉は、決して図書館のものじゃない。ナユタはただ、後こう世せいに叡えい智ちを遺のこすことを望んでいただけだよ。だから、わざわざ図書館から散らばせた。マーヤが手放したくないと言うなら、それはマーヤのものだ。違うか」

　順序だてて語るエイジは、この局長にとぼけるのを許さない、静かな貫かん禄ろくを感じさせる。

　重要なことを知っているようだが、春しゆん風ぷう駘たい蕩とうといった表情から、何がしかの情報は読み取れない。底知れないという点だけは、アキラと同類かもしれなかった。

「ふむ、そう来ましたか。参りましたねえ」

「参ってるのはわたしです」

　さっきも同じようなやりとりがあった気がする。

「──マーヤさん」

「はい」

　アキラは沈ちん痛つうそうな表情で、

「贋物というのは噓でした」

「そんなことはわかってます！」

　思わず卓を平手で叩たたいてしまった。

「現存する〈ロスト〉の中でも、あまりにも貴重なものなので、つい独占したくなってしまいました。いやいや、汗かん顔がんの至りです！　ぼくもまだまだ人間が練れていない」

　言葉が丁てい寧ねいだから心がこもっているとはかぎらない、最高の実例だ。

　アキラは水晶球で鐸タク巳ミ＝レイモンを呼び出し、〈ナユタズ・ロスト〉を運ばせた。

　戻ってきた革かわ装そうの古書を、マーヤは胸もとに抱きしめた。

「局長は少々、図書に関して見み境さかいのないところがありまして。ご迷惑をおかけしました」

　タクミの謝罪は、言葉どおりの真ま心ごころを感じさせる。

「おやおや、酷ひどいですね、タクミくん。ぼくをまるで頭のおかしな男みたいに」

「十分おかしいと思います」

「おれも同感だ」

　レンが初めてマーヤに同調してくれる。
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　タクミは退出したが、アキラは部屋に残った。

「あんたも帰ったらどうですか、局長」

「そうおっしゃらずに。あ、ぼくはカフェオレでお願いします。ぬるめで。六〇度くらい」

　しゃあしゃあと注文をつける図書局長に、レンもやり合う気力が減退したらしい。がしがしと頭を搔きながら台所に足を向けたが、立ち止まって振り返る。

「赤毛、おまえは」

「えっ」

「水か、お湯か、どっちだ」

「選せん択たく肢しはそれだけ？」

　気を遣ってくれたと思ったら、嫌がらせじゃん！　古代のキョウトでは、客にお茶ちや漬づけを勧めるのは「いいかげん帰れ田舎いなか者もの」という嫌味だと、祖母の蔵書で読んだことがあるのを思い出した。なぜお茶漬けなのかは謎なぞだけど。

「おれは緑茶をもう一杯」

　エイジが言うと、

「かしこまりました。──おまえらも同じものでいいな」

「ぼくはカフェオレと言ったはずですが」

「嫌なら帰れ」

「やれやれ」

　実際に「やれやれ」と口にする人間を、マーヤは初めて見た。しかも、肩をすくめるジェスチュアつき。気き障ざだ。気障ったらしいが、それがアキラには似合っている。

　レンがお茶の準備をしているあいだに、

「マーヤさん、あらためてお話があります」

　と、図書局長は語り始めた。

「〈ナユタズ・ロスト〉は、諸説ありますが、もっとも有力な伝でん承しようによれば全部で四十八冊。うち三十一冊が現存を確認され、図書館で保管しているのはそのうち十五冊です。どれも現在では絶版だったり、連合国の検けん閲えつによって削除される前の初版本だったり、私し家か版ばんでもともと世界に一冊しかなかったり、貴重なものばかり。しかし、マーヤさんがベルナール夫人から贈与された〈ロスト〉は、その中でもとくに重要といえるでしょう」

　マーヤは手もとの古書に目を落とした。

　贈与などという大げさなものではない、おばあちゃんがぶん投げるようによこしてきたこれが、そんなに大変なものなのだろうか。

「題名がわからない革の装そう丁ていに、魔術文字で記しるされたナユタのサイン。それは、ナユタ局長が自分の子孫に継承した〈ロスト〉なのです。記述を封じ込めた魔石の欠片、いわゆる〈ナユタズ・ジュエル〉は図書館で厳重に保管し、対ついとなる〈ロスト〉の後継者が現れたときには記述を召還させるようにと、歴代の図書局長に申し送られております。このように」

　アキラは白衣の内ポケットから巻物を取り出して、卓上に広げた。説明どおりの内容が、ずいぶんとかわいらしく丸っこい文字で書かれ、最後に〈ロスト〉と同じく、ルーンでナユタの署名がある。

　エイジは腕組みして、本日何度目かの睡眠に突入している。

「えーと、つまり──」

　マーヤのご先祖さま──というほど、遠い血縁じゃない。一世紀以上前の〈大戦〉のときに、ここの高等部の学生だったのなら、おばあちゃんのおばあちゃんだ。ほんの五代前の家系の人間が、大魔術師、那ナ由ユ他タ＝クチガミだったことになる。

「なるほどー」

　マーヤは窓の外を見た。

　四月の陽光が世界をやさしく輝かせている。こんな日は、木こ陰かげでつめたいレモネードでも飲みながら、肩の凝こらない随エツ筆セイを読むのが気持ちいい。

　あれ、じゃあなんでわたし、ここにいるんだっけ。

「──えええっ！　わたしがナユタの末まつ裔えいってこと？」

　驚異の現実に戻って、マーヤは絶ぜつ叫きようした。

　エイジが、うむー、とうなって目覚める。

「ほんと、女ってうるせえな」

　レンが湯吞みをがちゃんと卓に放り出した。

「だって、わたし、魔術なんて使えないし」

「おれもおまえがそんな大物の末裔だなんて信じられねえよ。贋にせ者ものだろ」

「ナユタ局長もマーヤさんのように、燃えるような赤い髪で、しかも天然パーマだったといいますが、それを調べて髪を染めてきた別人という可能性も否いなめません。──この詐さ欺ぎ師し！　天パー女！　いいかげん〈ロスト〉を渡しなさい！」

「詐さ欺ぎ師しはどっちですか！　あと天然パーマをバカにしないでください！」

　寄ってたかって贋者扱いされるのも腹立たしいし、人のコンプレックスをずけずけと指摘しちゃって！　むくれたくなるが、

「マーヤの髪形はかわいいよ」

　エイジから意外な援えん護ごが来た。マーヤははにかんで、

「あ、ありがとう」

「小さいころに飼っていた犬みたいだ」

「──いぬ」

　援護というには微妙な評価だった。

「ルーファウスはもっと賢かしこかったですよ、若」

「わたしは犬以下か！　いちおう、実力でここに受かったんですけど」

　名士の口くち利ききだけで入学できるような、名ばかりの名門私学ではない。抗議したが、誰も聞き入れてくれなかった。虚むなしい。

「とにかく、ナユタについてのあれこれは、判断に苦しむのですよ」

　アキラが沈ちん鬱うつな表情をつくる。まさに〈つくる〉という感じだ。どの感情も、それらしく演じているように見える。

「ナユタ局長は、おのれの痕こん跡せきを意図的に消去して回ったふしがあります。いくら〈戦後〉が未み曾ぞ有うの混乱期だったとしても、あまりにも残された情報が少なすぎる。複数の魔術師がでっち上げた、架か空くうの人物ではないかという説もあるほどです。ベルナール夫人も、ご自分の祖母がナユタだったことをご存じないかもしれません」

　沈黙が落ちた。

　クラシカルな部屋には不似合いな、ずずっと緑茶をすする音がして、

「アキラさん。とにかく、記述を召しよう還かんしてみよう」

　そう提案したのはエイジだった。

「マーヤが何者でも、その〈ロスト〉を持ってきたのは事実だろう」

「そうですね。ナユタの記述、興味が抑おさえられません」

　アキラはあっさりと受じゆ諾だくした。この〈禁書の管理人〉だという美少年のとりなしがなかったら、彼はひとりでさっさと記述を召還していたのかもしれない。
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　四人は〈ナユタズ・ジュエル〉の保管場所に向かった。一階に下りる。

　静せい謐ひつな図書館の空気が、にわかにざわめいた。

　原因はもちろん、エイジだ。

　動きが止まったり、黄色い悲鳴が上がるのは序じよの口くち。高いところの本に手を伸ばそうとして、梯子はしごに足をかけていた女子生徒が、あやうく転落しかける。よそ見をしていて、狭せまい通路で衝しよう突とつする者がいる。内気そうな女子が話しかけようとするが、できずに泣きだしてしまったのは、番犬のごとく周囲ににらみを利かすレンのせいだろう。

　エイジが図書館に住んでいる理由が、なんとなくわかった。

　これは、わずらわしい。外出するのが億おつ劫くうにもなるだろう。一国の君くん主しゆすら狂わせるような美び貌ぼうの持ち主を〈傾けい城せいの美女〉と称するが、エイジは言わば〈傾城の美男〉だった。

　アキラの先導で、地下の閉へい架か式しき書しよ庫こに下りる。

　陽ひの射ささぬ空間は、乾いていて涼しい。手もとがわかる程度のほのかな明るさは、電灯の類たぐいではなく、壁そのものが発光してもたらしているようだった。

「紙を傷いためない〈魔ま法ほう灯とう〉です。古書の保管は、学者や魔術師にとって大事なテーマでしたから、このようなものも開発されました」

　アキラが解説してくれる。

　ガラス戸に鍵かぎのかかった書しよ棚だなのあいだを通り抜けて、書庫の隅すみで立ち止まった。

「今から位い相そう転てん移いします。おどろかないでください」

　よくわからないことを言って、アキラは壁の一点に手を触れ、小さな声で何やら唱となえ始めた。この国の言葉ではない。

　視界が水中のごとく揺らいだ。眼鏡がずれたかと思い、はずした。

　世界が暗転した。

「ここは──」

　眼鏡をかけ直したマーヤは、啞あ然ぜんとして周囲を見回した。

　まるで宇宙空間だ。床を踏む感触はあるが、天てん井じようも壁もない。どこまでも闇が広がっている。そのくせ、お互いの姿は、はっきりと見えるのだ。

「位い相そう界かい。次元と次元の隙すき間まに、ちょっと間借りしている状態です。家の中と外を隔へだてる壁に、薄くて細い穴をくりぬいたと思っていただければよろしいかと」

　よろしいかと、と言われても、なんのことやら。エイジもレンも平然としているから、危険はないのだろうと納得した。

「マーヤさん、よく見てください」

　アキラに言われて、マーヤは位相界とやらの闇に目を凝こらした。

　果てしなく続く暗黒空間に、星座のごとく浮かんでいるのは、さまざまな大きさや装丁の古書、巻まき物もの、木もつ簡かん、石せき板ばん、そして──球状のガラスケースに収められた、澄んだ桃色の宝石だった。

「あれが伝承の〈ジュエル〉です」

　アキラが右手の五指で印のようなものを結び、たぐり寄せるように動かす。

　ガラスケースがなめらかに宙を泳いで、アキラの手もとにやって来た。

「きれい」

　感嘆の声が自然に漏もれた。

　河か原わらの石みたいに、無造作で無ぶ骨こつなカットだ。しかしそれが、宝石に秘められた原初的な魔力を感じさせて、マーヤはしばし見とれた。部屋の置おき物ものにひとつ欲しい。

「これより、記述の召還を行います。〈ロスト〉を開いてください」

「はい」

　アキラに促されて、マーヤは本の中ほどを開き、両手に載せる。

「ちなみに、その本が贋物だった場合ですが」

「まだ言うんですか」

「五年前に図書局の有ゆう志しで、この〈ジュエル〉の召還を試みました。闇ルートから対になる〈ロスト〉を入手したというのですが、ろくに出どころも調べずに、なんと愚おろかなことを！」

「贋物だったんですね」

「正確に言えば、本物の〈ナユタズ・ロスト〉ではあったけれど、該がい当とうの〈ロスト〉ではなかった。この〈ジュエル〉との組み合わせが異なったのです」

「それで」

「それ以上は、ぼくの口からはとてもとても！　──わかりました、マーヤさん、そんな怖い目で見ないでください。ああ、ぞくぞくしてしまう」

　マーヤはため息をついた。アキラの白衣がいかがわしい衣装に見えてくる。

「その場にいた元局員たちは全員、昏こん睡すい状態におちいり、今でも帝国大学の特別治療室でサイキック・ヒーラーの施せ術じゆつを受け続けています。国家特とく種しゆ呪じゆ医いの診立てでは、魂たましいが星幽アストラル界かいに囚とらわれたまま、肉体に帰ってこられないのではないかと。体面上、見捨てるわけにもいかないので、局で毎年、入院予算を計上しているのですが、これがばかにならなくてねえ」

「わたし、用事を思い出しました」

　回れ右をしたマーヤだが、視界には闇が広がるばかりだ。

　アキラ以外に出口を開けられる者はいない。

「心配しないでください。本来は組み合わせが違っていても、ただ〈ジュエル〉が反応しないだけです。霊的なトラブルは発生しません」

「だって起こったんでしょ！　アストラル界だかなんだか知らないけど、昏睡状態になんかなりたくないです」

「この〈ジュエル〉だけが、強固な防衛機構を仕掛けられているのでしょうねえ。ナユタ局長はそれだけ、マーヤさんが持参した〈ロスト〉を重んじていたということです。おお、胸が躍おどりますね！　胸が弾みますね！　胸が高鳴りますね！」

「ぜんぶ同じ意味だろうが」

　レンがうんざりした表情を浮かべれば、エイジが妙に誇らしげな顔つきで、

「だいじょうぶだ。マーヤはいいやつだからな」

「いい人でも事故に遭あったり病気に罹かかったりするでしょ！」

「おまえ、自分がいいやつだと思ってんのか。ずうずうしい女め」

「そうじゃなくって！」

「局長、なんでもいいから、さっさと終わらせてくれよ」

「了解しました。ああ、マーヤさん、本は開いたまま。閉じるとかえって危険ですよ」

　不毛な言い争いをしているうちに、アキラは〈ジュエル〉を封入した硝子ガラス球を、マーヤに向けてうやうやしくかざし、呪文を唱えだしてしまった。

「だいじょうぶだ。マーヤはいいやつだからな」

「いーやーあー！」

　不ふ可か視しのエネルギーが白衣の瘦そう身しんから立ち昇るのを、マーヤは痺しびれる皮膚で感じた。





　我ら、さまよう愚ぐ者しやに叡えい智ちを、正しきしもべに導きを

　ゲオルギウス図書館を預かりし、顕アキラ＝グリムウッドの名において請こう

　喪うしなわれし記述よ、在あるべき器うつわに還かえらん

　伝えゆくべき理ことわりのかたちを紙上に現せ






　硝子球が亀き裂れつにおおわれて白くなり、砕くだけ散った──

　いや、砕けたが、散らなかった。無数の破片は球の輪りん郭かくを留とどめながら、花びらのごとくふわりと舞い上がり、役目を終えて虚こ空くうに溶けてゆく。

　桃色の〈ジュエル〉が輝きだす。

　光の帯が四方八方に伸び、うねり、からみ合って一本に収束し、白紙の本に流れ込んだ。
















　それは記述の大たい河がだった。まばゆい奔ほん流りゆうを、乾いた大地のように吸い込んだ〈ロスト〉は、〈ジュエル〉と同様に光を放ち──

　ゆっくりと、鎮しずまった。

　マーヤは腰から下がなくなったような心地で、その場にへたり込んだ。

「おお、成功ですね！　さすがぼくだなあ」

「思ったよりあっけなかったな」

「うん、だいじょうぶだった」

　吞のん気きな感想が飛び交うのに、腹を立てる余裕もない。まっとうな恐怖心がないのか、この男たちには。

「マーヤ、しっかりして」

　エイジがマーヤの上腕をつかむ。男子らしい大きな手の感触がブラウス越しに感じられて、マーヤは気恥ずかしさとともに、よろよろと立ち上がった。

「ありがとう、もう平気」

「貧血か。やっぱりあれだけじゃ、おやつが足りなかったな」

「──たぶん、そうじゃないと思う」
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　エイジの住み処に戻った四人は、召還された〈ロスト〉をのぞき込んだ。

「さて、何が書かれて──おや」

「あれ」

「あん？」

「──白紙だ」

　マーヤがページをいくら繰くっても、白紙の紙に文字は浮かび上がっていない。〈ロスト〉の名称どおり、記述を喪失したままだった。

「失敗か？」

　レンの問いに、アキラは手のひらの、砂すな玉だまみたいに崩くずれた〈ジュエル〉を示す。

「魔力を失っています。記述はたしかに戻りました」

「あっ」

〈ロスト〉を調べていたマーヤの手が止まる。

　最初の一ページ目──本来は無地のままの〈見返し〉の部分に、手書きの文章が現れていた。アキラの持ってきた巻物と同じ筆ひつ跡せきだ。ナユタも当時は年頃の少女だったことをうかがわせる。





　わが末まつ裔えいよ、邪じや聖せいの庭へようこそ

　これは門の鍵

　時のかなたで祈る

　過去への尊敬を忘れず

　天使の裁きに依よって

　受け継がれし魂を示し

　棄すてられた街に　再びの絆きずなが結ばれんことを






　末裔に宛てる伝言はもっとわかりやすくしてほしいとマーヤは思った。

「──おい、なんだよ、このポエムは」

　レンが渋しぶい顔をする横で、エイジが思案顔で首をかしげる。

「ナユタが遺したグリモアですね」

　またアキラが耳慣れぬ単語を口にした。

「なんですか、グリモアって」

「天使や悪魔の召喚に関する記述、転じて、その類たぐいの魔術書そのものを意味します。ある程度まで真理に近づいている魔術師でなければ内容がわからないように、暗号じみた文章で書かれていることが通例です。おそらくこの記述が〈ロスト〉の真の再生の鍵をにぎっています」

「マーヤなら解とけるってことか」

　エイジが突とつ拍ぴよう子しもないことを言い、マーヤを蒼そう白はくにさせた。

「な、なんで」

「ここまでの召還は、誰でもできる。これから先は、ちゃんと自分の子孫が〈ロスト〉を学院に持ってきたのか、試しているんだ。──アキラさん」

「なんでしょう」

「マーヤから本を取り上げちゃいけない。マーヤの存在こそが、この〈ロスト〉のほんとうの〈ジュエル〉と言えると思う」

「なるほど。──マーヤさん、図書局に入りませんか」

「そんな打算まみれの勧かん誘ゆうはおことわりします。局長が欲しいのは、わたしじゃなくて〈ロスト〉でしょ」

「はっはっは」

　空から笑わらいするアキラをにらんでから、マーヤは詩をもう一度読んだ。

　意味ありげな単語がちりばめられている。ナユタは何を求めているのか。グリモアとやらを解釈する辞書でもあればいいのだが──

「ああっ」

　ある事実に気づいて、マーヤは大声をあげた。

「どうしましたか」

「辞書とか買わなくちゃ！」

　壁かべ際ぎわに置かれた振り子時計の針は、教科書類の販売が始まる時刻を指していた。明日からさっそく授業が始まる。初日から宿題が出ている教科もあるのだ。

「そんなもの、ぼくにとってはささいな問題ですが」

「そうでしょうね！　他ひ人と事ごとですもんね！」

　あわただしく〈ロスト〉を腰のかばんにしまうマーヤに、

「明日も来てくれるか」

　と、エイジが訊いてきた。

「レンと三人で、またおやつを食べよう」

　マーヤはエイジを見つめた。

　子どもが友だちを家に招くような科白せりふに、くすくすと笑いが込み上げるのを止められなかった。レンのお菓子もたしかにおいしいが、そんなことを誘い文句にしなくても、エイジに会いに来たがらない女の子はいないと思う。それをわかっていない自分の魅力への鈍感さが、なんだか痛快だった。

「赤毛、何がおかしい。若のありがたいお誘いをコケにしてんのか」

「ううん、そうじゃなくて。──ねえ、レンくん」

「気安く呼ぶな。なんだよ」

「エイジくんって、すてきだね」

「はあ？　何をわかりきったことを」

　レンはうんざりとした表情で言う。この召めし使つかいにとっては、うんざりするくらい当然の前提なのだ。エイジがすばらしいご主人さまであることは。

「三人って！　ぼくが勘かん定じように入っていませんよ」

「あんた、もう自分の仕事に戻れよ！」

「アキラさんは呼ばなくても、勝手に来るから」

　禁書の管理人。その従者。図書局長。この三人、仲がいいのか悪いのか。

　マーヤはもう一度、ふふっと笑った。




　──おばあちゃん、おもしろいかも、この学校。
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　次の日の昼休み。

　マーヤは食堂街にいた。

　学校の中に、食堂〈街〉である。簡かん易いなコーヒースタンドから、要よう人じんの接せつ待たいに使えるような高級料りよう亭ていまで、いくつもある中から好きに選べるのが凄すごい。

　あまり格式ばっていないレストランの、オープンテラスで卓を囲んでいるのは、結ユ似イ＝ストラウプをはじめとする同級生の女子生徒たちだった。編へん入にゆう生せいであるマーヤが早く学院に溶け込めるようにと、ユイがセッティングしてくれたのだ。

　やさしいルームメイトの気遣いに、マーヤは毎日救われている。彼女が同室で、ほんとうによかった。

　ただし会話の内容は、だれそれが懇こん意いだとか不ふ仲なかだとか、最近はどこそこの一族が羽は振ぶりがいいとか驕おごっているとか、マーヤにはよくわからないゴシップばかりだ。にこにこと聞き役に回るしかなかった。

　ゲオルギウス学院は、小さな社交界のサロンなのだ。親の職業、先祖の血ち筋すじで、自分たちの立場も決まる。

「マーヤさんは、どなたのご紹介で学院に？」

　向かいの席の子に、ふいに話を振られた。

　レーズン入りのマフィンをかじっていたマーヤは、しどろもどろで、

「えと、おばあちゃ──祖そ母ぼから紹介状をもら──いただきまして」

「そんなに畏かしこまらなくてもいいのよ。わたしたち、同窓なんだから」

　ユイが苦笑まじりに話を繫つなぐ。

「マーヤさんのおばあさまは、ベルナール公こう爵しやく夫人なのよね」

「ああ、あの趣味人でいらっしゃった──」

「おじいさまを早くに亡くされて、お気の毒でしたわね」

　公爵夫人。大おお仰ぎような響きだ。あのおばあちゃんのこととは思えない。

　しかしユイたちは、よその親族のことまで、ほんとうによく知っている。

「わたしが生まれる前に死んじゃったから、面識はないんです。元公爵といっても、ほとんどご隠居さん状態だったらしいし」

　貴族階級だった人間の生き方は、さまざまだ。

　政財界に幅を利かせ、現在も実質的な「貴族」である者。権けん勢せいにこだわらず「元貴族」として、市し井せいで暮らす者。マーヤの祖父母──とくに祖母は、完全に後者だったわけだ。

　そしてマーヤの母は、家か名めいよりも堅けん実じつな暮らしを望んで、民間に降こう嫁かした。

「わたしなんか、普通の会社員と主婦の子どもだし、ほんと、ここにいるのがおかしなくらいで」

「かえって優秀な証しよう拠こですわ」

「そうそう。マーヤさんのようなお方かたが、将来は出しゆつ世せなさるのよ」

「わたくしたちは〈親の七光り〉で生きてるだけですもの」

　うふふ、おほほ、と鷹おう揚ような笑い声が咲く。

　自じ虐ぎやく的な発言に、マーヤへの皮ひ肉にくやあてこすりは感じられない。

　もっとこう、存在しないものとして扱われるとか、いじめ以下の対応をされるかもしれないと、学院に来る前はけっこう不安だったのだ。庶民の娘であることで、かえってお互いに家柄を気にせずつき合っていけそうだった。

「部活動は決めましたか。──ご趣しゆ味みは何か？」

「本を読むことです」

「なら、図書局員なんてどうかしら」

「うーん」

　じつは、考えてはいたのだ。

　図書館で働くことに、本が好きな女子なら憧あこがれる。『ターニャと竜のぼうけん』の初版本もある。──でも、局長があれじゃなあ。

「狭せまき門だけれど、ベルナールのご一族なら印象は悪くないと思うわ」

「局員になれたら〈スリーピング・ビューティ〉とお近づきになれるかも！」

「そういう邪よこしまな動機を見抜くために、入局資格が厳しいんでしょう」

「言ってみただけよ」

　彼女たちの話からすると、局員は選び抜かれた存在らしい。なるほど、厳げん格かくな仕事であるという以上に、あの顕アキラ＝グリムウッドのもとで働ける度ど量りようの広さを持つ人間はかぎられると思う。

　ひとつ、気になる単語が出てきたので、

「あの──」

　と訊きかけたときだった。

　ふいに、あたりのざわめきがやんだ。

　何事かと、テラスに面した遊歩道のほうを見やって、マーヤたちも固まった。

　地上に舞い降りた天使がやって来る。

　いや、人間の少年だ。羽根に見えるのは、肩から引っかけた上着のはためく袖そで。しかし、そんな錯さつ覚かくが真っ先に起きたのは、マーヤだけじゃないはずだ。

　その証拠に、女子生徒はもちろん、男子たちもあっけに取られている。性差を超ちよう越えつした、神々の遺産じみた美び貌ぼうのなせる業わざだった。

「噂うわさをすれば影、ですね」

「スリーピング・ビューティ」

「図書館から出てくるなんて、めずらしいわ」

　ユイたちが華やいだささやきを交わす中、マーヤは訊きたかったことの答えを自分で見つけた。──スリーピング・ビューティって誰ですか？

「あら、近づいてくるわ」

「ほんとうにきれい。女として嫉しつ妬としちゃう」

〈眠り姫〉ならぬ〈眠り王子〉は、マーヤたちの卓の前で足を止めて、

「やあ、マーヤ」

　と、深い声で言った。

「や、やあ、エイジくん」

　つられておかしな挨あい拶さつを返すマーヤに、ユイたち同卓の仲間だけでなく、テラス中から視線が集中して突き刺さる。身体からだがむず痒がゆくなった。

「待ちきれなくて、迎えに来た」

「むかえ」

「おれの部屋に行こう」

　なんの他意もない発言なのは、マーヤにはわかる。内密な相談をするのに、エイジが住む尖せん塔とうほどふさわしい場所はないだろう。それだけだ。

　しかし、傍はたでやりとりを聞いている面々は──

「マーヤさん、どういうこと！」

「ユイさん、目つきが変です！」

「いいから答えなさい！」

「ひいいっ！」

　強烈な剣けん幕まくにのけぞるマーヤに、みんなから矢や継つぎ早ばやに質問が飛んでくる。

「どこでお知り合いに」

「どういうご関係かしら」

「お部屋で何をなさるの」

「どんどん過激になってる！　べつに、ただ、偶然知り合ったというか、なんというか」

「その〈ただ知り合う〉のがむずかしいのよ。いつも図書館にこもっていて」

「それに、人の顔も名前もぜんぜん覚えてくれないんですもの」

「まして、あの塔に招かれるなんて、夢のようだわ」

「〈門番〉にも認められたということよね」

「ああ、あの銀ぶち眼鏡めがね！」

〈門番〉というのが誰なのかは、訊かなくてもわかった。エイジの過保護な従者、蓮レン＝クナイフェルは、マーヤだけに冷れい淡たんというわけではないらしい。

「あーら、エイジさま！」

　背後であがった驕きよう慢まんな声に、マーヤは振り返る。

　声から想像できるとおりの少女が、豊かな胸の前で腕組みしていた。

　亜あ麻ま色いろのたて巻き髪が風に揺れる。両脇にふたりずつ、下級生を従えている。漫画に登場する〈いじわるなお嬢さま〉に、忠実に扮ふんしたような女子生徒だった。

　ユイたちの態度が変わった。はしゃいだ空気が、急速に冷めてゆく。

「よろしければ、お食事はいかが？」

　これほど自信たっぷりにエイジへ話しかけられるのはたいしたものだが、

「きみ、誰だっけ」

　これほどインパクトのある子を忘れられるとは、もっとたいしたものだ。

「那ナ波ナミ＝アングラード！　もう何度も名乗りましたわよ」

「ごめん。おれ、食べることと寝ること以外、あんまり興味がなくて」

　エイジも悪気なしにけっこうきついことを言うが、きのう一日でいくらか慣れた。マーヤの注意は、ナナミという少女の苗みよう字じに向かった。

「アングラードって──」

　マーヤのつぶやきに、ナナミは手の甲を口もとにあててふんぞり返る。

「あら、ご存知かしら？」

　ご存知も何も、アングラードの関連企業に一回も世話になったことがない人間は、この国に存在しないだろう。鉄鋼、電力、各種製造販売、運輸業、出版や映画配給まで、あらゆる有形無形のサービスを提供し続けている一大財ざい閥ばつだ。

「ご存知かしら、ですって」

「しらじらしい。自慢も嫌味ったらしいわ」

　同級生がわざと聞こえるように陰かげ口ぐちを叩く。ナナミとは仲がよくないらしい。わたしもきっと仲よくなれないだろうな、とマーヤは直感する。

「で、おれに何か用」

「ですから、お食事を。たんとごちそうして差し上げますわ」

　エイジは首をかしげて、

「マーヤ、腹減ってるか」

「な、なんでわたしに訊きくの」

「この──ええと、シジミさんが、たくさんごはんをくれるっていうから。マーヤのぶんもあるだろう。マーヤの友だちも、腹減ってるなら、一緒にどうぞ」

「マーヤさんの名前は三回言ったわね」

「わたしたちも、いちおう認識はされてるみたいですよ」

「人間としてね。お味み噌そ汁の具だと思われている方かたもいらっしゃるけど」

　ユイの失笑に、ナナミは青くなり、それからマーヤをにらみつけた。

　ええっ、なんでわたし！　今のはユイさんじゃないの、と思うが、灼やけた鉄棒みたいな視線はじっとマーヤを焦こがしている。耐えがたい。
















　これはもう、自分が立ち去るしかないだろう。幸い、マーヤはもう放課後だ。

　ゲオルギウス学院の高等部では、大学みたいに、進級に必要な授業を自分で選んで時間割をつくる。どの授業がおもしろいとか、どの先生が厳しいとか、シラバスには載のっていないリアルな情報を夜中までかけて教えてくれたユイには、頭が上がらない。

　今日は午後の授業がない。その代わり、八時間目までびっちり埋うまっている日もある。

「行こう。図書館に行こう。みんなで昨日の調べものの続きだよね。みんなで」

　やましいことは何もないのです、ほんとうですと説明口調で訴えながら、マーヤは食べかけのレーズンマフィンをそのままに、腰を上げる。

「うん。昨日は凄かったな、マーヤ」

　エイジは淡々と言う。

　ぎゃあっ、とマーヤは内心で悲鳴をあげた。

　たしかに昨日は凄かった。秘密の書庫で〈ナユタズ・ロスト〉の記述召還。めったに味わえる体験ではない。しかし、誰がその言葉の意図を理解できようか。

「昨日の続き？　凄かった？」

「いやっ！　マーヤさん、うらやま──ふしだらだわ！」

　仕方のない誤解に、ユイたちの狂きよう騒そうは高まる一方で、ナナミなど今にも頭からふたつに割れて中から血に飢えた悪魔が誕生しそうだ。両翼の子分たちの眼がん光こうも険けわしい。

「あれ、マーヤ、まだマフィンが残ってるよ」

「いいから」

「じゃあ、もらう」

　マーヤのかじりかけのマフィンを、エイジはひょいと口に入れた。

　きゃあっ、大胆っ、間接キッスですわっ、と嬌きよう声せいがあがる。

「エイジくん！」

　耳まで熱く染まるのをマーヤは感じた。穴があったら入りたい。むしろ埋まりたい。

「それでは、ご、ごきげんよう」

　慣なれぬ別れの挨拶を残して、マーヤはエイジの背を押す。

「マーヤさん、今晩はお茶会よ。忘れないでね」

　去りぎわ、ユイからおっとりとかけられた招待の言葉は、尋じん問もん会かい開催の予告に等しかった。

　ああ、上品な笑顔が怖い。
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「わかっただろう。おれはどうも、みんなに怖がられているらしい」

「そういうことではないと思います」

　図書館への道を歩きながら、マーヤは冷めた目で、かたわらのエイジを見上げる。

　たいがいの女の子はそうだろうけど、マーヤもナルシストは苦手だ。エイジの気取らなさは好ましいが、ここまで無む頓とん着ちやくすぎるのも困りものだった。

「あの、誰だっけ──」

　うーん、とうなってから、

「アサリさんの誘いに乗らなくて、やっぱりよかったかもしれない。代わりにノートでも写させてほしいんだろうが、おれ、授業にはほとんど出ないし」

「ナナミさんだってば」

　シジミからの連想で、おかしなことになっている。

　あんな子に〈餌えづけ〉されなくてよかった、という意味では、マーヤも同じ思いだけど。

　ちゃんと、と言うのもおかしいが、ナナミのような、ある意味で期待どおりの居い丈たけ高だかなお嬢さまも、学院には存在するのだと知った。





　──ほんとうの上流階級の人間は、無邪気で鷹おう揚ような生きものさ。そのままでいてほしいと庶民のほうから願いたくなるのが、本物。意識してマーヤをおとしめようとするやつは、小こ物ものだから気にするんじゃないよ。






　おばあちゃんは、元公爵に見み初そめられて結婚した民間人だったから、社交界で嫌な思いもしてきたのだろう。説得力がある。

　ユイたちも、庶民のくせに──というロジックで、スリーピング・ビューティと親しげなマーヤを責めたりはしないだろう。そのはずだ。そうに違いない。そうだといいなあ、と天に乞うような気持ちになったところで、

「マーヤはいいな。おれ、好きだよ」

「ひゃいっ！」

「無欲だし、媚こびない」

「ど、どうも」

　火ほ照てった顔を隠すように、マーヤはうつむいて早足になった。

　エイジくんの発言は、もう、ほんとうに無む頓とん着ちやくすぎる！

　なぜだかわからないが、ずいぶんマーヤを評価してくれているようだ。嬉しいような、困ったような。そんな大した人間じゃないのに。

　乱れる思考の中で、会話の接つぎ穂ほを探す。

「ええと。──そういえば〈禁書の管理人〉って、どんな本を守ってるの」

　目を伏せたまま、早口で訊く。

　返事がない。顔を上げると、隣にエイジの姿がなかった。

「──ちょっと！」

　振り返れば、十メートルも離れたところで、竹のごとくゆらゆらとそよ風に揺れる彼がいた。袖がはためいて、無駄に美しい案か山か子しのようだ。

「むにゃむにゃ、もう食べられない」

「ほんとは起きてるんじゃないの」

　そんなお約束の寝言を現実に発する人間が、ここに実在した。しかも、五秒前まで歩きながらしゃべっていたのに、立ったまま居い眠ねむりできる特技の持ち主だ。

「エイジくんお願い、図書館に着くまでがんばって」

「うむー」

　横に回って腰こしを押すと、エイジは長い睫まつ毛げを伏せたまま、よろよろと歩みを再開する。こんなところで停止していたら、また騒ぎになる。今だって、すれ違う人たちの注目が肌に痛いのだ。

　蓮レン＝クナイフェルの苦労がしのばれた。当人は苦労と感じていないのだろうが、レンがエイジのまわりに集まる者に厳しいのは、それだけ、しっかりと護まもってあげなければいけないからだった。
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　図書館が近づいてきた。

　学院のメインストリートと、いかにも館やかたという形容がふさわしい建物を結ぶ、桜の並木道。もう花びらは散って、石いし畳だたみに落ちている薄うす紅べに色の欠片かけらもまばらである。

　青葉が萌もえかけている木々を左右に見ながら、半なかばまで進んだときだった。

　──木こ陰かげから飛び出してきた、ふたつの人影。

　卵のようなつるんとした表面に、奇き怪かいな紋もん様ようを刻きざんだマスク。どうやって視界を確保しているのか、目の位置にのぞき穴はない。マントに身を包んで、杖つえを手にしている。どこを取っても異様ないでたちだった。

　ひとりが突っ込んできた。唐突な展開に、マーヤは凍こおりついた。

　緊急事態にもかかわらず、エイジはいまだ夢の世界に浸つかっている。

　杖が振り上げられた。

　弾かれたように、マーヤは襲撃者に背を向けてエイジにしがみついた。本能が起こした行動だった。守りたいのか、守られたいのか、自分でもわからない。

　ぶたれる！　マーヤは目を閉じた。

　衝撃の代わりに、乾いた破は砕さい音おんがした。

　目を開ける。

　ベストを着た背中が、まず視界に飛び込んだ。

　へし折られた杖の上半分がくるくると飛んでゆくのが、目の端に映った。

「どこにいらっしゃったのかと思ったら、赤毛、やっぱりおまえのところか」

　忌々しげに吐き捨てたのは、白手袋をはめた拳こぶしをにぎるレンだった。

　杖を失った襲撃者のみぞおちに強烈なキックをぶち込んで、文字どおり一いつ蹴しゆうする。

「若を狙うやつは、問もん答どう無む用ようでやれ。結果なんかいい。死んだって知るか」

「そ、そんな無茶な」

　どろりとした気け配はいが、波のように押し寄せる。

　もうひとりの襲撃者が、魔術を行使していたからだ。マーヤは瞬間的に、乗り物酔いじみた不快感に襲おそわれた。

　仮面越しにくぐもった声で、意味不明の呪文を唱えている。さっき打ちかかってきたほうは、時間稼ぎの囮おとりだったのだ。

　トーキョーでは、魔術の大半が使用を禁じられている。警察や、政府指定の病院、学院のような特別な施設をのぞいて。前世紀の〈大戦〉は、諸外国が、この国から進化しすぎた魔術を奪うことが目的だったのだから。

　そうして喪うしなわれた魔術が〈旧魔術〉と呼ばれる。

　敵の杖の先に、ひと抱かかえほどの大きさの火か球きゆうが燃え上がった。

　白光を放はなつそれはエイジとマーヤめがけ、真っすぐに飛んでくる。

　日常を引き裂いて放たれる魔術攻撃──これが、ゲオルギウス学院か！

　しかし、レンはあわてない。

「こおおっ──！」

　吼ほえるように烈はげしく息を吐くと、右足を敏びん捷しように撥はね上げた。

　その爪つま先さきが、不ふ可か視しのエネルギーをまとって、頭よりも高く伸び上がる。

　思し念ねんのこもったハイキックに、魔ま炎えんの球は風船のように破裂した。

　熱風の余波に、マーヤはエイジをかばいつつ顔を背そむける。

　襲撃者に次の行動を取らせず、レンは滑すべるような足取りで接近し、こめかみへのパンチ一発で昏こん倒とうさせた。

「若！　恐れ入りますが、起きてください！」

「──んー、どうしたの」

〈眠り王子〉がやっと目覚める。

　レンは怖い顔で、

「勝手に出歩かんでくださいって、何百回言ったらわかってくれますか。若の〈禁書〉を狙う阿あ呆ほうは、どこにでもいるんですよ」

「えーと、ごめん」

　心配の裏返しの怒りを感じ取って、エイジはめずらしくしゅんとする。

　緊張が解とけて、時間差で沸き上がる恐怖に、マーヤはその場に頹くずおれそうになった。

「な、何、なんなの、この人たち」

「ドルイド魔術か。樫かしの木の杖──ワンドを持ってる」

　エイジがつぶやく。〈旧魔術〉にくわしいようだ。

「大げさに効いたふりしてんなよ、こら。立ちやがれ」

　レンが町の不良みたいに罵ののしって、石畳の上に伏す魔術師たちへと近づく。

　その眼前で二本の火ひ柱ばしらが噴ふき上がった。

「わあっ！」

「若、退さがってください！　赤毛も！」

　レンはとっさに後ろへステップを踏み、エイジも、悲鳴をあげるマーヤの肩を抱いて、意外なほど機敏に動いた。

　朽くち木きのごとく、仮面のふたりは紅ぐ蓮れんに包まれる。

　人が、燃える。

　その現象を目まのあたりにして、彼らが敵であることをマーヤは忘れた。何ができるかも考えないまま、身体からだが勝手に前へ出ようとするのを、エイジとレンに押しとどめられる。

「阿呆！　動くんじゃねえ！」

「だって、だって、消さなきゃ！」

「だいじょうぶだ、マーヤ」

「何がよ！」

　この期ごに及んで太たい平へい楽らくなエイジに、怒りを覚える。

　だが、十数秒ののち──

　炎が消えたあとに残ったのは、黒くろ焦こげになった仮面とマントのみで、人体は跡形もなくなっていた。初めから存在しなかったかのようだ。肉と骨が燃え尽きるほどの劫ごう火かなら、仮面のほうが先に消滅している。

「使い魔の一種ですかね。くたびれたサンドバッグみたいな、妙な殴り心地ごこちでしたが」

「やられたら自爆するように、仮面に封ふう呪じゆされてたんだと思う」

「あとで〈衛士団〉に届けます。とりあえず、建物の中に」

　レンに先導されて、マーヤとエイジは足早に図書館へ避ひ難なんする。

「ごめんなさい、エイジくん」

「何が」

「さっき、怒ど鳴なって。人間じゃないの、エイジくんはわかってたんだ」

　エイジは目を細めて、唇くちびるをゆるめた。

「──マーヤは、やっぱりいい子だな」

　このほほえみ。魔性と言うべきか、聖性と呼ぶべきか。

　とにかく、エイジそのものがいちばんの魔術だ。恐怖のせいでふわふわと頼りなかった身体が、落ち着きを取り戻してゆく。

　おれびっくりして腹が減っちゃった、では早めにおやつにしましょう、などと、牧ぼつ歌か的てきな会話を平然と交わしているふたりを、マーヤはそっと見つめた。

　──エイジくんもレンくんも、こんなことは慣れっこみたい。

〈禁書の管理人〉だと言う、この少年たちに課せられた宿命に思いを馳はせたが、うまくいかなかった。

　ゲオルギウス学院。

　外の世界の危険とはゆるやかに隔かく離りされた、平和な学まなび舎やだと思っていたが、ここにはどうやら、別の渾こん沌とんと闘争が存在するらしい。
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　わが末まつ裔えいよ、邪じや聖せいの庭へようこそ

　これは門の鍵かぎ

　時のかなたで祈る

　過去への尊敬を忘れず

　天使の裁さばきに依よって

　受け継がれし魂たましいを示し

　棄すてられた街に、再びの絆きずなが結ばれんことを






「〈天使の裁きに依って〉という一文に注目してください」

　尖せん塔とうの部屋の中央で、アキラが演説する。

「すなわちそれは、天使のごとき存在のエイジくんが〈受け継がれし魂〉──本文が封印された真の〈ジュエル〉を持っていることを指しているのです！」

「ええっ、そうなんですか！」

　マーヤはおどろいて、隣に座るエイジを向いた。

　香り豊かなショコラシフォンケーキ──大皿からはみ出るようなホールを、まるまるひとつ食べているエイジは、きょとんとして、マーヤとエイジを交互に見上げる。

「〈ジュエル〉なんて持ってないよ、おれ」

「ですよねえ」

　脱力した。

「局長、テキトーに言っただけですか」

「マーヤさんは素直でたいへんよろしい。いじり甲が斐いがあるというものです」

「あんたはほんと、図書館の管理運営以外じゃ迷惑なだけだな」

　ちょうど部屋に戻ってきたレンが、状況を把は握あくしてぼやいた。

　エイジのおやつを手早く用意してから、〈衛士団〉の本部まで、使い魔二匹に襲われたことを報告しに行っていたのだ。

「先輩に対してその口のききかたはあんまりだと思いますが。マーヤさんはみごとに盛りあがってくれましたよ」

「ルーファウスの半分の知能もない女を基準にしないでくれませんかね」

「また犬以下！」

「なんだよ」

「何よう」

　メタルフレームの眼鏡と、セルロイドフレームの眼鏡に、互いの険しい顔が映り込む。

「レン、よせ」

　フォークを置いて、エイジが従者をたしなめる。

「マーヤはいい子だ。悪く言うな」

　マーヤがバカという部分は否定してくれないらしい。悲しくなってきた。

「──あ！」

　おもむろに、閃ひらめいた。わけもなく落ちた名めい誉よを挽ばん回かいする機会だ。

「天使、わたし見ました。入学式のときに」

　きらびやかなステンドグラス。

「なるほど、大講堂ですか！　学院生活が長いぼくたちには、日常の風景に溶け込みすぎていて気づきませんでした。先入観を排はいしたマーヤさんの純粋な視点には感心しますね。いや、すばらしい！　だから〈ロスト〉がよみがえったらぼくに寄き贈ぞうしてください」

「何が〈だから〉ですか。しかも〈ぼくに〉って」

　せめて〈図書館に〉と言えないのだろうか。

　われ関せずといった風ふ情ぜいで、レンは大きな瓶びんからエイジの器うつわに牛乳を注つぎ足す。

「あの、レンくん」

「なんだよ」

「さっきから気になってたんだけど、それ、ラーメンのどんぶりだよね」

「若のだよ。文句あんのか」

　いくら栄養を摂とっても肥ふとらない体質を、マーヤにも分けてほしい。受験勉強のときの夜や食しよく三ざん昧まいで、お腹が若じやつ干かん、まずいことになっているのは秘密だ。

「天使はわかった。で、裁きってのはなんだ、赤毛」

「そこまでは考えてない、です」

「おまえはなんでも中途半端だな」

「なんだそりゃ！　レンくんはわたしの親か！」

　アキラもとんだ食わせ者だが、レンはもっと直接的にマーヤをむかっとさせる。

「あっ、もしかしたら、窓にはまったガラスのどれかが〈ジュエル〉なのかもしれませんよ」

　いい発想だと思ったのだが、

「今の大講堂は三十年前に建てられたものですから、ナユタの関与はありえません。時間を跳ちよう躍やくできるほどの神に等しい魔術師だったなら別ですが、それなら、わざわざ書物を〈ロスト〉と〈ジュエル〉に分離したりせず、本来の形で未来に持ってゆけば戦災は避けられますしねえ」

「さっきのわたしへのおべっかはなんだったんですか！」

「はっはっは」

　マーヤはぐったりとソファの背にもたれた。このままずぶずぶと沈んでしまいそうな倦けん怠たい感かんに襲われる。

　どんぶりを両手で抱えて牛乳を飲みながら、何がおもしろいのか、エイジはにこにこして三人を眺めている。

「楽しいな、マーヤ」

「──そう？」

「おれ、生まれてからずっと家にいたから、友だちはほとんどレンだけだった。中等部から学院に来たけど、マーヤみたいな子はいなかった。こういうふうに、みんなでひとつのことをわいわい話すのって、憧れてたんだ」

「そうなんだ──」

　何か持病でも抱えているのだろうか、と思った。

　前世紀の〈大戦〉による魔ま術じゆつ禍かは、この国の人間にさまざまな後こう遺い症しようを刻み込んだといわれている。それが、現在も魔術が法で厳しく制限されている理由のひとつだ。

　異常に短命だったり、逆に長ちよう寿じゆだったり。

　身体に畸き形けいが表れたり、不思議な異能が身についたり。

　エイジの食欲と睡眠欲は、そんな後遺症の遺伝かもしれない。直じかに訊くのは、はばかられるけれど。

「そういえば、マーヤさんはいつどこでエイジくんと知り合ったのですか？　入学して二日目でこれほど親しくなるとは、学院中の女性の嫉しつ妬とを浴びそうですねえ。いや、お気の毒に！」

「おもしろそうに言わないでください」

　すでに浴びている。寮に戻ってからの〈お茶会〉を思うと気が重い。

「エイジくんとは入学式の朝に──あっ」

「またくだらねえ思いつきか」

「今度こそだいじょうぶ！　あの、図書館の裏にある聖堂って──」

「聖堂？」

　レンは眉をしかめたが、アキラはぽんと手を打った。

「あの〈迷いの森〉の聖堂ですか」

　また妖あやしい単語が登場した。

「まよいのもり？」

「ああ、なるほど。もしかしたら──」

　マーヤの問いを無視して、ひとりでうんうんと納得している。

「アキラ局長！」

「いや、失礼しました。あの森は一周するのに十五分もかからない程度の広さなのですが、どうも〈旧魔術〉の磁じ場ばが働いているらしく、入る人間を選ぶのですよ。どこをどう歩いても同じ場所から出てしまったり、逆にいつまで経っても外へ出られなかったり」

　結ユ似イ＝ストラウプの言葉を思い出す。ゲオルギウス学院には、何かそういう、人間をある方向へと誘いざなう意思のようなものがあるのだと。

　マーヤは森に導かれ、惑わされ、そして、聖堂の前でエイジと出会った。それも学院の決めたことなのだろうか。

　ならば、どんな意い図とがあって？

「マーヤさん、学院の名前の由来をご存知ですか」

「えーと、耶や蘇そ教きようの聖人ですよね。竜を退治した。その程度の知識ですけど」

「おまえはなんでも中途半──」

「レンくん、うるさい」

　ぴしゃりと言うと、レンは鼻はな白じろんで口をつぐんだ。

　女子にこんなふうに反撃された経験が、意外と少ないのかもしれない。レンは、エイジの完璧な美貌とは異なる、高貴な野獣のような迫力をそなえた少年だ。

「聖ゲオルギウスの名前を冠したこの学院は、前世紀は厳げん格かくな神学校でした。〈戦後〉の統治期は、連合国の政策により特定の宗教の布教が好まれなかったせいで、耶蘇教の色合いはずいぶん薄れています。現在は神学の授業も存在しませんしねえ」

　アキラが何を言いたいのか、マーヤにもつかむことができた。〈迷いの森〉にうち棄すてられた聖堂は、つまり──

「過去の遺物なんですね。神学校だった時代の」

「──〈過去への尊敬〉か」

　さっさとマーヤとアキラの食器を下げながら、レンが言う。まだシフォンケーキを食べかけなのだが。あいかわらず彼にはエイジしか見えていない。

「行ってみる価値はありそうですね。森が我々を受け入れてくれるかどうかは、判じかねますが。なにしろ〈尊敬〉を失った身ですから」

「おれも行く」

　どんぶりを空からにしたエイジが、腰を上げる。

「若はここにいてください。さっき襲われたのをお忘れですか」

「仲間はずれは嫌だな」

「若──」

「レンが護ってくれるだろ」

　銀ぶち眼鏡の従者はうつむいて頭を搔きむしった。

「ああもう、わかりましたよ！」

「頼りにしてるよ」

　天使の顔がにっこりした。

「若はずるいです」

　レンのぼやきに、マーヤも同感だった。男女を問わず、エイジの微笑に逆らうのはよほどの精神力を必要とする。美しいだけでなく、人を惹ひきつけるものがあるのだ。
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　森はマーヤたちを拒否することなく、朽くちかけた聖堂へとあっけなく到着できた。

　マーヤはそっとエイジにささやいた。

「ここで、初めて会ったね」

　ふだんに輪をかけて神がかった、あの初対面の印象は鮮烈だ。

「そうだったな。起きたらいきなりマーヤがいたんだ」

　正確には、寝る直前に遭遇したのだが、夢うつつで覚えていないのだろうか。いちいち目くじらを立てるほどのことではないけれど、ちょっとがっかりだった。

　四人は内部の人となった。

　石造りの壁に囲まれた空間は涼しい。

　長なが椅い子すが左右に並び、中央の通路の先に祭さい壇だんがある。突き当たりには、顔の高さに両手を掲かかげた聖せい母ぼ像が鎮ちん座ざしている。聖堂と聞いて誰もが想像できる、なんの変へん哲てつもない光景だった。──マーヤはそう思ったのだが、

「おかしいですね」

「うん」

　アキラとエイジは不ふ審しんそうだ。

「あのマリア像の手が、何かを持っている形だ」

　言われてみれば、そんな気もする。

「天に祈ってるようにしか見えなかったんだろ、赤毛」

「レンくんだってそうでしょう」

　アキラは像に近づいて手を伸ばし、聖母の手首を引いた。

「動きます」

　からくり人形みたいに肩の関節が回り、腕が下がる。

　その瞬間、石に彫ほられただけの双そう眸ぼうに、ありえない赤しやつ光こうが灯ともり──

「わっ、何！」

　あからさまに動揺したのはマーヤだけ。つくづく、この男たちはどこか欠落している。

　しかし、聖母の口がおもむろに腹話術の人形のごとく開いて、何か尖とがったものがのぞいたときは、さすがにレンもアキラも目を剝むいた。

「危ねえ！」

「うわあっ」

　とっさにレンが飛びついて、アキラを突き倒す。

　その頭上を、石像から放たれた矢がかすめて、背後の長椅子に突き刺さった。

　腕を元の高さに上げ、聖母は百年前からそうしていたように、静かなたたずまいを取り戻す。

「な、なんだこりゃ」

「いやはや、マリアさまに迎げい撃げきされるとは！　実に貴重な体験です！　マーヤさんも一発いかがですか」

「いりません！」

　生死の天てん秤びんが紙一重で生に傾いた直後に、こんな軽口を叩く軽薄さ。筋金入りだ。

「うおおっ！」

　レンが悲鳴をあげた。振り返って、マーヤも仰ぎよう天てんした。

　聖母像にエイジがのこのこと歩み寄ったからだ。たった今の罠わなの発動を見ていなかったのか、この少年は！

「大丈夫だ」

　と言いつつ、ベールをかぶった石像の頭を撫なでたりする。

「だめ！　危ないよ！」

「マーヤ、〈ロスト〉を貸して」

「えっ、うん」

　ナユタの暗号詩を再確認するのかと思い、ウエストバッグから、すっかり馴な染じみとなった革表紙の古書を取り出す。

「ありがとう」

　エイジは〈ナユタズ・ロスト〉を開いて、聖母像の両手に持たせた。

「ぎゃっ」

　腕が下がる前に本を取り上げようとしたレンが、エイジに制止される。

「若、離れてください！」

「大丈夫だ。たぶん」

「〈たぶん〉じゃだめーっ！」

〈ロスト〉を載せた両腕が胸のあたりで静止すると、像の両目がふたたび光を放った。

　またしても口から矢が発射されるかと思ったが、代わりに目の光が動いた。

　手にした〈ロスト〉を左から右へ照らしてゆく。

　まるで、マリア像が本を読んでいるような光景を、マーヤたちは固かた唾ずを吞んで見守る。エイジはそこまで緊張しているふうに見えないけど。

　ジジッ、ジジッと、羽は虫むしのような音がかすかに鳴る。どうやら、聖母像の内部から発せられているようだ。

　文字どおりの〈眼光〉が、赤から緑へと色を変えた。

　祭壇が動いた。石がこすれ合う重く不快な音を立てて、壁かべ際ぎわに退がってゆく。

　床にぽっかりと、地下へ続く急な角度の階段が現れた。

　古い探偵小説に出てくるような〈隠し通路〉の入り口だった。

「まさに〈門の鍵〉ですね」

　長椅子の陰から顔をのぞかせて、アキラが感心したように言う。矢の飛ひ来らいに備えて隠れていたらしい。当然の行動なのだが、この局長がやると必要以上に卑ひ怯きような感じがする。

「〈ロスト〉の重さを量ったんでしょうか、これ」

　レンは聖母像を不気味そうに眺める。

「同じ重さの板でも持たせりゃ、誰でも開けられるじゃねえか」

「重さだけじゃなくて、大きさとか、紙の材質、劣れつ化かの度合いなんかもチェックして、マーヤの〈ロスト〉かどうか、総合的に判断したんだと思う。〈旧魔術〉っていうよりは、むしろ〈旧科学〉の産物じゃないかな」

　地下への穴からは、冷たい空気がそろそろと流れ出してくる。

　レンがかがんで、のぞき込んだ。

「明かりがついてますね。このまま下りられそうですが」

「行こう」

　エイジは即答した。マーヤはエイジの顔を見上げた。

　茫ぼう洋ようとした表情に変わりはないが、楽しそうな気配が伝わってくる。エイジの感情を読み取るのに、だいぶん慣れてきた。

　アキラが咳せき払ばらいをして、三人の注目を集めた。

「ぼくは少々、業務を思いつきまして、まことに残念ですが、そろそろ図書館に戻らせていただきます。よい知らせをお待ちしていますよ」

「思いつかないでください」

　マーヤの突っ込みにも、アキラはまったく悪びれない。結果だけをおいしくいただこうとしているのはあきらかだった。

「ほんとうは、若にも留る守す番ばんしていただきたいんですが──」

　レンはそう言ったが、エイジは、何を言っているんだ、というふうにきょとんとしている。主あるじの表情を一いち瞥べつして、従者はため息をついた。

「赤毛、おまえのせいで若が不良になった」

「何それ。勘違いして子どもを甘やかす親みたいなこと言わないで」

「いい比ひ喩ゆだ、マーヤ」

　わいわい言いながら、マーヤ、エイジ、レンの順番で下りてゆく。

「いってらっしゃい」

　階段の入り口を見上げると、アキラがにこにこと手を振っていた。

　一瞬だけ、わたしも残りたいと思ったが、すぐに思い直した。

　矢が飛んでくる程度の罠ならいいものの（それも十分嫌だけど）もっと恐ろしい目に遭うかもしれない。それでも、自分の本が導く運命だ。自分で責任を負わなくては。
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　階段を下りると、古代の宮殿みたいな通路が延びていた。

　アーチ形の天井を支える柱の列。そのくせ、壁に等間隔で並ぶ明かりは、ランプの形をしているが電灯だったりする。電気はどこから引いているのだろう。

　通路はゆるやかにカーブしている。学院のどのあたりの地下なのか、マーヤにはわからない。

「おっ」

「〈天使〉だ」

　レンとエイジが言うとおり、通路の突き当たりに、天使の銅像が立っているのが見えてきた。

　頑がん丈じようそうな鉄の扉を挟んで、左右に二体。近づくと、大きさは三メートルほどなのがわかった。ワンピースのような、質しつ素そな服装だ。貫かん頭とう衣いっていうんだっけ。

　端たん正せいな顔だちは、しかし、生身のエイジに遠く及ばない。

　右の天使は剣を、左の天使は矛ほこを手にしている。

「若、もの凄すげえ嫌な予感がするのはおれだけでしょうか」

　白手袋をはめながら、レンが顔をしかめる。

「マーヤはどう」

「レンくんの言いたいことは、わかる気がするけど。でも、じゃあどうしよう」

「受けるしかないよ。〈天使の裁き〉を」

　果たして──

　青せい銅どうの天使たちは、頭や肩に積もった埃ほこりを落としながら、ゆっくりと動き始めた。関節に継ぎ目はない。まさしく、命を吹き込まれたかのような怪かい現げん象しようだった。

「赤毛、若をお護りしてろ！」

　言い捨てて、レンは走った。

　拳に思念をこめて、左側の天使像に殴りかかる。鋭い左右のパンチを五発、太ももの一点に集中して食らわせた。

　剣よりも矛のほうが、威力があって危険だ。矛を持っているほうの足を痛めつけて、動きを停止させる。すべてが正確な判断だった。

「ちいっ」

　しかし、レンはうめいて退がった。

　手袋に血が滲にじんでいるのを見て、マーヤは小さく悲鳴をあげた。

　レンの誤算は、相手の硬さだった。普通の銅像なら砕ける。天使像は青銅とは似て非なる特殊な材質でできていた。地上のマリア像と同じく、喪われた〈旧科学〉の遺物なのだ。

「マーヤ、扉を開けよう」

「でも、レンくんが」

「だいじょうぶ。──そんな疑うたがいの目で見ないでくれ。おれはあんまり大丈夫じゃないかもしれないが、レンは信じていい」

　従者──いや、エイジは友だちと言っていた。いちばんの友だちへエイジが捧ささぐ、静かで揺るぎない信頼の言葉に、マーヤはまったくの見当違いと知りつつ、かすかに妬ねたましさを感じた。

　ふたりは死の天使たちを迂う回かいして、壁際を駆けた。

　剣を持ったほうが気づいて、ゆっくりと大またで歩み寄ってくる。

　剣が振り上げられた。斬きるというより、こちらも重量で押し潰すための武器だ。

「こっちだ、こらっ」

　レンが、跳ちよう躍やくからの二段蹴りを像の背中に叩き込む。

　痛みはないはずだが、天使は振り向いて標的を変えた。足を踏むたびに、ズン、ズンと床が震える。

　囮おとりになってくれるレンに感謝しつつ、マーヤたちは扉に取りついた。

「えっ、これって」

「どこから開けるんだろう」

　錆さびが浮いた重じゆう厚こうな鉄てつ扉ぴの表面には、手をかける部分が見あたらなかった。引くことはできないし、身体を押しつけてもびくともしない。





　──何かを探すときは、まさかこんなところに、ってところを見てゆくんだよ。そういうところにあるからこそ、なかなか見つからないんだからね。むずかしく言えば、先入観を排するってことさ。






　祖母の教えが脳のう裏りに閃ひらめいた。マーヤは服が汚れるのも厭いとわず床に這はって、低い位置から手がかりを求めた。次に起き上がり、ぴょんぴょんと跳ねて高い位置を探す。

「──あれは」

　扉と天井のあいだに、ほかの壁とはわずかに色が違う箇所があった。十センチ四方ほどの正方形をしている。あれがスイッチの類たぐいなのだろうか。

　エイジがしゃがんだ。

「マーヤ、肩車」

「えっ」

　おかしな提案ではない。しかし、マーヤは躊ちゆう躇ちよした。

　だってスカートだし。エイジくんの頭を太ももで挟むのが恥ずかしいし。

「逆だ、逆！　おまえが若の土台になれ！　そういう人生だろ！　土台人生」

「こんなときまで失礼な発言を！」

　二体の天使を相手にしながら、しっかり状況を把握しているレンである。

　だが、一瞬、気が逸それたのが命取りだった。剣の一撃はかわしたが、反対から来る矛を避けきれなかった。切っ先が肩口にぶつかる。

「ぐうっ──」

　直撃ではないのに、レンは車に撥はねられたように吹き飛んだ。眼鏡がはずれる。

　身体をねじって着地するが、腕がだらんと垂れ下がって、持ち上がらない。

　裸眼の顔をしかめてつぶやく。

「──折れやがった」

「そんな！」

　ささいな照れなど気にしている場合じゃない。マーヤはエイジの肩にまたがった。

「エイジくん、お願い！」

「──」

「エイジくん？」

　しゃがんだまま、天使たちと入れ替わったようにもの言わぬ石像と化しているエイジを、マーヤは頭上からのぞき込んだ。

　安らかな寝顔は、こんな切迫した事態でなければ、ずっと眺めていたい麗うるわしさをたたえている。

「ちょっと、起きて！」

　髪をつかんで揺さぶるが、電池が切れたおもちゃみたいに、まったく反応しない。よほど疲労が蓄ちく積せきしていたのだろう。だからって、このタイミングで力尽きなくても！

　レンは劣れつ勢せい。動きが鈍にぶっている。天使を引きつけるのもそろそろ限界だ。

　焦りばかりが占めるマーヤの脳のう髄ずいに、天の啓示が射し込んだ。

　──もしかしたら、あの記述の意味は。
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　梅つ雨ゆは台風並みの激しさとなって、幾いく億おくもの水すい滴てきを地上に叩きつけてくる。窓ガラスが割れそうだ。雷らい鳴めいもとどろいて、お腹に重たく響く。

　居間のソファで、愛読書の『ターニャと竜のぼうけん』を抱きしめながら、マーヤは身を縮めていた。六歳だった。月に一度は祖母の家に泊まるのが習慣となっていたころだ。

「怖いのかい、マーヤ」

　ウイスキーをロックで飲やりながら、祖母が訊いた。

「うん。かみなり、きらい」

「雷は〈神成り〉ってね。神さまの降こう臨りんなんだよ。言葉遊びは、神かみ代よから続くこの国の伝統さ」

「かみさま、なの？」

「ああ」

「じゃあ、こわくないね」

「どうして」

　祖母は意地悪く笑い、マーヤの不安はさらにふくらんだ。子ども相手でも大人と同じようにからかい、試すような会話を仕掛けるのが、祖母の流りゆう儀ぎだった。

「だって、かみさまは、願いをかなえてくれたり、人間をたすけてくれたり」

「そんなもん、ただの気まぐれだよ」

「きまぐれ」

「人間だって、そのときの気分で、友だちが好きだったりきらいだったりするだろう。神さまも同じ。救済も天てん罰ばつも、なんとなく、だ。世界各地の神話を読むとそうとしか思えないね。とくに、稲妻に象徴される龍りゆう神じんなんてのは、文ぶん化か圏けんによって正せい邪じやの差がはなはだしい」

「じゃ、じゃあ、いいこにしてても」

「いい子でも悪い子でも、雷が落っこちてきて死ぬかもしれないねえ」

　今思えば、竜の出てくる物語が好きな孫に対して、ひどい祖母である。でも、マーヤはそんな率直な祖母が好きだった。

　わたしはこどもだからいいけど、神さまがわたしとおんなじだったら、こまる。神さまがそんなにテキトーだったら、こどもは生きてゆけないじゃないか。──そんなふうに思って涙ぐむ孫に、祖母はひっひっひと笑って、こう告げた。

「おまえに、龍神さまの唄うたを教えてやろうかね」

「うた」

「龍神さまの言葉でできた、魔ま除よけのまじないの唄さ。わたしも母さんから教えてもらったんだ」

「おばあちゃんの、おかあさん」

　幼い脳裏に浮かんだのは、今の祖母が、今のマーヤの母親から唄を教わるおかしな光景だった。

　おばあちゃんも、ずーっとむかしは、わたしみたいなこどもだった。──知識としてはあっても、想像できない。

「それをうたえば、かみなりでしなない？」

「さあねえ」

「ひええ」

「でも、聴くかい」





　──今はわからなくてもいい。いつかおまえのためになるから、なんでも聞くだけ聞いておきな。






　マーヤが覚えているかぎり、いちばん最初のおばあちゃんの教えだ。

　だから、そのときも、マーヤはこう答えた。

「ききたい。おしえて」

「よし」

　祖母はマーヤの隣に座って、この国の言語ではない不思議な響きの唄を、意外な美声で朗ろう々ろうと吟ぎんじ始めた。
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　ナユタは〈受け継がれし魂を示せ〉と記した。

　受け継がれた唄。祖母から。祖母の母は、おそらくナユタから。

　これだ。きっと、これのことだ。

　根拠のない確信は、マーヤの身体を巡めぐっている、魔術師ナユタの血が支えるものかもしれなかった。

　エイジから下りて、マーヤは深呼吸した。

　意味はまったくわからなくても、その響きの美しさに惹ひかれて、繰り返し口ずさんだ唄。歳としを重ねても、ふとした拍ひよう子しに唇からこぼれて、忘れたことはなかった。

　不思議なほど落ち着いた気分で、マーヤはそっと喉のどから声を押し出した。

　この国の、いや、この世界のどんな言語の文法にもあてはまらない音の連なりは、しかし同時に、たしかなひとつの法則に基もとづいて組み上げられたことを感じさせながら、地下の通路に広がっていった。

　マーヤはとくに唄がうまいわけではない。

　だが、素そ朴ぼくに歌われる龍神さまの唄は、天使たちに影響した。

　武器を下ろし、二体の像はレンを狙うのをやめる。ゆっくりと、マーヤのほうに近づいてくる。

「赤毛、おまえのちからか」

　レンが目を瞠みはる。

　もしかしたら神さまを怒らせる唄なんじゃないかと疑わしくなって、マーヤは息を吞んだ。足がすくむ。逃げたい。しかし、エイジを置いてはゆけない。

「歌うのだ、娘」

　知っている声だが、誰の声だろうと思った。

　いちおう、声がしたほうを向いてみた。

　エイジが目覚めている。

　やはり、詠司＝ヴァクスが発した声だった。そのはずだ。

　しかし、ほんとうに、そうだろうか。見た目が同じなら、同じ存在と断言できるか。

「〈幻げん語ご〉を、人間の器官で発声できるよう手を加えた唄。ナユタはそれを、天使の裁きを導きに変じる音声信号として設定したのだろう。さあ、唄え、娘」

　神しん韻いんたる響きの命令に従って、マーヤは唄を再開した。自分の意思のような気がしなかった。そうするべきだと、何か大きなものに背を押されたような心地だった。
















　天使のかたわれが矛を振りかざす。

　もう恐怖はない。マーヤは考えるのをやめて、歌い続ける。

　果たして、矛はマーヤでなく、扉の上の意味ありげな部分を打ち砕いた。

　それは蓋ふただった。同じ幅で壁がくぼんでいて、細長い穴が開いている。

　そこに、もう一体の天使が剣を差し込んだ。

　鍔つば元もとまでぴったりと収まる。

　ぷしゅー、と気の抜けた音を立てて、扉は軽々しく左右に滑った。

　地下鉄の自動扉みたいな開き方に、マーヤは不愉快になった。──どうせならもっと重々しく開いてよ！

　天使像は元の位置に立って、ふたたび無機物に戻った。

「凄いな。マーヤの唄が鍵だったのか」

「──エイジくん、だよね？」

「そうだよ。──また寝ぼけて、何か言ったか、おれ」

　あの、エイジがエイジでないような雰囲気は、すでに去っていた。人間より神に近い気配はどこへやら、吞気に感嘆している。

　初対面のときと同じだ。

　寝ぼけているというレベルではないが、ともかく、〈別人〉になっている間のことは、覚えていないらしい。

「ナユタってのは、どうしようもねえいたずら好きだぜ」

　肩を押さえながら、レンが忌いま々いましげに天使像を見上げ、靴くつの先で蹴った。

　たしかに、特定の唄に反応するような〈旧科学〉のからくりを用意できるなら、マーヤがナユタの末裔かどうか、もっとかんたんに調べられる機械だってあるだろうに。

「──わざと、わかりにくくしたんだと思う」

「あん？」

　血液の成分とか、細胞の組そ成せいは、それこそ〈旧科学〉や〈旧魔法〉で複製できるかもしれない。しかし、人の想いは。

　先祖を尊たつとび、唄や本を受け継ぐような人間の営いとなみだけは、模も倣ほうできない。人の想いがいちばん不確かで、それゆえに、未来まで届いた想いは何よりも確かなのだ。

　その〈不確かな確かさ〉にこそ、ナユタは〈ロスト〉を託した。

「──っていうのは、いいほうに考えすぎかな」

「要するに、赤毛の一族は、昔っからろくなもんじゃねえってことだろう」

「うう」

　必死に闘ってくれて怪我したレンに、いつもどおりの文句は言いにくい。

　あのおばあちゃんの、そのまたおばあちゃんがナユタというなら、不本意ながら、その遊び心には納得してしまう。自分にも受け継がれているとは思いたくないが。

「おれはおもしろかったよ。マーヤのご先祖さまが変な人でよかった」

　エイジの素直な感想も、あまりフォローになっていない。

　まだ何か障害があったらと心配だったが、鉄扉の向こう側には、螺ら鈿でん細ざい工くの小箱がひとつ置かれた、狭い部屋があるだけだった。

　箱に鍵はかかっておらず、マーヤが蓋を開けると、〈ナユタズ・ジュエル〉とおぼしき桃色のごつごつした塊かたまりに、あっけなく対面できた。

〈旧科学〉に護まもられた〈旧魔術〉の遺物を、そっと腰のかばんにしまう。

「帰って、アキラさんに記述召還してもらおう」

「これでまた、わけのわかんねえポエムが出てくるだけなら、その本はもう燃やせ。──なんだよ」

　マーヤはエイジとレンを見つめていた。

　よく考えてみれば、ふたりがマーヤにここまでつき合う義務はないのだ。レンはエイジに従っているだけだし、エイジはおのれの興味本位といっても、善意でマーヤに協力してくれたというほうが正しい。

「どうもありがとう。ほんとうに、ありがとうございます」

　マーヤは深々と頭を下げた。

「よせ、阿呆。おれがひとりで怒ってるガキみたいじゃねえか」

「マーヤはいい子だな。──あ、腹減った」

　レンはきまり悪そうにそっぽを向き、エイジは春のようにあたたかくのどかな微笑を浮かべて、ぐうと腹を鳴らした。
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　地上の聖堂に戻ると、アキラの代わりに鐸タク巳ミ＝レイモンが待っていた。部下を見張りに立てて、ほんとうに逃げ帰ったらしい。

　記述召還の魔術を使えなければ、あんな人に〈ロスト〉も〈ジュエル〉も見せにゆかないのに、とマーヤは思った。

「あんたも苦労しますね」

　心から同情した口調でレンが言う。

「図書と図書館に仕えるのが、自分の役割ですから」

　アキラよりずっと図書局長らしい粛しゆく然ぜんとした態度のタクミは、聖母像にセットされた〈ロスト〉を持ち上げて、マーヤに返した。祭さい壇だんがふたたび動いて、階段を塞ふさぐ。

「〈迷いの森〉の聖堂に、こんな秘密があるとは知りませんでした」

　感心したように堂内を見回すタクミに、

「おれとマーヤは帰れるから、レンを〈治療院〉に連れてってください」

　と、エイジは頼んだ。

「おれなら平気です。若をお護りするのに支障はありません」

「支障がなかったらいいってもんじゃない。もっと自分を大事にしてくれ」

「──」

　無言で眼鏡をはずし、みんなに背を向けてそっと目もとをぬぐうレンを、マーヤは別人を見るように目で追った。

「レンが元気でなきゃ、おれが餓が死しする」

「へへっ、若は手のかかるお方だ」

　映画のひと幕のような光景を、タクミはほほえましそうに眺めて、

「照れ隠しにあんな言い方を。かえって、おふたりの絆きずなを感じますね」

「うーん、そうですね──」

　マーヤは首をひねる。照れ隠しかどうかは疑問だ。レンはともかく、エイジの意図は言葉どおりじゃないだろうか。
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「やあやあ、お帰りなさい！　心配していましたよ！」

「心配しなくても〈ジュエル〉はここにあります」

　マーヤは渋い顔で、腰のかばんをアキラが見えない位置に回した。

　図書館一階の、局長室である。

　黒こく檀たんの高価そうな机に、雑多な書類が積み上がって散らかっている。安心した。性格はともかく、仕事は精力的にこなしている証拠だ。これで、きれいな部屋でふんぞり返っているだけの男なら、もう目もあてられない。

「嫌だなあ。ぼくが〈ジュエル〉さえ回収できれば、ほかのことなんかどうでもいいと思っているとでも？」

「違うんですか」

「もちろん、エイジくんが無事なことにも安あん堵どしています」

「わたしは？」

「はっはっは」

「レンくんがいないことは、疑問じゃないんですか」

「ああっ、蔑さげすみの視線がちくちく刺さる！　マーヤさんは男をいじめるのがお上手です」

　これ以上の追及を、マーヤはあきらめた。

　アキラは学院を卒業したら、政治家にでもなればいい。どんなに非難されても、うさんくさい笑顔でのらりくらりとかわして、さぞ辣らつ腕わんを発はつ揮きすることだろう。

　応接用の椅子に座るエイジは、今にも眠りに落ちそうだった。

　まぶたがぷるぷると痙けい攣れんしている。

「エイジくん、寝てていいよ」

「がんばる。おれたちの冒険の成果だからね」

　マーヤは胸がきゅっと締めつけられた。エイジは、ほんとうに楽しかったのだ。あんな危険な目に遭っても、ひとつのチームをつくって何かを為なすことが。

「アキラさん、レンが来るまで召還は待ってください」

「それは、かまいませんが」

「お待たせしました」

　扉を勢いよく押し開けて、レンが現れた。右腕のまくった袖から、奇妙な紋もん様ようを描いた包帯がのぞいている。負ふ傷しようをうかがわせるのはそれだけだ。

「レンくん、ギプスとかつけなくていいの」

「〈治療院〉は呪じゆ医いの施せ術じゆつが無料だ。単純な骨折なら二日もあれば治るんだよ」

　外の世界なら、帝大付属のような大病院でしかやってもらえない。保険の適用外なので、莫ばく大だいな治療費がかかる。さすが学院である。

　レンの到着で気がゆるんだのか、とうとうエイジが〈失しつ神しん〉した。

「局長、若が起きるまで召還は──」

「はいはい、かまいませんよ」

　アキラが肩をすくめ、マーヤは噴き出した。

　すべてが対照的なのに、どこか似ているのだ、この主従は。
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　ほどなくしてエイジは眠りから覚め、一行は次元のはざまの位い相そう界かい書庫に移動した。

「ここがもっとも安全です。次元移動するための呪文は歴代の局長にしか伝えられません。いやあ、わがゲオルギウス図書館の技術はすばらしいなあ！」

　アキラが腕を広げて感嘆するのを、レンは冷ややかな視線で刺して、

「出で入はいりの方法をあんたしか知らないってのが、いちばん危ない気もするんですがね。赤毛が監禁されたら、助ける手段がない」

「なんでわたし限定なのよ」

「なるほど、それは盲点でしたね。レンくん、ありがとうございます」

「なんでお礼を言うんですか」

「大丈夫。おれとレンで、かならず助ける」

「なんで監禁が前提なの、エイジくんまで！」

　文句の言いすぎで喉が嗄かれて、マーヤは咳せき込んだ。エイジの宣言はありがたいけど、実際のところはどうも頼りない。

　マーヤには読めないような古こ文もん書じよに囲まれて、この宇宙のような無限空間でたったひとり、時計もなく放っておかれたら、頭がおかしくなってしまいそうだ。気が滅め入いる仮定はやめてもらいたい。

「さて、始めましょうか。マーヤさん、〈ロスト〉と〈ジュエル〉を」

　アキラが命じる。

　すべてが偽いつわりじみた男だが、細い目に浮かんでいる興奮の光だけは偽りでないと信じることができて、マーヤは腰のかばんを開けた。

　──わたしも知りたい。

　大魔術師のナユタが、平凡なわたしに何を遺のこしたのか。
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　──伝えゆくべき理ことわりのかたちを紙上に現せ






　アキラが召還の呪文を詠えい唱しようすると、喪われた〈記述〉が、光の帯となって〈ジュエル〉から躍り上がった。竜のごとく宙で二、三度くねってから、マーヤが開いてかまえた本に、ぐんぐん吸い込まれてゆく。

「長いな」

　エイジの端的な感想どおり、今度の〈ジュエル〉はいっこうに朽くちる気配がない。放たれ続ける〈記述〉のまぶしさに、マーヤは顔をしかめた。

「今度こそ、本の全ぜん貌ぼうが見られそうですね」

　アキラの唇の線が、喜びの笑いをこらえて震ふるえる。

〈ロスト〉に対して直接の興味がいちばん薄いレンは、エイジをかばう位置に自然と立ちながら、つまらなそうな顔だ。

　二、三分とも、数十分とも思える、儀式の時間が終わった。

　光のしっぽが本に消えてゆくと、〈ジュエル〉は灰色に色あせて、ほんとうに単なる石と化した。魔術が解けたのだ。

〈記述喪失〉から復活した〈ロスト〉は、ただならぬ存在感を発し始める。本が重量を増したような気がして、マーヤは手に力をこめ直した。

　開いたページには、印刷された文字と図式が、ぎっしり詰まっている。

　ざっと目を通す。

「──よ、読めない」

　ところどころの単語はわかるが、全体的にはさっぱり意味が取れない。古代語で書かれている。古文の成績はいいほうだが、辞書なしではまるで歯が立たなかった。たぶん、現代語で書かれていたとしても難解な言い回しなのだ。

　マーヤは本を裏返した。

　背表紙と扉に『門もんの書しよ』という文字が新たに刻まれている。シンプルな題名だ。

　ふと、強い視線を感じて、顔を上げた。

　エイジの目つきが変わっていた。

　といっても、眠たげなのが人並みになった程度だが。真剣な顔つきに、その美貌をあらためて認識させられて、マーヤの心臓の鼓動が速まる。

　変化したのは、アキラもだった。

「これは大変なものですね。ナユタ局長が慎重になるのもわかります。〈記述喪失〉が直らないままなら、それでもいっそかまわないと考えたのでしょう」

　人を食った雰囲気が影をひそめて、重々しい口調になる。

「なんだよ、そんなに貴重な本なのか。いくらだ」

「本を値段でしか判断できないレンくんはじつに浅ましい」

「うるせ。おれはただ、若をお護りするだけだ」

「これは、棄すてられた都と、幻げん域いきを結ぶ鍵だ」

　エイジが、ふいにむずかしいことを言った。

　アキラがはっとして、〈禁書の管理人〉を見つめる。

「いいのですか、そんなことを語って」

「マーヤには聞く権利ができた。そうでしょう、局長」

「すてられたみやこ？」

　とまどうマーヤをちらりと見て、エイジはレンに言った。

「──腹減った」

「かしこまりました。場所を変えましょう」

　どんな話題よりも〈若〉の希望を第一義に考えるのが、レンの行動原理である。
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　ナッツ、シナモン、カカオ、バニラ──バラエティ豊かなクッキーの大皿が三枚。一枚がマーヤたちのぶん、あとの二枚がエイジ専用だった。異様な分量にも、おどろかなくなってきたマーヤである。慣れって怖いなあ、と思う。

「竜ドラゴンとか一角獣ユニコーンとか

（ぽりぽり）

　人魚マーメイドとか、今は伝説上の生きもの

（もぐもぐ）

　だと思われてるのが、いろいろいる。それら

（ごっくん）

　幻げん生せい物ぶつは、そこまで遠い存在じゃない。少なくとも

（さくさく）

〈大戦〉のときまで、幻生物は

（もぎゅもぎゅ）

　このトーキョーで──」

　んぐっ、とクッキーを喉に詰まらせて、レンがすかさず差し出したアイスハーブティを一気飲みするエイジである。

「どこまで話したっけ。竜とか一角獣とか──」

「戻ってるよ、エイジくん」

「ごめん。えーと、このトーキョーで

（ぼりっ）

　幻生物は

（がりがりっ）

　このクッキー、ちょっと硬かたいな」

「申しわけありません、焼き加減にむらがあったようです。赤毛のせいで」

「なんでわたしが！」

「おまえのせわしない空気がこの部屋に染み込んで、おれの手元を狂わせたんだ」

　責せき任にん転てん嫁かにもほどがある。──ねえレンくん、生きてることが罪なのか、わたしは？

「大丈夫。嚙めないほどじゃない」

「あの、わたしのせいってところを否定してほしいんだけど」

「なに若に甘えてんだ、こら」

「エイジくんには食べてからしゃべることを提案したいですねえ」

　アキラが嘆息した。
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　かつて存在した幻生物は、〈戦後〉には絶滅していた。

　それが、この国の子どもが中学校までに習う史実の、ほとんどすべての記述である。

　マーヤは祖母の蔵書で〈戦前〉の本に触れる機会が多かったから、そっけない説明の不自然さには気づいていた。

　そもそも〈絶滅していた〉という表現がおかしいのだ。〈絶滅した〉という具体的な時期や理由が、判然としないじゃないか。教育の場において〈大戦〉前後の歴史が、意図的にさらりと流されている。

「それはなぜか」

　クッキーの賞味をいったん休んで、エイジはこの国の秘密を語った。

「幻生物はトーキョーを棄てたんだ。よき友人と信じていた人間が〈大戦〉で自分たちを兵器としてしか扱わない、その愚かさに疲れ果ててしまった」




　前世紀の〈大戦〉で、この国は、世界の主要国が結託した連合軍に敗やぶれた。

　そして、早急な復ふつ興こうと引き換えに、進化の頂点を極めていた魔術と科学を封印された。

　統治時代はとうの昔に終わったが、科学技術の輸入は今でも巧こう妙みように制限され、多くの歴史もいまだに闇の中。近代、とくに〈戦前〉の一世紀ほどがどんな時代だったのか、真の姿を知る者はあまりにも少ない。




「いたんだ。たしかに、幻生物は存在した」

　いともあっさりと、それゆえ、真に迫った口調でエイジが言う。

　マーヤは窓の外に目をやった。

　無む惨ざんな損そん傷しようがそのままの、それゆえに異様な美を醸かもし出していると言えなくもない、時計塔が見える。

　竜の爪つめ痕あと。──宗教者が神の存在を疑わぬように、その由来は生徒たちに事実として伝わっている。ユイたちも、あたり前のことのように語っていた。

　だから竜がほんの百年前に現存していたと認めるのは、別の話だが。

「あれも、本物なの」

「そうだ」

　エイジはうなずいた。

「もしかして『ターニャ』も──」

「マーヤに言われて、改訂版と読み比べてみたよ。内容が削られたのは〈幻域〉の描写が真に迫っているからだ」

　あの童話は、まったくの創作ではなかったのだ。
















「人間に失望し、それでもかつての友だった人間を想うがために、ほとんどの幻生物たちは黙って自分の故郷に帰っていった。それが、おれの知る真実の歴史だ」

「それが、どうして禁じられた歴史に」

「人間の尊厳の根幹に関わりますからね」

　と、アキラが補足する。

「みずからと同等、あるいは高等な生物から〈失格〉の烙らく印いんを押されたとあっては、どんな宗教や哲学をもってしても、ヒトという存在が決定的に劣っているのだという、種族レベルでの不安を打ち消すことはできません。その先に待っているのは滅びです。トーキョーが幻生物に棄てられた事実を隠いん匿とくすることだけには、この国も連合国も一丸となって取り組んだことでしょう」

　薄ぼんやりとした知識が、徐々に焦点を結んでゆくのをマーヤは感じた。

「局長は、以前から知っていたんですか」

「マーヤさんと同じですよ。断片的な情報から、そうだろうなと推測はしていましたが、確信したのは、エイジくんの管理する〈禁書〉の知識を授さずかってからです」

「だから、ナユタはこれを残したんだ」

　世界の秘密の一端をにぎる美少年は『門の書』に目を落とした。

「この本には、幻域と人界を繫つなぐ法が記されている。幻生物と人間の交流が深かったころの遺物だ。徹底的に焚ふん書しよされて、現存するのは、この原本だけだろう」

「これ、親を殺してでも手に入れたいやつがいるんじゃねえのか」

　レンが禍まが々まがしい感想を述べる。

　アキラもエイジも否定しなかった。

　背すじが冷えて、マーヤは奥歯を嚙みしめた。

　──那ナ由ユ他タ＝クチガミ。わたしの先祖はとんでもない遺産を。

「マーヤさん、これは真剣な提案です。『門の書』を図書館に寄贈していただけませんか」

　アキラの目に、いつもの怪しさはない。

「学院はご存知のとおり、魔術に関しては一種の治ち外がい法ほう権けんを得ています。〈旧魔術〉の研究が公然と認められている。『門の書』は暗黒星のごとく、魔術の徒を惹きつけるでしょう。ここならば、守りは万全です」

「赤毛、局長は人間より本を大事にするバカヤロウだけど、今回はそこが信用できる。おとなしく渡しとけ」

「非常に引っかかる表現が含まれているのは気のせいですかねえ」

　眉を寄せるアキラだが、レンはかまわず言葉を継ついだ。

「あの仮面ども、若の〈禁書〉を狙ったんだと思ったが、標的はおまえかもしれねえ」

　二体の使い魔に炎の魔術で襲われた記憶がよみがえってきて、マーヤは身体の奥から嫌な汗がにじむのを感じた。

　──あれは、この〈ロスト〉が欲しかったから？

　救いを求めるように、エイジを見た。

　エイジは何も言わなかった。

　ただ、マーヤを見守っている。〈ナユタズ・ロスト〉の行く末はその所有者が決めるべきだと、無言で告げていた。

　マーヤは目を閉じて、一度大きく息を吸った。





　──何か決断するときは、まず深呼吸しな。緊張すると、自分では気づかないうちに息が上がっているもんさ。マラソンしたあとで、すぐに算術の試験を受けたいと思うかい？






　算術の試験はいつだって受けたくないよ、とまぜっ返して、祖母に頭をひっぱたかれた記憶は、事あるごとに呼び覚まされてきた。重大な場面に出くわしたときと、ほとんどセットになっている。

　学芸会で科白せりふを言う直前。初めて男の子に手紙を渡すとき。そして、今。

　酸素が身体を巡り、指の先まで届く。

　それから、溜たまった雑ざつ念ねんを排はい出しゆつするイメージで、ゆっくりと吐はく。

　目を開けた。最初から決まっていた答えに、迷いがなくなった。

「ごめんなさい」

「マーヤさん──」

「読みたいんです。自分で、読んでみたい」

　口にすると、その想いはますます実感をともなって、マーヤの心に凜りんと立ち上がった。この状況まで辿りついて、やっと自分の気持ちを理解したのだ。

「わたしの祖先が何を考えてこれを遺したのか、末裔として、少しでも感じ取りたいんです。ただ〈幻域〉の〈門〉を開く魔術を後世に伝えたいだけだったなら、わざわざ子孫限定で継承させる必要はないでしょ」

「しかし──」

「お願いします。どうか、わたしから〈ロスト〉を奪わないで」

「いいんじゃねえの、本人がそこまで言うなら」

　意外とあっさり、レンはマーヤの想いを汲くんだ。

「レンくん──」

「おれは若さえご無事ならそれでいい」

「──うん、レンくんはそういう人だった」

　護る対象が異なるだけで、レンとアキラの偏かたよりっぷりはわりと似ていると思うのだが、それを言うと喧けん嘩かになりそうなので黙っていた。

「ただし、それを持っている以上、もうここには来るな」

「えっ」

「当然だろう。またおまえの巻き添えを食っちゃかなわねえ」

「まだそうと決まってないよ」

「若、こればっかりは聞けません。赤毛が最初から危険な存在とわかっているのに近づけることは、自分のアイデンティティに関わります」

「むずかしい言葉を知ってますねえ。いや、ぼくはレンくんを見くびっていました」

「あんたはあんた以外の人間を全員バカだと思ってんのか」

　アキラに歯を剝むくレンを、責める気持ちは起きなかった。従者として、何もまちがっていない。

　それでも、黒い波が足から這はい上ってくるような心地に、マーヤの身体はぐらりと揺れた。

　マーヤもエイジと同じだった。こうやってみんなで過ごす時間が、あっという間に、マーヤのとても大切なものになっていたのだ。そのことに気づいた。

　なのに、夢が覚めるように、なくなってしまう？

「じゃあ、図書館で預かればいい」

　エイジが言った。

　マーヤたちの視線がエイジに集まった。

「ただし、あくまでも所有の権利はマーヤのものだ。マーヤは読みたいときに、いつでもここに来ればいい。卒業してからのことは、そのとき考えたらいいんじゃないか」

「若、しかし」

「レンは、おれなら護ってくれるんだろう。おれが住んでいる図書館なら」

「ぬう」

　痛いところを突かれてレンは絶句した。

「し、しかしですね。この局長が、ただ預かるなんて真似をするとは思えません。ぜったい盗み見しますよ。渡したら最後だ。そう思うだろ、赤毛」

「同感です」

　マーヤは十分の一秒で即答した。

「──信用ありませんねえ」

　アキラはへらへらと笑うが、その直前、百分の一秒だけ「いい流れだったのによけいなことを」と言いたげな顔をしたのをマーヤは見逃さなかった。

「マーヤ、いいものがあるんだ」

　エイジは立ち上がって、書棚の引き出しから、植物の皮でつくられたブックバンドのような帯を取り出した。漢字に似た表意文字の刺し繡しゆうが施され、バンドの端っこに錠じよう前まえのような留め金がついている。

「そんなものが、まだ残っていたのですか」

　アキラがおどろく。

「しかるべき鍵で開けなければ、バンドが発火して本が燃え尽きる。機密保持のための〈旧魔術〉の遺産だ」

　エイジは小さな鍵をマーヤによこした。

　横棒が二本飛び出しただけの簡単なつくりで、いかにも〈鍵っ！〉という印象だ。複製も簡単そうだが、そこにこめられた魔術が問題なのだろう。

「これを巻いて、図書館で保管してもらえばいい。〈ロスト〉も安全、マーヤも安全」

「どうして」

　と、マーヤはつぶやくように訊いた。

　自分は特別な何者かじゃない。

　ナユタの子孫だからって、魔術が使えるわけでもない。

「どうして、わたしにそこまでよくしてくれるの」

　見上げるエイジは、その問いには答えず、

「マーヤ、その本は読めるか」

「えーと、辞書とか引いてがんばれば、たぶん」

「おれには読めると思う。〈禁書〉の知識を使えば。おれが読もうか」

「──ありがとう、でも自分でやってみたいの。本が好きだから。わたしの本はわたしが読まなくちゃ。ううん、読みたい。わたしが、そうしたいの」

　勢いあまって腰を上げながら、マーヤは答える。

　エイジは満足そうに、赤毛の少女をその瞳に映した。

「アキラさん、ナユタの子孫がこう望んでいますが」

　わざと、エイジはそういう言い方をした。アキラは肩をすくめて、

「仕方ありませんね。マーヤさんの意思というより、大先輩の意思には逆らえません」

「決まりだね」

　話は終わったとばかりに、エイジは目を閉じて眠りに落ちた。
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　その後しばらくは、平穏な日々が続いた。

　マーヤは図書館通いが日課となっていた。

　貴き書しよ、稀き書しよ、奇き書しよ──『門の書』はどの〝キショ〟にもあてはまる規格外の代物なので、もっとも厳重な、あの位い相そう界かい書庫に保管されている。閲えつ覧らんを許可できるのは局長だけだ。

「マーヤさん」

　と、その局長が言う。

「ぼくは日々、レンくんやタクミくんをからかって遊んでいるだけに見えるのでしょうが」

「よくわかってますね」

「しかし！　実は大変いそがしいのです！　問とん屋やや古本屋との取引、生徒会との折せつ衝しよう、全国に散っている〈禁書回収班〉の指揮など、仕事は多た岐きにわたっています。いいかげんに毎日来るのはやめていただけませんか」

「毎日確認しないと、贋にせ物ものにすり替えられていないか心配で」

「信用ありませんねえ、ぼくは」

　ため息をついて、アキラはホットココアを口に含んだ。

　その憂うれいも薄っぺらい。よく見れば、女性的で繊せん細さいな顔だちなのだが、それがいい印象に結びつかない。人間は中身だ。

「おまえらこそ、毎日ここに通ってくるんじゃねえ」

　レンが苦にが々にがしい顔で、みんなにココアのおかわりを注ぎながら言う。こちらもわりと理知的な風貌なのに、切れ者というよりは、キレた凄すごみばかりが前に出ている。

　湯気が立ちのぼるマグカップを、エイジは優雅に持ち上げた。

　この人、わたしをどう思ってるんだろう。いや、変な意味じゃなくて。──おのれに対して胸中で釈明しながら、マーヤは向かいに座る美少年をそっと見やる。

　サンドイッチうんぬんは、ただのきっかけだ。自分がどうして、詠エイ司ジ＝ヴァクスにここまで受け入れられたのか、見当がつかない。人間関係とはそういうものかもしれないが。

　平凡な少女でなく、何か特別なものをひとつ持っていたい。

　それが、エイジに会う資格のように感じられるから。

『門の書』の譲じよう渡とを断ったのは、そんな子どもっぽいわがままも理由だったのかもしれないと思い至って、マーヤは少し気持ちが塞ふさいだ。

「マーヤはいい子だな」

　いきなり、エイジがお決まりのフレーズを口にした。

「そんなことない！」

　反射的に否定して、声が大きくなってしまった。

　態度を硬くしたマーヤを、レンとアキラが怪け訝げんそうに見る。

「いや、いい子だ」

　すべてを見透かしたような目をして、エイジは泰たい然ぜんと繰り返す。

　なんだかいたたまれなくて、マーヤは手元のカップに目を落とした。甘くて香ばしい匂いをかいで、気を紛まぎらわせる。
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　エイジの居きよ室しつを後あとにして、マーヤは図書館の閲覧室に移った。

　長机とパイプ椅子が並んでいるような、区立図書館の閲覧室とは格が違う。なにしろ、全席が個室なのだ。完全に独立した部屋ではないが、天井まで届くパーティションできっちり区切られ、ドアもついている。

　沈んだ気分を追い払うように『門の書』の封印を解除した。

　古代語辞典と首っ引きで翻ほん訳やくに取り組む。

　もう半はん月つきも経たつのに、ろくに進まない。とにかく、難解のひと言に尽きる。

　魔術に関する専門用語には、辞書に載のっていないものも少なくない。

　古代語で編へん纂さんされた魔術事典というものもあるから、同じ単語を引いて、こっちの記述を先に訳す。さらにわからなかったりする。〈コートニー派〉という言葉の説明が〈ティーネ派の分派〉で、〈ティーネ派〉の意味が〈コートニー派の前身〉としか書かれていないときは、「なんだそりゃ！」と叫んでしまった。〈戦前〉の魔術師には常識だったのかもしれないが、それじゃ事典の意味がないじゃないの、と憤いきどおりたくもなる。

　ひとりきりで解読しようというのが、ただ〈がんばってる自分〉を誇示したいだけの、いやらしい意地っ張りに思えてきた。

　自分で自分がわからない。

　わたしはどうしたいんだろう。『門の書』をどうしたいんだろう。エイジくんとどうしたいんだろう。いや、変な意味じゃなくて。

　ねえ真絢＝ラヒリ、変な意味ってなんなの。

　そして──ほんとに？

　ペンを放り出して、マーヤは机に突つっ伏ぷした。

　ごん、と額ひたいが音を立てた。
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　数日の苦く闘とうの末──

　結局、機械的に訳せただけで、文章の意味がいまいち吞み込めないところは、エイジの助けを借りることになってしまった。情けない。

「いいんだ。おれにできることは、これくらいしかないから」

　エイジはいつもどおり、マーヤを全面的に肯こう定ていしてくれる。

「マーヤは学院に来るまで、魔術の勉強をしたことがないんだろう」

「うん。おばあちゃんの家で、少し独学したくらい」

「それで、これだけ訳せるなら、だいじょうぶ。すらすら読めるようになる」

「そうかなあ」

　褒ほめられるのが、重荷だった。かならずすらすら読めるようにならなくちゃ、という焦あせりが、身体の奥をじりじりと炙あぶる。

　それでも、個人授業のおかげで、『門の書』は全貌を徐々に現してきた。

　基本的には、大多数の人が〈旧魔術〉と聞いて思い浮かべる儀式のイメージと、それほど遠くない。強力な魔力が残留する場所に、定められた魔法陣を描いて、次元の壁に穴を開ける思し念ねんを収しゆう束そくさせるのが、一般的なやり方らしい。開ける〈門〉の規模や種類によって、細かいところは千差万別だが。

　幻域との〈門〉を開く作業そのものは、わかった。

　しかしそれは、料理のレシピを読めることと同じだ。読めることが、料理をつくれることではない。〈料理〉に必要な〈材料〉は、マーヤが見たことも聞いたこともないような怪あやしいものばかりで、揃えることはむずかしい。揃えたとしても、そんな魔道の素材を〈調理〉するには、魔術師としての修練がいる。

　そして〈旧魔術〉の習得には、いくら努力をしても埋うめられない、才能という要素の比ひ重じゆうがとても大きい。ナユタは、自分といくつも変わらない年齢で『門の書』を読めるどころか、書かれている魔術を自在に使いこなしていたのだ。

　その領域は、マーヤにとって月よりも遠かった。
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　寮の部屋に戻って、マーヤはベッドに倒れ込んだ。

　疲れた。目がしょぼついて、肩がこわばっている。かばんと眼鏡めがねをはずして、机に放り投げた。枕に顔をうずめ、うー、とうなってみる。

　夜の八時を過ぎた。入学から何週間も経たって、初夏が近づいている。日没がおそくなってきたが、さすがにもう、外は闇やみの支配下だ。

　結ユ似イ＝ストラウプは帰ってきていない。社交的な彼女のことだから、上級生の部屋でおしゃべりに興きようじてでもいるのだろう。

『門の書』の解読などあきらめて、エイジとアキラにすべてを託し、ユイの後ろをついて回って友だちを増やしたほうが、有意義な学院生活を送れるんじゃないだろうか。

　そんな弱気なことを思う自分が、ますます嫌になる。

　自分で始めたことに、自分で文句を言っている。最悪。

　ぐるぐると実にならない内省に囚とらわれているうちに、眠っていたらしい。

　ふと気づいて顔を上げると、十一時を回ろうとしていた。

　部屋にはマーヤひとり。

　さすがに、ユイの不在を不審に思った。消灯時間は十時半だ。こっそりと秘密のお茶会でも催もよおすのだろうか。だがそれならマーヤにもひと言あるはずだった。見回りの寮長に対する口くち裏うら合わせのために。

　かたん、と窓まど枠わくが鳴った。

　まさか壁を伝って帰ってきたのかと、マーヤは眼鏡をかけて窓に近づいた。

　硝子ガラスの外側にノート大の紙きれが貼りついている。

　得体の知れない予感に動かされ、窓を開けてつかみ取った。




　ルームメイトは預あずかった

　助けたければ、午前一時に〈迷いの森〉まで〈ロスト〉を持参せよ

　図書局や〈衛士団〉に告げれば、ルームメイトは還かえらない




　タイプライターで書かれたような文字を、二度読んだ。意味が脳に染みわたるまで少しかかった。

「何、これ。もしかして、誘ゆう拐かい？」

　声に出して言うと、現実味のとぼしい響きだった。物語の世界では、めずらしいとは言えない行為だ。だからかえって、実際に起こるような気がしない。

　しかし、ここはゲオルギウス学院。

　ナユタいわく〈邪じや聖せいの庭〉だ。

　いたずらと断ずるのはためらわれる、奇妙なリアリティがあった。

　ふいに、文字が水にさらしたように滲にじんだ。

　インクがもぞもぞと動いて、べつの文字を象かたどる。もう、この程度のことでおどろいてはいられなかった。




　夜や警けいに見つからぬよう、この結けつ界かい符ふを飲み込むこと




　そんな指示の下に、マーヤには解読できない象しよう形けい文字めいた図像が並んだ。まったく意味はつかめないが、似たようなものを目にした経験を思い出す。

　使い魔の仮面に刻まれた紋様だ。

「飲めって」

　むちゃを言うと思ったが、選択の余地はなかった。マーヤの一挙一動がどんな形で監視されているか、知れたものではない。

　水差しからコップに水を注いで、丸めた紙をむりやり胃に流し込んだ。

　お腹に熱が生まれ、四し肢しに拡かく散さんしてゆく感覚があった。身体のまわりに、薄い膜が光り始める。重量ゼロの合かつ羽ぱを着込んだような具合だ。

「これが、結界？」

　とにかく、言われたとおりにするしかない。

　革のかばんを腰につけて、マーヤはそっと廊下に出た。
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　月明かりが石いし畳だたみの道を照らす。

　刀を帯びた衛士たちが、構内を巡じゆん回かいしている。〈衛士団〉はゲオルギウス学院を守護する、トーキョー最強と謳うたわれる学生軍隊だ。女子も、中等部の生徒もいる。

　木陰や建物の柱に隠れながら、マーヤはそっと歩を進める。

　とくに運動神経もよくない自分の抜き足差し足など、武術を修めた衛士たちにとってはお遊び同然だろうに、なぜか見み咎とがめられなかった。

　結界符の魔術が効いているようだ。

　四季折々の花が咲き誇る中央庭園を抜けて、爪つめ痕あとが走る時計塔を横目に見ながら、森へと向かう。薔ば薇らの香りが夜の大気に溶けていて、こんな状況でなければ、うっとりとした気持ちで月光浴をしたいところだった。

　ユイの無事を祈り、彼女の言葉を思い出した。

　学院の意思。今晩は何を目もく論ろんでいるのだろうか、この魔術の国は。

　森は平凡な様相しか示さず、マーヤはあの聖堂へと辿たどりついた。

　居た。ドルイド魔術の仮面とマント。人間の形をした使い魔が三体、幽霊のようにたたずんでいる。その三人がつくる三角形の中に──

「マーヤさん！」

「ユイさん！」

　憔しよう悴すいしたルームメイトと、マーヤは名前を呼び合った。

「意外と早かったな」

　使い魔とユイの背後から、くぐもった声がした。

　現れた四人めの敵は、使い魔と同じような格好をしているが、扮ふん装そうの下にはたしかな実在感が備そなわっていた。人間の男だ。

「ナユタの血が、この森も平凡な場所に変えてしまうのか」

「そんなことはどうでもいいよ」

　生身の人間が相手だとわかると、焦しよう燥そうや恐怖を押しのけて、怒りが沸わいてきた。マーヤは仮面の男をきっと見み据すえた。

「ユイさんを放して」

「『門の書』を放れ」

　男は淡々と命じる。

「ここにはないの。図書館にある」

「ならば持って来い」

「もう閉まってる。明日にならないと、用意できないよ」

　意識してゆっくりとしゃべりながら、マーヤは冷静になれと自分に言い聞かせた。

　人命より『門の書』に重きを置く、いかれた連中。逆に言えば、マーヤはやつらにとってユイ以上に価値のある切り札を持っている。マーヤの運び方次第で、交渉は互ご角かくにできるはずだった。

「それでは、話し合う余地はない」

　男は指を鳴らした。芝居がかった合図を受けて、使い魔がユイを囲む三角形を縮める。

「ユイさんに変なことをしないで」

「こちらとて、殺したくはない」

　ひっ、とユイが喉を引ひき攣つらせて、すがるようにマーヤを見る。

「ユイさんがいなくなったら、衛士団が捜査する。あんたたちがどんな秘密の集団か知らないけど、学院の生徒なら、逃げられないんじゃないの」

「明日まで取引を延期すれば、同じことだ」

「鍵が、あるの」

　マーヤはかばんから、『門の書』に封をするブックバンドの鍵を取り出した。

「これがなかったら、たとえ『門の書』を手に入れても、中は読めないんだよ」

「何が言いたい」

「今晩はこれと引き換えに、ユイさんを返して」

　マーヤは声を強めた。焦りを表に出さないよう、堂々としたつもりだが、自信はない。

「明日、現物を引き取ってくる。今日と同じ時間にここで渡すから」

「信じろというのか」

「鍵がなかったら、どうせわたしには読めなくなる。わたしが信用できないなら、わたしを殺して奪えばいいじゃない」

「マーヤさん！」

　自じ暴ぼう自じ棄きとも取れるマーヤの言葉に、ユイが悲痛な叫びをあげる。

「ここでユイさんに何かしたら、わたしは鍵を壊して衛士団を呼ぶ。それで、いいの？　だって『門の書』を読みたいってことは、あんたたち、今すぐここで破滅したいわけじゃないでしょ」

　これは賭かけだった。もし仮面の男が『門の書』の処分だけを目的としていれば、ブックバンドの鍵は必要ない。

　男は黙った。仮面のせいで、感情の動きは読み取れない。

　風が吹いた。葉擦れの音が、森の夜や気きを揺らした。

　マーヤは男をにらみ続けた。気迫を途と切ぎれさせないよう、身体の脇でぎゅっと拳こぶしを固める。

「──いいだろう」

　男が言った。

「その提案、乗ってやろう」

「じゃあ、ユイさんを放して」

　内心の安堵を押し殺して、マーヤは言った。

「鍵が先だ」

「わたしはひとりだし、武器も魔術も持ってない。あんたには鍵を奪うばう力があるけれど、わたしはユイさんを力ずくで取り戻すことはできないよ。だから、そっちから先にして」

　自分の立場の弱さを逆さか手てに取った、強引な要求だった。

　くっ、と男はうめいた。

　違った。肩が揺れる。笑っているのだった。

「たいした女だ」

　使い魔たちが後ろに退しりぞいた。

　ユイが男たちを振り返りながら、よろよろとマーヤのもとに駆け寄る。

「ユイさん、ごめんなさい。わたしのせいで」

「いいえ、マーヤさんは助けに来てくれたじゃない」

　気き丈じようにも、ユイはほほえみを浮かべてみせてくれた。その肩をぎゅっと抱いて、マーヤは空いたほうの手で、鍵を自分の足元に落とした。

「わたしたちが森を出るまで、指一本動かさないで」

　じりじりと後退して、小こ径みちの入り口まで行くと、一いち目もく散さんに走りだす。

　月光が射すとはいえ、夜の森だ。木の根や地面の凹おう凸とつに何度か足を取られたが、お互いに支え合って、転ばずに森の外まで走り抜けることができた。

　大通りまで出ると、ようやく人心地がついた。

「ありがとう、マーヤさん」

「はは、こんなにうまくゆくとは思わなかった。わたし、交こう渉しよう人にんの才能があるのかも」

　緊張が解けて、マーヤはそのまま寝転がりたくなった。息が上がり、汗が噴き出しているのをようやく自覚する。

「早く〈衛士団〉に報告しなきゃ」

　夜警をしている衛士を探して、首を巡らす。ひどく叱られるだろうが、仕方がない。事情を説明して、図書館を守ってもらわなくては。

　あそこには、エイジとレンが住んでいるのだ。

「その必要はないわ」

「えっ」

　ユイの科白せりふが何を意味しているのか。マーヤはわからずに目をしばたたかせた。

「ねえ、マーヤさん。わたしも、こんなにうまくゆくとは思わなかったわ」

　笑みは毒々しいものを含んでいて、マーヤは思わずユイから身を遠ざける。

「ユイ、さん？」

「こちらこそ、ごめんなさい。あなたはとてもいい子よ。個人的な恨みは何もないの」

　まったく話が見えない。けれど、自分が切り抜けたと思った窮きゆう地ちは、もっと大きな窮地の一端に過ぎなかったのだ。それを本能で悟さとって、マーヤは息を吸った。

「だれかっ──」

　叫ぶ口は、意外なほど強い力でユイの手に塞がれて、

「疲れたでしょう。ゆっくりお休みなさい。目覚めたときにはすべてが終わり、そして始まっているから」

　悪徳に誘う淫いん魔まのようにささやく声から、マーヤは甘くねばついた香りをかいだ。声から香りというのもおかしいが、たしかに、嗅きゆう覚かくが刺激された気がした。

　急速に睡すい魔まが襲ってきた。

　エイジくんが眠るときは、こんな具合なんだろうか。──場違いなことを思ったのを最後に、マーヤの意識は闇に吞まれた。
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　頰にもの凄い衝撃を受けて、マーヤは強引に目覚めさせられた。

「何、何！」

　びっくりして上体を起こす。視界に、手のひらを振り上げるレンが映った。

「よし、もう一発」

「起きてる、もう起きてるから！　また失しつ神しんしちゃうから！」

　必死に訴うつたえてから、あたりを見回す。

　エイジの居室である。すっかり見慣れた風景だ。マーヤはソファに寝かされていたのだった。壁の時計を見る。あれから三十分も経っていない。

　頭上から、エイジの顔が逆さに下りてきた。

「ごめん、無理に起こして。だいじょうぶか」

「う、うん」

　背中から頭越しにのぞき込まれて、逃げ場がない。心臓の動きが乱れる。それはもう、単なる美貌の仕業とは言えなかった。

「ほっぺたが痛いだけ。レンくんのせいで」

「仕方ねえだろう。早く事情を訊かなきゃよ」

「マーヤとマーヤの友だちが部屋にいないって、寮のほうで騒ぎになっているようだから、レンに見にいってもらったら、マーヤだけかついで帰ってきた」

「〈迷いの森〉に放り出されてたんだよ。おまえ、あの場所が好きだな。夜警にばれないようにここまで運んでくるのは難なん儀ぎだったぜ」

　と、ふたりが交互に説明する。

　マーヤも順序だてて、身の上に起こったことを語った。

　話すことによって、頭の中で状況が整理されてゆく。つまり、ユイは──

「仮面の連中とぐるだったのか」

　と、エイジが認めたくない事実を口にした。

　あのルームメイトが『門の書』を奪うために、自作自演の罠わなを仕掛けてくるなんて。この数週間、何かと親切にしてくれたのは、仲よくなったと思わせてマーヤを油断させるための演技だったのか。

　唇を嚙んで、マーヤはうつむいた。

　──わたしはバカだ。自分ひとりでなんでもやろうとして、結局なんにもできない。

「マーヤが傷つく必要はない」

　エイジが、いつもより強い口調になる。

「でも、わたしがまぬけだったから」

「友だちを助けようとする心を、おれはまぬけとは思わない」

　エイジに慰なぐさめられるのが、つらかった。

　みじめさに、鼻の奥が熱くなってくる。

「泣かないで、マーヤ」

「やさしくしないで」

「マーヤ」

　だって、やさしくされたら、ほんとうに泣いちゃう。

　あ、今のわたし、凄く嫌な感じで女の子っぽい。何を浸ひたっちゃってるの。エイジくんにやさしくされて、心のどっかで喜んでるんじゃないの。

　自じ嘲ちように、頰ほおが引き攣つる。

「赤毛、何飲みたい。水道水でいいか」

「──ロイヤルミルクティ」

「贅ぜい沢たくな女だ。若は何を」

　文句を言いながらも、エイジより先にマーヤの注文を訊くなんて。

　あのレンくんが気き遣づかいたくなるくらい、わたしはひどい様子なんだ、と思った。

　エイジは首を横に振った。

「お茶より先に、図書館に侵入者がいないかどうか、見てきてくれ」

「わかりました。若、決してここから出ないように」

　きびきびと言い置いて、部屋を出てゆく。

「ごめん、マーヤ。勝手にお茶を後回しにした」

「ううん。──ふたりは、理想的な主従だね」

「そう見えるか」

「エイジくんは、ときどき無茶なことはするけど、それはレンくんを信頼しているからでしょう。忠ちゆう誠せいを試すだけのわがままは言わないもんね」

「どうしてだ」

「え？」

「どうして、そんなにおれをわかろうとするんだ」

　ふいに、エイジの声にかつてない真剣さが結晶して、マーヤはあわてた。

「レンはおれをとても大事にしてくれるし、局長もおれを対等の人間として扱ってくれる。でも、マーヤは何か特別なんだ。こんなにおれの心に深く分け入ってくるのは、なぜだ。訊きたい」

「それは──」

　世界から色が消えた。今の切迫した事態も忘れた。

　思いつめたようなまなざしでマーヤを射る、エイジの姿だけがあざやかになった。

　頭に血が昇って、喉がたちまち干からびた。

　だってエイジくんは、きれいで、やさしくて、わたしにはうかがい知れない何かを抱えていて、だから放っておけなくて、それで──

　だめだ。どれも理由になっていない。

　エイジに対するさまざまな感情の絵の具を、すべて混ぜ合わせると、ひとつの色彩が生まれるような気はするのだ。でも、その色彩を表現する言葉が、出てこない。

　立ち尽くすマーヤに、エイジがすっと近づいてきた。

　視界が美しい顔で塞ふさがれる。

「マーヤ」

　自分の名前を呼ぶ唇を、こんなに間近で見たことはない。

「な、何」

　問う声は無様にかすれた。心臓が胸の内側をガンガン叩いて、息苦しい。

　エイジは無言で、さらに距離を縮め──

　マーヤの唇に、薄くて柔らかいものが触れた。

　エイジの唇だと認識したとたん、気が遠くなった。ほんとうに呆ぼう然ぜんとするときって、頭の中は真っ白にならない。色なんか失なくなって、からっぽになるのだと知った。
















　控えめに結ばれた唇に、痺しびれが行き交うのだけがわかった。

　エイジが、そっと離れた。

　小首をかしげて、マーヤの様子をうかがう。

「な、何すんのよう」

　思わず言ってから、後悔が噴ふん火かしてマーヤの全身を焼いた。ファーストキスの相手への第一声がこれだった自分を、生しよう涯がい呪うだろうと思った。

「好きな人には、接せつ吻ぷんをするんだろう」

「せ、せっぷん」

「いろんな本に書いてある。まちがってたか」

「そ、そうだよ。好きな人同士じゃなきゃ、こ、こんなこと、だめなのに」

「だめなのか」

「そうだよ！」

　エイジの目が悲しげに曇くもった。傷ついているらしい。

　なんで傷つくの？　というところから、マーヤの思考は一歩も進まない。

「マーヤって」

　エイジは疲れたように言った。

「もの凄く、ぼーっとしてるな。何を考えているのかわからない」

「あなたに言われたくないんだけど！」

　マーヤが初めてエイジに殺意を覚えた記念すべき瞬間だった。

「何、わたしを好きってこと？　まさかね！」

　やけくそになって叫さけんだところで、ドアが開いた。

「うるせえぞ。何を吠ほえてんだ」

　戻ってきたレンが呆れて、いきりたつマーヤを見る。

「だって、エイジくんが──」

　言いかけて、やめた。

　──なりゆきで告白することになっちゃって、そしたらエイジくんがキスしてきたの。

　そんなことを言ったら、若を崇あがめるこの従者に、問答無用で抹殺される。それは確信と言うのも愚おろかな、かならず起こる現実だった。

「若がどうした」

「な、なんでもない。ほら、わたし元気になったよ」

　場を取り繕つくろって、ぱん、と自分の顔を両手で叩いて活かつを入れる。

「痛いっ」

　予想以上に響いて、ソファの上で悶もん絶ぜつした。──やっぱり、わたしはまぬけかも。

　レンは深々とため息をついて、象牙色に色づいたミルクを大ぶりのポットから茶器に注そそぐ。

「いいから黙って飲め、おまえは」

「うー、ありがとう」

　あいかわらず絶品のミルクティをすすると、だいぶ気持ちが落ち着いてきた。

「レン、アキラさんは来てるか」

「いませんね。寝てるんでしょう。まあ、来ても迷惑なだけ──」

　その時だ。不可解な異音が、レンの言葉を遮った。

　すぐさまカーテンを開けたレンが、外の様子をうかがう。

「なんだ、ありゃ」

　声の調子が緊張を帯びた。

　マーヤとエイジも窓に近づいた。レンが格子窓を持ち上げる。

　ゴゴゴという、地の底から湧き上がるような轟きが、学院の夜を揺さぶっていた。

　発生源は、時計塔だった。

　遠目にも細かく震えているのがわかる。塔の周囲の地表だけが大地震に見舞われているような、奇き怪かいな光景だ。

「行こう、マーヤ」

「若」

　顔をしかめるレンを、エイジはじっと見上げた。

　とくに怖い顔をしているわけでも、眼がん光こうが鋭するどいわけでもない。しかし、主あるじの何倍も強ごう健けんそうな使用人は、エイジのまなざしを受けて、あきらかにひるんだ。

「おれも行く。いいね、レン」

「──承知しました」

「頼りにしてるよ」

　エイジは天使の微笑を浮かべる。

　レンは嬉しいような悲しいような、複雑な表情で息を吐いて、

「若も汚れましたね。赤毛の影響で」

「わたしは病原菌か！」

「だいたいな、おまえが学院に来るまで、おれと若がこれだけ連続して揉もめ事に巻き込まれた記憶はねえぞ。ナユタも、とんでもねえ子孫と本を遺のこしてくれたぜ」

　いつもの文句は、マーヤにとって、いっそ小気味よかった。平常心が戻ってくる。

　個人的な事情は、とりあえず脇に置こう。今は事件の解決が先だ。

「あそこに『門の書』はある。どうやって盗んだのかは、わからないけど」

　エイジは淡々と言う。いや、むしろ愉たのしげにすら見える。『門の書』を巡る顚てん末まつは、エイジにとってさして重要でないのかもしれない。

　──もう、さっきのキスはなんだったのよ！　後あとでぜったい問いつめるからね！

　恨みをこめて、マーヤはエイジをじろりとにらみつけてやった。
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　図書館を出て、時計塔のもとまで走る。

　大通りの石畳の下に広がる大地は、まったくの静せい穏おんを保っていた。ただ塔だけが、その輪りん郭かくをあいまいにするほどぶれている。

　中央庭園に駆け込んだマーヤたちは、〈衛士団〉と、仮面の一群の乱戦に遭そう遇ぐうした。

　敵の数は二、三十人。扇おうぎ状じように陣じん形けいを展開して、庭園から塔への出口を閉鎖している。

　衛士のひとりが、日本刀で仮面に斬きりつけた。

　仮面が割れて、ぎゃっと悲鳴があがる。

「ええっ！」

　マーヤは驚きよう愕がくした。

　仮面の下から現れた──人間の顔！

　あどけなさの残る少年は、血を流す刀かたな傷きずを押さえて悶絶した。思わず腰が引けた衛士に向けて、少年の隣の仮面が、杖の先に火か球きゆうを生んで投げつける。

　とっさに別の衛士が西洋剣を振るって、火球を弾く。

「ひどい」

　生身の学生に使い魔と同じ格好をさせて紛まぎれ込ませ、見分けられなくしているのだ。これでは攻められない。人の命を楯たてにした作戦なんて。

　戦闘は膠こう着ちやくした。

　仮面の混こん成せい軍ぐんは、積極的に〈衛士団〉を攻撃しない。足止めができればいいのだ。

　塔のまわりの地面には、燐りん光こうを放はなつ巨大な魔ま法ほう陣じんが描かれている。

　その中央に、黒いマントをまとったふたつの人影が立つ。

　ひとりは、結ユ似イ＝ストラウプだ。仮面はつけていない。

　一いち縷るの望みが完全に打うち砕くだかれて、マーヤは息苦しくなった。喉を詰まらせるのは、絶望の仕業だった。ユイは、マーヤの友だちではなかったのだ。

　もうひとりは仮面をつけているが、その形は他の連中と異なっていた。額から突き出た二本の角、長く伸びた鼻はな面づら。

「鬼おに──？」

「違う」

　マーヤのつぶやきを、レンが乾いた声で否定する。

「竜だろ、ありゃ」

　言われてみれば、それはたしかに、幻げん生せい物ぶつの王を思わせるシルエットだった。

　竜の仮面をつけた者は、まぎれもない『門の書』を開いて、胸の前に捧ささげ持っている。傲ごう然ぜんと魔法陣の中に立つ姿は、邪教の司祭を思わせた。

「来ましたか、禁書の管理人たち」

　竜の仮面がしゃべった。

　マーヤは背すじが慄ふるえた。どこかで聞き覚えがある声だったからだ。

　まさか、知っている人間なのか。

「あなたたちのおかげで、長年の宿しゆく願がんが最良の形で果たせますよ。感謝します」

　揺れ続ける塔が立てる轟音の中で、竜の仮面の言葉は、やけにはっきりとマーヤたちの耳に届いてきた。

「宿願だと？」

　レンが声を荒らげる。

「そうです。表面上は独立したものの、いまだ連合国の支配下にあるこの国に、真の覚かく醒せいをもたらす。その象徴として、奪われし〈旧魔術〉を用もちいて竜を召しよう喚かんし、虚構の繁栄におぼれるトーキョーを壊滅させる。瓦が礫れきの山から、革命の烽火のろしを上げるのです」

　マーヤはぽかんとした。

　なんなの、この大げさで、無駄に勇ましい、自分に酔ったような言い回しは？

「安っぽい反政府主義か。どうせ、えらい親に高い学費を出してもらってる坊ぼつちゃん嬢じようちゃんだろうが。おかしな思想に酔ってんじゃねえよ。勉強しろ勉強」

　ときどきレンの言うことは、先生や親よりも説教くさい。

「誤解しないでください。たしかにユイさんたちは、ぼくの指導によってこの国の堕だ落らくぶりを学び、革命に賛同した面々です。しかし、ぼくはもともと革命の意志を持って、ここに潜伏していたのです」

「工作員としてテロリストの組織に育てられて、ここに入学したってことか」

「その認識でいいでしょう。レンくんは下品ですが、頭の回転は早い」

　向こうにも、何やら立派な主張があるようだが、とりあえず脇に置いておく。

　竜を召喚してトーキョーを攻撃する。

　それは、たくさんの人を殺すということではないか。

　国とか政府とかの思惑には関係なく、目の前のささやかな日々を精いっぱい生きている、普通の人々の命を軽かろんじる。そんな傲ごう慢まんな仮面の軍団は、どう言いわけしたって、マーヤには悪としか思えなかった。

「ユイさん！」

　何を言えばいいのかわからないまま、呼びかけた。

　ルームメイトはほほえんだ。恍こう惚こつと、禍まが々まがしく。

「『門の書』の〈ロスト〉の継承者が、わたしのルームメイトになるなんて。まさに天の思おぼし召しだったわ。世界は、わたしたちに革命を望んでいるのよ」

「最初からそれが目的で、わたしにやさしくしてくれたの」

「いいえ、初めは純粋な好意だったわ。あなたはとってもいい子。〈ロスト〉さえ持っていなければ、ずっとよいお友だちでいられたと思うの。ごめんなさい。わたしが大たい義ぎに生きる闘士だったのが、マーヤさんにとっては不幸だったかもしれないわね」

　皮肉で言っているのではないようだった。本気で詫わびている。ただし、それは見み下くだす態度だった。〈革命〉を解しない愚かな大衆への。

　ユイが心の奥で育ててきた〈自分はほんとうの正義に目覚めた〉という優越感は、どうしようもなく、暗く捩ねじれている。使い魔に交じった学生たちも、いやいや楯になっているのではなく、ユイと同じ考えに染まっているのだ。

「マーヤさんがおとなしく『門の書』を図書館に寄贈すれば、あんな猿芝居を打つ必要はなかったのですが。エイジくんは余計なことをしてくれました」

　竜の仮面が、自分は悪くないといった風情で肩をすくめる。

　マーヤは荒い息を吐いた。

　何が〈猿芝居〉だ。ブックバンドの鍵が欲しければ、盗む術すべは他にいくらでもある。わざわざユイと企んで、マーヤを騙だまして奪い取る悪意が、おぞましい。

「この『門の書』の原本は、それ自体が強力な魔道具。ぼくならば、この力を生かすことができる。マーヤさん、あなたよりぼくが『門の書』の主あるじにふさわしいと思いませんか」

「ねえ、訊いていい」

　エイジがのほほんと言った。

「なんでしょう」

「その本、好きか」

　マーヤとレンは思わずエイジを見つめた。話の流れを無視した質問だった。

「ええ、好きですよ。これは本なんかじゃない、革命の剣つるぎです！　興奮しますねえ！　竜も喜ぶでしょう。浅ましい人間に報復できるのですから」

「そんなこと！」

　マーヤは叫んだ。

「そんなことのために、ナユタは『門の書』を遺したんじゃない！　ナユタは、幻生物と人間がまた共存できる世界のために──」

「そのためには、まず古い勢力を一いつ掃そうしなくては。大局的な見地に立てば、ぼくはナユタの遺志も達成することになる。図書局の人間としても、ひとつ大きな役割を果たせるわけです。実に喜ばしい」

「ちがう、ちがう！」

　人を襲って、騙して、あげくの果てに殺して──

　それで、よい世界をつくる？

　きれい事だけじゃ何も変わらないという現実は、たしかにあるだろう。歴史の転換期には多くの血が流れたのは事実だろう。でも。

「あなたは、愉たのしんでるじゃない！」





　──自分から喜んでリーダーになりたがるやつは、ろくなもんじゃないさね。いいリーダーってのは、大変なことをやらなきゃいけない悲壮な覚悟を決めて、ぐっと苦しみをこらえた顔をしているんだよ。






　祖母の格言が、この状況にぴたりとあてはまった。

　仮面に隠されていても、わかる。伝わってくる。生せい殺さつ与よ奪だつの権利を振りかざす神の気分に酔いしれた、邪悪な波動が。

「革命とかが成功したって、あなたもどうせ独裁者になる！」

　初めて、竜の仮面から余裕の雰囲気が薄れた。

　マーヤの言葉は、竜の仮面の、心の底にひそむ感情を的てき確かくに突いたのだ。

「──さて、そろそろ雑ざつ談だんは打ち切りましょうか」

「その、自分に都合の悪いことは煙けむに巻くしゃべり方。おまえ、まさか」

　レンが顔をしかめる。

「──アキラか！」

「はい、なんでしょう」

　背後から返事が聞こえて、マーヤたちはぎょっとして振り返った。

　いつもの白衣姿で、顕アキラ＝グリムウッドが現れた。

「おそくなりました。図書館に非常結界を張っていたもので。──いやはや、とんでもないことになりましたねえ！　あとレンくん、せめて呼び捨てはやめましょうよ。いちおう年上ですよ、ぼくは」

「そんなことはどうでもいい！　なんで『門の書』をあいつが持ってるんだよ。あんた以外は位い相そう界かい書しよ庫こに入れねえはずだろう」

　レンが詰なじるように問う。

「レンくんだってマーヤさんだって、一緒に入ったじゃないですか。開かい扉ひの呪文を知っているのは歴代の局長だけのはずですが、書庫に入ることそのものに制限はありません。──いやはや、ぼくとしたことが、人生で最大のミスを犯しました。まんまと騙された」

　アキラは竜の仮面をにらみつけた。

「ぼくの物真似はよして、素顔を見せなさい、裏切り者」

「裏切り？　自分は最初から、あなたに忠誠を誓ってはいません」

　せせら笑いながら、ゆっくりと仮面を剝はがす。

　一同にさらした素顔は、鐸タク巳ミ＝レイモンのものだった。
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　鵺ぬえのように得体の知れないアキラなんかより、上品で理知的で、ずっと図書局員らしかったあのタクミが、怪しげなマントを羽織って、魔法陣の燐りん光こうに照らされている。

　その顔は、狂信を極めた者に特有の、不気味な穏やかさをはらんでいた。

「タクミくんと位相界書庫に入る機会は、たしかに何度かありました。その間かんに、呪文を聞き盗んだのですね。こんな召喚魔術を独学で身につけられるなら、開錠魔術を耳で聞き覚えることは可能でしょう」

「そうです。そこまでの信頼を得るのに、結局、十二年生までかかってしまった」

「きみなら信じるに値すると思っていたんですけどねえ」

　アキラの声は苦々しい。

「まあ、ぼくが腹黒い男ではなく、他人を信じて裏切られることもある、実に人間味あふれた男であることは、マーヤさんにもおわかりいただけたと思いますが」

「そんなことを言っている場合じゃないでしょう！」

　実は、アキラの言ったとおりのことを思いかけたマーヤだが、心の中で撤てつ回かいした。

「自分がいちばん賢かしこいと思っている愚か者は、時間さえかければ必ず騙せる。〈無む明みようの青あお〉の教きよう科か過か程ていで学んだとおりでした」

　タクミは背を反そらして嘲ちよう笑しようした。

　テロリスト集団〈無明の青〉に育てられた過去を抹まつ消しようし、学院に入学してからの数年間を、ずっと優等生の顔で耐えていたのだ。この日のために。

　抑おさえきれない興奮が、タクミの口く調ちようやふるまいからこぼれ出していた。

「もし、局長やエイジさんが解読に取りかかっていれば、自分が『門の書』を奪う隙すきはなかった。いや、自分の在学中に『門の書』に巡り合うことそのものが運命だ！　すべての歯車は、革命の瞬間のために廻まわっていた。マーヤさんも、那ナ由ユ他タ＝クチガミも、われわれ〈無明の青〉のために存在したのです」

「べらべらうるせえんだよ！」

　業ごうを煮やしたレンが駆け出した。

　不意を突かれた仮面たちを二、三人、すばやくぶちのめして突破する。主あるじの安全にしか興味がない従者は、殴った相手が使い魔だろうと生身の生徒だろうと、まるで気にしない。

　タクミに襲いかかるレンの前に、ユイが立ち塞がった。

　口の中で短く何か唱えると、ひと抱えほどの大きさの、もやもやした霧きりの塊かたまりがレンに向かって広がる。

　マーヤはその正体を直感した。自分がやられた、眠りの魔術だ。

　レンは大きく息を吸って口を閉じ、真っ向から霧む塊かいに突っ込んだ。

　呼吸を止めたって、魔術を防げるわけじゃない。物理的な霧ではないのだ。

　だが、レンの疾しつ走そうは揺るがない。眠りの霧は効かなかった。系統だった魔術こそ使えないが、思念の強さそのものはユイを上回っているのだ。

　距離は埋まった。

　女だからと容よう赦しやする性格ではない。ひるんだユイに、蹴けりが放たれ──

「レンくん、だめ！」

　マーヤは反射的に叫んでいた。

　──友だちを傷つけないで！

　まったく新しい環境にとまどい、心細かった自分を何かと助けてくれた最初の友人。その記憶は、真実を知っても消せるものではなかった。

「──ちいっ」

　レンは蹴りをわざと空から振ぶりさせる。

「いいかげんにしろよ、赤毛！」

「ご、ごめんなさい」

　レンは怒りながらも、マーヤの意思を尊重してくれた。申しわけなさに、鼻の奥がツンとなる。

　──わたし、足を引っぱってばかりだ。

　レンに続くようにして、衛士団もふたたび動いた。仮面の軍団と揉み合いになるが、全力で攻めるわけにいかないので、突破できない。

　その奥でタクミが、勝者の祝杯のごとく『門の書』を天にかざして、

「時は満ちた。魔術の完成だ」

　高らかに宣言した。





　──猛たけき翼よく獣じゆうよ、至し高こうの賢けん者じやよ、幻げん生せい物ぶつの王よ

　　　今こそ門を潜くぐりて、幻げん域いきより人界に降こう臨りんせよ






　呪文に呼こ応おうして『門の書』が燐光を帯びた。

　魔法陣も、その輝きをさらに増す。庭園は真昼のような明るさに包まれた。

　時計塔が揺れる。苦痛に悶もだえるように。あるいは、快楽のためかもしれない。

「爪つめ痕あとが──」

　誰かが叫んだ。

　亀き裂れつが、生きものの口のように、ゆっくりと広がってゆく。

　その向こうにある久く遠おんの闇から、人間などひとにぎりの巨大な手が伸びて、亀裂の淵ふちをつかんだ。三本指の先には、鉄をもちぎるような鉤かぎ爪つめが生えている。

　外壁が崩れた。積み石がばらばらと落下する。

　亀裂が穴の規模になり、そこからぬっと現れた頭部は、マーヤが絵本や映画で何度も見てきた、ある意味でお馴な染じみのフォルムだった。

　竜だ。

　竜が、おのれの爪痕をこじ開けて、学院に這はい出してくる。

　無数の牙が並ぶ口が、息を吸い込み──

　咆ほう哮こうした。

　夜が割れた。それほどの怒ど号ごうだった。

　マーヤはとっさに耳を押さえたが、金かな槌づちで殴られたような衝撃を浴びて転倒した。

　物理的かつ魔術的な声の奔ほん流りゆうに、マーヤだけでなく、一同が薙なぎ倒される。

　庭園の花が、ゴミのように散り散りになる。使い魔が解かい呪じゆされて、枯れ葉のように朽くちてゆく。生身の仮面も衛士も、例外なく戦いを放棄してうずくまる。

　ようやくマーヤがふらふらと身を起こしたとき、タクミが喚よび寄せた竜は、こちらの世界に移転を完了していた。

　体長は、およそ十メートル。

　鱗うろこにおおわれた緑りよく褐かつ色しよくの巨体が、両翼をゆっくりと動かして、宙に浮いている。右う往おう左さ往おうする人間たちを見下ろすふたつの眼には、たしかな知性の輝きがあった。

　──我を召喚したのは、貴様か。

　その言葉は、喉の発声器官でなく、精神波のような形で発せられた。

「そうだ」

　タクミの声は高こう揚ようと自信にうわずっていた。

　──トーキョーか。我らが棄すてた街に、我を喚よんだ理由はなんだ。

「この世界に失望したのは、幻生物だけではないということだ。召喚者、鐸タク巳ミ＝レイモンの名において、トーキョーを灰かい燼じんに帰すことを命ずる」

　──よかろう。

　緑りよく竜りゆうの返事は短かった。ただ手続きに従っているという感じだ。

　人間が生きようが死のうが、幻域に棲すむものたちにとっては、すでに興味の対象ではないのかもしれなかった。

「待ってよ」

　誰かが、絶望への濁だく流りゆうに棹さおを差した。

　声の主にマーヤは目をやった。

　エイジだった。

　竜の咆ほう哮こうも、この少年には影響しなかったらしい。

　飄ひよう々ひようとした立ち姿で、タクミに言った。

「これが、きみの革命か」

「そうだ。竜殺しの聖人の名を冠した学校から、腐った国を滅ぼす竜が飛び立つ。破壊と再生の儀式にふさわしい皮肉じゃないか」

「『門の書』を読んでも、こんな小こ物ものしか喚よべないのに、革命、か」

　マーヤは耳を疑うたがった。

　レンもアキラも、ユイもタクミも、あっけに取られてエイジを見やる。

　この幻げん獣じゆうが、小物？

「アキラさんの信頼を裏切って、マーヤのやさしさにつけ込んで、傷つけて。人間の心を軽んじるだけの革命に、価値なんかない」

　エイジが徐々に変へん貌ぼうするのを、マーヤは感じた。

　いつもの眠たげな、それゆえに親しみやすい雰囲気が霧む散さんして、その美貌だけがくっきりと際立つ。聖堂で目にした、別人のようになる状態とは違うのだ。エイジがエイジのまま、殺気を結晶してゆく。それが、怖い。心の底から畏おそろしい。

「マーヤの友だち」

　と、ユイに呼びかける。

「おれは、きみを、許さない」

　傍はたで聞いているマーヤでさえ、その絶対零度の響きに心臓がギュッと痛くなった。

　まして、言われた当の本人は。

　ぼろぼろと涙を流して、ユイはその場にへたり込んだ。その表情は人形のように虚うつろだ。いや、人形さえもっと豊かな表情をしているだろう。人智を超えた美による軽けい蔑べつは、あまねくすべての〈少女という生きもの〉の魂を、こなごなにする威力を秘めているのだった。

「マーヤ」

「はい」

　畏かしこまった返事をさせる凄せい愴そうな気を、今のエイジは放射していた。

「おれには何もできないと、いじけるのはやめる。マーヤを、見習う」

「わたしの、どこを」

「自分にできることから、逃げないところを」

　エイジの変化は内面にとどまらなかった。

　金色の髪が、静電気を帯びたように浮き上がる。瞳が緋ひ色いろに染まる。

　羽は織おった上着が地面に落ちる。殻からが破われるように。

「若、やめろ！　命いのちが縮まるぞ！」

　あのレンが、敬語も忘れて絶叫した。マーヤにとっては、竜の召喚よりも想像を絶する現象だった。
















「エイジくん、やめなさい！」

　これほど余裕をなくしたアキラも初めてだ。何が起ころうとしているのか、マーヤはあぜんとして見守るほかになかった。

「図書局長として、ぼくは〈禁書〉の濫らん用ようを認めません！」

「濫用じゃない。おれも、自分の本と向き合うんだ。マーヤと対等になれるように」

　エイジはマーヤに視線を向けた。

「待ってて。今『門の書』を取り返す」

「どうして。わたし、なんにもしてない」

「初めて会ったときから、思ってた。マーヤを護まもりたいって」

「だから、なんで！」

「マーヤが好きだから」

　と、エイジは言った。

　マーヤの呼吸が止まった。

　胸が壊れそうになった。

　──何よ、今、こんなときに、そんなことを言わなくたって！

　血のごとく緋あかい瞳に、いつもの吞気でやさしい光が一瞬だけ、横切った。こんなときでも、エイジはマーヤにやさしい。それが無性に切なかった。

　エイジは学院の空に君くん臨りんする緑竜を見上げた。

「おれを殺せなきゃ、トーキョーは壊せない」

　──貴様、ただのヒトではないな。

　幻獣の声に侮あなどりの響きはなかった。

　──よかろう。まずは貴様を滅めつしてから、我らが棄てた街に赴おもむくとしよう。召喚師、それでよいか。

「ああ、やれ。革命の供く物もつにこれほどふさわしい男はいない」

　タクミの許可を受け、竜は首を反らして天を仰あおいだ。

　轟ごう々ごうと太い音を立てて、大きく息を吸い込む。風が巻き起こり、あたりの木々が傾かしぐ。

　──受けよ、裁きを。

　竜は首をエイジのほうに伸ばして、溜ためたものを口から解放した。

　夜よ闇やみが赤く燃え上がった。

　それは、うねる劫ごう火かの槍やりだった。

　火を吐く。古来より竜の象徴ともいえる魔ま撃げきが、エイジに襲いかかる。

　数千度の超高温に、ちっぽけな人間の少年など、一瞬で灰すら残さず焼き尽くされるはずだった。いや、その背後にいるマーヤたちも、巻き添えを食って同じ運命だ。

　迫り来る絶対的な死に、凍りつくマーヤ。

　しかし──

　エイジの立っている位置から後方には、炎はおろか、熱の残ざん滓しすら伝わらない。

　まるで見えない壁に弾かれているようだ。

　宙で波のように逆流する魔炎を、一同は呆然と見つめた。

　──ぬうっ！

「バ、バカな」

　緑竜とタクミのうめきが重なる。

「呪文の詠えい唱しようもなしに、竜の吐く火を防ぐほどの〈旧魔術〉など──」

「〈旧〉とかなんとかってのは、誰かが勝手につけた呼び名だ」

　エイジは淡々と言った。

「おれがおれの引き継いだ叡えい智ちを使うのに、呪文なんかいらない。きみは歩くときに、いちいち〈わが右足よ〉とか〈左足よ〉とか命令するのか」

　歩いたりしゃべったりするのと、竜に抗こうするほどの魔術を行使するのは、今のこの美少年にとって同じ次元の行為らしかった。

「あれは、何。エイジくんは、どうしたの」

　マーヤは問う。誰にというわけではない。ただ、問わずにはいられない。

「どうもしねえ。若は若だよ」

　レンは低く押し出すように言った。

「〈禁書〉──〈竜の叡智〉の管理人としての、詠エイ司ジ＝ヴァクスだ」
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「幻域に帰れ」

　と、エイジは言った。

　──貴様、我を愚ぐ弄ろうするか。

　びりびりと放出される緑竜の精神波に、マーヤは揺らぎを感じ取ることができた。それは、いらだちであり、怯おびえだった。──エイジくんに、怯えている？

「帰れと言って帰るものか！」

　タクミが嘲ちよう笑しようする。

「じゃあ、殺すか」

　どこまでも平静なエイジだが、周囲の面々はすでに蒼そう白はくな顔から、さらに色を失った。

　あの眠たげな天使が、こんな科白せりふを吐くとは。しかも、幻生物の王を相手に。

「おまえの出方次第だ」

　──思い上がるな、下げ郎ろう。

　緑竜は直接、攻撃に転じた。

　翼を一度大きく羽ばたかせると、エイジめがけてその巨体を降下させる。

　右手の鉤爪がエイジをつかみ上げ、空へと運ぶはずだった。そのまま握りつぶすもよし、手を離して墜つい落らくさせるもよし。

　どちらもできなかった。

　三本の爪は閉じる動きを途中で止めた。

　いや、竜は剛ごう力りきをこめ続けている。不可視のクッションがエイジを取り巻いて、握り込まれるのを防いでいるような光景だった。

「こんな召喚師に使し役えきされるような小物。おまえこそ、思い上がるんじゃない」

　エイジのまわりに濃密な思念の壁がふくれ上がり、緑竜に触ふれた。

　──この力は、いったい！

　緑竜が押し戻される。

　羽ばたきも虚しく、時計塔の亀裂へと、じょじょに追い込まれていく。

　エイジを中心に、思念の暴風が巻き起こっているのがわかる。

　視覚でとらえられるほどの、強力なエネルギーの膨ぼう張ちようが、エイジの髪と同じ黄金色にきらめいて、幻生物の王を圧倒している。

　それは〈大戦〉を境に喪うしなわれていた〈旧魔術〉の真価の発揮だった。

「これが、エイジくんが管理していた、たった一冊の〈禁書〉の正体ですよ」

　アキラが半なかば陶とう然ぜんとして言った。

「エイジくんの脳には、肉体を喪った竜の記憶が保存されているのです。人智を超えた知識をそっくり受け継いでいる。〈禁書の管理人〉というよりは、むしろ、エイジくん自身が〈禁書の図書館〉と言うべきでしょうか」

「若をモノみたいに言うんじゃねえ。だからあんたは信用ならねえんだ」

　レンが苦々しく吐き棄すてる。

「その〈叡智〉のせいで、若にはいつだって尋常じゃねえ負担がかかっているんだぞ。わかってんのか」

「わかっています。だから、わが図書館で保護しているのでしょう」

　エイジの並はずれた食欲と睡眠欲の原因を、マーヤはやっと理解した。

　人間の身では、ただ〈竜の叡智〉を脳にとどめておくだけでも、莫ばく大だいな栄養と休息を常に摂とり続けなければいけないのだ。そうでなければ、負荷に耐たえきれず、エイジの脳はたちまち焼き切れてしまうだろう。

「じゃあ、今の状態は──」

「完全に限界を超えてるんだよ。くそっ、おれが至らないばかりに、若は──」

　地面に拳を打ちつけて、レンは悔やむ。エイジを外敵から護るというより、この力をエイジに使わせないことが、レンの本来の役目だったのだ。

「〈竜の叡智〉による〈旧魔術〉を全力で駆使できるのは、せいぜい三分でしょうね」

　アキラの声も険しい。

　三分。あまりにいろいろ起こりすぎて、時間の感覚が麻ま痺ひしている。エイジが緑竜の火炎を防いでから、どれくらい経っただろうか。一分？　二分？

　攻防は終しゆう盤ばんを迎えていた。緑竜はその身を半ば以上、亀裂の内側まで押し込まれている。

　もがく竜を、エイジは緋の視線で射い貫ぬき、

「幻域に帰るんだ」

　と繰り返した。

「グリスティア──気高き火竜の眷けん属ぞくが、こんな意味のないことに利用されちゃいけない」

　エイジの言葉に、竜の動きが止まった。

　──貴様は、いや、もしや、あなた様は！

　緑竜の絶叫は畏い怖ふに満ちていた。

「おおおおっ」

　エイジが咆哮した。

　黄金の思念が爆発した。

　世界が消えてなくなりそうな白はつ光こうが、学院中を染める。
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　光が収束すると、緑龍はどこにもいなかった。崩れかけた時計塔が、無惨な姿を夜や気きにさらしているだけだ。

　竜の召喚は解除された。

「ばかな──」

　タクミは腕をだらりと垂らして、立ち尽くす。

　ユイをはじめとする、タクミの同志たちも、戦意をすっかり失っていた。

「革命ごっこは終わったよ」

　エイジが冷れい徹てつに告げる。

「くうっ」

　タクミはふたたび『門の書』を掲げた。

　魔法陣は生きている。この場から逃のがれるための、空飛ぶ妖よう鳥ちようのような幻生物なら、召喚は竜よりずっとたやすい。しかし、魔道の書はその力を発揮しなかった。

「な、なぜだ」

「『門の書』の原本くらいになると、本が読み手を選ぶ」

　エイジの言葉を裏づけるように、『門の書』が拒否反応を起こした。

　燐光を帯びるどころか、灰色の水をかぶったように、みるみる石せつ化かしてゆく。

　マーヤは眼鏡の位置を直して目を凝こらしたが、幻覚ではない。やがてタクミはその重さに耐えかね、『門の書』を取り落とした。

　エイジはタクミに近づいた。

「さっき〈殺すか〉って言ったのは、竜じゃない。きみのことだ」

「あ──ううっ──」

　尻しり餅もちをついて、タクミはみじめに後ずさる。

「待って！」

　マーヤはそんな声を聞いた。自分の声だった。

　気がつくと、タクミとエイジのあいだに割り込んでいたのだ。

　畏おそれは消し飛んでいた。詠司＝ヴァクスが〈竜の叡智〉を継ぐ者だろうとなんだろうと、マーヤにとっては、食いしん坊で寝ぼすけな、あのエイジなのだ。

「〈衛士団〉に引き渡すだけでいいでしょ。やめて」

「ほんとうの革命家は、世界を変えられないなら、自分が世界から消える。そうだろう、タクミさん」

「い、嫌だ。殺さないでくれ」

「贋にせ者ものか。『門の書』に見放されるわけだ」

　緋色の目には、なんの感かん慨がいも浮かんでいない。ただ『世界から消えた』ほうがいいと、無言で語っているだけだ。

「エイジくん！」

　マーヤは涙声で叫んだ。

「局長じゃあるまいし、そんな、人をなぶるような言い方はやめて」

「うーん。マーヤさんの中で、ぼくはどれほど卑いやしい男なんでしょうねえ」

「自じ業ごう自じ得とくだろうが」

　けっこう本気で悩み始めるアキラに、レンは冷たい一いち瞥べつをくれてから、

「それより若！　もう〈叡智〉を封印してください！」

「レン、おれは怒ってるんだ。これが、憎しみっていう感情か。長らく忘れてたよ」

　エイジは左手を、怯えてうずくまるタクミに向かって突き出した。

　手のひらに、緑竜の召喚を解除した、魔力の光こう輝きが宿る。

　マーヤは前に踏み出した。

「やるんなら、わたしもやって」

「──どうして」

　エイジが動揺をはっきり態度に表す。

「わたしが〈門の書〉を継ぐのにふさわしい人間なら、何も起こらなかった。タクミさんが責められるなら、わたしも責められなくちゃ。もとを正せばわたしのせいだもの」

　声は無ぶ様ざまに震えた。今のエイジには、決めたことはためらわずにやる、烈れつとした凄みがある。〈竜の叡智〉を継ぐ者の、それが本性なのかもしれない。

　でも、マーヤは退ひかなかった。タクミの命を救いたいというより、ただ、エイジに人を殺してほしくない一心で。

　歯を嚙みしめて、エイジの緋色の瞳を見つめ続ける。

　永えい劫ごうとも思える数秒が過ぎた。

　エイジの張り詰めた気配が、ふいにゆるんだ。

　まぶたが下がり、膝ひざが崩れる。〈竜の叡智〉を行使できるリミットを超えたのだ。

「マーヤ、おれは──」

　か細い声で言いかけて、エイジはぐらりと傾き、かろうじて踏みとどまった。

　ゆっくりと持ち上がった顔を見て、マーヤははっと息を吞んだ。

「あなたは──」

　エイジは、ふたたび変へん貌ぼうしていた。
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　どこか別の世界に繫つながっているような、深い藍あい色いろの瞳。

　いや、もはや、何色というのではない。

　無の色。あるいは、神の色？

　見覚えがあった。これで三度目だ。最初は、聖堂の前で遭遇したとき。二度目は聖堂の地下で、〈ジュエル〉の番人である天使像に襲われたとき。

　あのときマーヤに示し唆さをくれたのは、エイジであって、エイジではなかった。

「あなたは、誰？」

「わかるのか。余よがヴァクスではないことを」

　エイジは──エイジの肉体を借りた何者かは、愉快そうにほほえんだ。

「いかにも、余はヒトが竜と称する存在の頂点。グリスティアの稚ち児ごとは年季の異なる──そう、竜王スカーウェイドとでも呼んでもらおうか」

「竜王、ですか」

「うむ。ヴァクスの意識が低下したときのみ、わずかばかり、その表層に出ることが叶かなう。ふだんは、ヴァクスの体験を共有しつつ、意識の深層で眠ってているが」

　今マーヤが話しているのは、まったくの別人格なのだ。

　竜王スカーウェイドと称する存在の。

　エイジが管理しているのは、〈叡智〉だけじゃなかった。竜の精神そのものも、体内に封印しているのだ。

　この状態から元に戻った直後のエイジを、マーヤは思い出した。

　マーヤに初めて会った瞬間も、祖母の唄について教えてくれたことも、まるで覚えていないような口ぶり。

　エイジの見聞きしたものは、同時にスカーウェイドも把握しているが、スカーウェイドがこうやって出てきていることを、エイジは認識していないのだ。あとから「たぶん、出てきていたんだろうな」と推測するだけ。

　言わば、一方通行の二重人格なのだった。

「余の知識はヴァクスに貸し与えているが、ほれ、プライバシーというものがあるだろう。余の私的な記憶や感情は、あくまでも余のものである」

「ぷ、ぷらいばしー」

　ずいぶんと現代ふうの言葉を使う竜王さまである。エイジの人格を介して、現代を生きているのだから当然かもしれないが。

　エイジの目で、スカーウェイドはマーヤを眺めた。内臓の奥まで見透かされるような心地に、マーヤは自分の身体を抱くようにかばって、

「な、なんですか」

「そなたがナユタの末裔か。思いのほか早く、巡り逢えたな」

　竜王は感慨深そうにうなずいた。
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「幻域に帰らなくてもよかったの？」

　戦火により廃はい墟きよと化した構内で、ゲオルギウス学院図書局長の朽くち神がみ那な由ゆ他たは、傷だらけの巨体を地上で休めているスカーウェイドに訊いた。

「あなただって、人間にはうんざりしたでしょう」

　ふたり──ひとりと一体のかたわらには、壁をごっそりとえぐられた時計塔が建っている。戦場と化したここで斃たおれた竜が、断だん末まつ魔まに残した爪痕だった。

　スカーウェイドは首を巡らせて、仲間が遺した無念のしるしを見つめた。

　強力な幻生物の怨おん念ねんは、それだけで魔術的な効力を発揮する。おそらくこの状態のまま、塔の時間は当次元での流動を凍結しただろう。

　思うことは、多々あった。

　そのうちのもっとも強いひとつを選んで、スカーウェイドは人語で言葉にした。

「──愚か者というのは、いとおしい存在ではないか」

　竜王の答えに、ナユタは「あははっ」とさばけた笑い方をした。

　そんなに邪気のない笑い方をする人間を、スカーウェイドは他に知らなかった。人間にこんな笑顔ができるかぎり、自分はこの街を棄てない。そう決めたのだった。



















「そっか。バカだけどかわいいって思ってくれるんだ。あたしを。人間を」

　ありがとう、と言って、ナユタは深々と頭を下げた。

「余は棲すみ処かとなる器の持ち主を探して、肉体は放棄することにしよう」

「うん。これからも人界に残るのなら、そのほうがいいよ。竜が竜のまま生きてゆくには、きっとこの世界は窮きゆう屈くつになりすぎるから」

　ナユタは手を伸ばして、スカーウェイドの身体に触れてきた。

「楽しかった。あなたと友だちになれて、ほんとうに楽しかった」

「余も、そなたと会えて満足だ」

　誕生してから二十年にも満たない、竜の寿命からすればまばたきほどの時間も生きていない小さな生き物と、これほど愉快な交流が持てるとは、スカーウェイドも思っていなかった。

　ナユタのように聡そう明めいで純粋な人間がもう少し多ければ、幻生物と人間の隔かく絶ぜつは起こらなかったかもしれない。だが、すべては終わったことだ。

　この戦争は、連合国が勝つ。

　魔術師は今後、激しく弾圧されるだろう。まして、この国にも反抗的だったナユタは、どんな扱いを受けるか知れたものではない。

　ナユタは〈ロスト〉と〈ジュエル〉を散さん逸いつさせ、みずからも隠いん遁とんすることを決めていた。

「百年くらい経ったら、また会えるかな」

「延えん命めいの呪じゆ法ほうでも使う気か」

「まっさか。あたしはそんなに生きないけどさ」

　欲のない魔術師である。スカーウェイドが知る魔術の徒たちは、例外なく知に溺おぼれ、永遠の生命を求めてあがいたものだが。魔術を究きわめるために生きるのではなく、よく生きるために魔術を究める。それが朽神那由他だった。

「あたしの子孫が、あなたと出会うときがくるといいな、と思って」

「そなたの末裔を護るよう、契約を結んでもかまわんぞ」

「ううん。運命に委ゆだねましょう。召喚の契約で縛しばられたせいで、あなたたちは〈大戦〉に巻き込まれたんだから」

　ナユタはそれが自分の罪であるかのように、ぎゅっと眉根を寄せる。

「もし、あたしの子孫に巡り逢うことがあったら、救うに値するかどうか見極めて。だめなやつだったら、知らん顔をしていて。でも、もし、あなたの目にかなったときは──」




　──助けてあげて。




　それは、誰に強制されたものでもなく、スカーウェイドが自分で結ぶことを決めた、ナユタとのたったひとつの契約だった。
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「な、何？」

　エイジに──いや、エイジの肉体を間借りしている竜王にまじまじと凝視されて、マーヤはたじろいだ。深しん遠えんすぎる眼光にどぎまぎしてしまう。

「ナユタのことを、知っているの」

「うむ。よき友人だった」

　追つい憶おくに浸っていたのか、我に返るような感じで、うなずく。

「このような日が来ることを祈って、学院に『門の書』の〈ジュエル〉を、自分の子孫に〈ロスト〉を遺していったのだな。そんなナユタの末裔と、余の器うつわが恋に落ちたのも、また運命の導きか」

「何言ってるんですか！　こ、恋って」

「否定するのか。エイジが悲しむぞ」

「うう」

　マーヤは自分の頰を平手でこすった。熱っぽくなっているのがわかる。

「いやはや、ここはやはり幻域よりおもしろい。居続ける価値がある」

　スカーウェイドは愉快そうに笑う。エイジの人格は決してしない、豪ごう快かいな笑い方だ。

『門の書』を拾い上げて、マーヤに渡してくれる。

　石化は錯覚だったかのように、元の古びた姿を取り戻していた。

「──そろそろ、時が満ちたか。肉体的には、ヒトとは脆ぜい弱じやくなものだな」

　エイジは目を閉じた。竜王の圧倒的な気配が薄れてゆく。

「気持ちだけでは、ナユタの遺志は継げん。おのれを磨け、末裔の娘よ──」

　そんな言葉を残して、今度こそ、エイジは倒れた。
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　エイジが昏こん睡すいから覚かく醒せいしたのは、事件から三日後だった。

　そのとき、エイジの居きよ室しつにはレンとマーヤがいて、レンが花を切り、マーヤが花か瓶びんの水を取り替えていた。

「腹減った」

　そんな声が、ふいにベッドから湧わいて、マーヤはぎょっとして振り返った。

　空耳ではなかった。金髪の美少年が、ゆっくりと上体を起こしている。

　レンの狂きよう喜きぶりといったら尋じん常じようではなかった。眼鏡めがねを飛ばすほどの勢いで頭を振り乱し、

「若わか！　若！　おお、若！」

　エイジに取りすがる。

「うん、うん、おれだよ、うん」

　エイジはいちいち返事して、レンの頭を子どもみたいに撫なでる。

　マーヤも駆け寄りたかったが、レンの臆おく面めんのなさにすっかり出で端ばなをくじかれて、中途半端に壁のそばで立ち尽くすしかなかった。

「レン、おやつが食べたい」

「かしこまりました！　どけ、赤毛！」

「わたし、ぜんぜん進路にいないじゃない！」

「言ってみただけだ！」

　理り不ふ尽じんな文句を残して台所に飛び込む従者を、エイジはおかしそうに見送る。

「ずいぶん仲よくなったな、マーヤとレンは」

「エイジくん、だいじょうぶ？」

　これが仲よしに見えるなんて。文字どおり〈人智を超える〉負ふ荷かのかかった脳が、まだ回復していないのではないかと心配になった。

「マーヤこそ、平気？」

「わたしは、なんともない」

　腰のかばんから『門の書』を取り出す。

　これがマーヤの手元に戻ってきたのは、目の前の少年が命を賭としてくれたおかげだった。

「わたし、エイジくんにどうお礼していいか、わかんない」

「気にしなくていい。おれ、嬉しいんだ。おれが頭の中に持っている〈禁書〉にも、意味があるんだと思えたから」

　エイジはそう言って、のほほんとほほえんだ。

　これがいちばんいいな、とマーヤは思った。〈禁書の管理人〉こと〈竜の叡えい智ち〉の行使者。竜王スカーウェイドの人界での仮の器うつわ。言わば三つの顔を持つ少年だが、ありのままの詠エイ司ジ＝ヴァクスが、いちばん好きだ。

「若、お待たせしました」

　台所から戻ってきたレンは、上半身が顔まで隠れる高さのカスタードプリンを運んできた。

「いきなり食べすぎると身体に負担がかかるので、消化のいい、軽いおやつを用意しておきました」

「か、軽いおやつ」

　壮そう絶ぜつに胸焼けしそうだ。マーヤなら。というか常人なら。

「なんか文句あんのか、赤毛」

「ないよ。エイジくんにはそのくらい必要なのが、わかったし」

　エイジはベッドから抜け出して卓につき、クリーム色の巨きよ艦かんを攻略し始めた。

　さくさくとスプーンでプリンをすくう様子が愛らしい。そしてやはり、部屋の空気をきらきらと輝かせるほどに、美しい。

　扉がノックされ、返事する前に開いた。

「こんにちは、ごきげんいかがですか。──おお、エイジくん！　復活しましたか！」

「またうるせえのが来た」

　レンが顔をしかめる。

　顕アキラ＝グリムウッドは、あいかわらずの詐さ欺ぎ師しのような笑顔で、エイジの対面に座った。

「元気になったのなら、さっそくお願いがありまして」

「断る」

「レンくんには訊いていませんよ。じつは今度図書館で、初等部の児童を対象とした朗ろう読どく会かいを開催するのですが、ぜひエイジくんに参加していただきたいのです」

「若を客寄せのダシに使う気ですか、あんた」

「中等部以上の学生も、チケット制で観覧を許可するのですよ。女子生徒からの図書館への寄付が非常に集まりやすくなりますからねえ」

「何が〈寄付〉だ。若で金かね儲もうけするんじゃねえ。帰れ」

「いいよ。マーヤといっしょなら出る。──何を読もう。『ターニャ』がいいか」

　と、エイジが訊いてくる。

「わたし、人前で朗読なんてできないよ」

　首を振るマーヤに、エイジはさみしそうに目を伏せて、

「おれとじゃ嫌か、マーヤ。ひとりならやるか」

「そういうことじゃなくて！」

「おまえらまとめてふざけんなよ。若もどうか、お気をたしかに」

「では、そういうことで失礼します」

　レンに言われたからでもなかろうに、アキラは早々に腰を上げた。

「いそがしそうだな、アキラさん」

「雑ざつ事じの嵐で、もうてんてこ舞いですよ。ぼくの代役が務まる者も、今はいませんし」

　それでは、と如じよ才さいない感じで一礼して、アキラは部屋を出ていった。

　その背中に微妙な寂せき寥りようを感じたのは、錯さつ覚かくじゃないと思う。

「〈今は、いません〉か」

　レンがぼそりと言う。マーヤと同じことを感じたらしい。

　三人は窓の外に目をやった。

　時計塔は言い伝えどおり、時間が逆流したかのごとく復元している。竜の爪痕も、元の大きさだ。いつ壊れる前の形に戻ったのか、マーヤが知るかぎりでは誰も見ていない。




　タクミは〈衛士団〉に捕らえられ、今は警察に引き渡されている。〈無む明みようの青あお〉というテロリスト組織は、その筋では有名な存在らしい。組織の全貌を解明するべく、厳しい取り調べにさらされているだろう。

　流行はやり病やまいのような熱に浮かされて〈革命〉に加担した生徒たちは全員、停学処分を受けていったん実家に帰され、そのまま自主的に退学した者も多かった。

　ユイもそのひとりで、マーヤは別れの挨拶もできず、ただ寮長から『ストラウプはもう学院には戻らない』と教えられただけだ。当分のあいだ、ひとりで使うことになった部屋は、妙に広くて寒々しい。

　何事もなかったかのように、ゲオルギウス学院の上には、今日も優雅な時間が流れているのだった。




「忘れちゃいけないよね」

　と、マーヤは思いをつぶやきに乗せた。

「生まれたときからこの国を憎むように育てられた、タクミさんみたいな人が、ほかにもトーキョーにはたくさんいるんだと思う。なんでなのか、わたしにはまだわからないけど、そういう事実からは、目を背そむけちゃだめなんだ」

「マーヤは、いい子だな。好きだな、おれ」

　エイジはしみじみと言う。

「そうかな」

「うん」

　マーヤは手にした『門の書』に目を落とした。

「わたしの〈幻げん書しよ〉にも、意味があるかな。わたしが、持っていていいかな」

「ある。マーヤなら、きっと正しい使い方ができる。幻げん生せい物ぶつとヒトの架かけ橋はしになれる」

　──そんな言葉を、エイジくんの唇から聞けるわたしは、なんと幸福なのだろう。

　自分などにそんな資格はないと、卑ひ下げしたり焦あせったりするのはやめようと決めた。

　この幸福を素直に享きよう受じゆして、少しずつ、ふさわしい自分になってゆけばいいのだ。そのための時間はある。まだ十年生の春ではないか。





　──〈どこか〉ってのは、どこにもないのさ。すべては〈ここ〉にあるんだよ。






　祖母が言っていたことが、今なら自然と納得できる。

　ナユタのようにはなれなくても。

　ここにいられるわたしに、わたしはなる。





[image: ]






「──騒動のときから気になってたんですが、若」

　と、レンがいぶかしげに尋ねる。

　ついに来たか、とマーヤは首すじを緊張させた。

　それは、マーヤも知りたいことだったが、今は訊きいてほしくなかった。

「赤毛を好きって、それ、どういう〈好き〉ですか」

「どういうって、好きは好きだよ」

「おれとどっちが好きですか」

「その質問、おかしくない？」

「うるせえ。おれは若に訊いてんだ」

　うーん、とエイジはうなって、名案を思いついたように手のひらを拳こぶしで打った。

「そうか。わかった」

　真面目くさった顔つきで、

「こういうとき、マーヤには〈愛してる〉って言葉を使うんじゃないだろうか」

「ヒィ────ッ！」

　マーヤは絶ぜつ叫きようした。

　歓喜する余裕はこれっぽっちもなかった。その言葉に含まれるニュアンスを、エイジがちゃんと理解しているのかどうか、極めて疑うたがわしい。仮に、エイジなりに気の利きいた告白だったとしよう。

　──それなら、ふたりっきりのときに言ってほしかったんだけど！

「あーかーげー」
















「こわい！　レンくんこわい！」

　眼鏡をギラリと光らせて鬼の形ぎよう相そうと化したレンに、じりじりと壁ぎわに追いつめられて、マーヤは本気で泣き叫びそうになる。逆さか恨うらみの極きよく致ちだ。

　元げん凶きようであるエイジは、大きなことをやり遂とげたような満足感を滲にじませて、マーヤとレンをほほえましそうに見守っていた。





眠り王子と幻書の乙女・完













あとがき






　はじめまして。秋あき永なが真ま琴ことと申します。

　ご縁がありまして、このたび、ビーズログ文庫よりデビューさせていただきました。

　よろしくお願いします。




　基本コミカル、ときどき思い出したようにシリアスな物語です。

　舞台は、魔術が廃すたれた世界──つまり、かつては魔術が盛さかんだった世界。赤毛の少女（乙女小説の伝統ですよね）が、古書とお菓子とへんてこな男子たちに囲まれて、ときめいたり脱力したりします。

　記念すべき初めての本なので、自分が好きなものをいろいろ詰めこみました。

　登場人物の眼鏡率が若干高いような気がしたら見逃してください！　最初はエイジもアキラも眼鏡にしようと思っていたんですが、主要なキャラクターが全員眼鏡なのは、いくらなんでもマニアックすぎるかなと思ってやめました……

　みなさまに楽しんでいただけるかどうか、期待と不安でドキドキしています。

　登場人物の誰かひとり、文章のどれか一行でも気に入ってもらえたら、幸いです。




　ここからは謝辞を。

　この物語の、もうひとりの生みの親である担当さま。何かにつけて至らなさすぎるド新人を、根気強く指導してくださいました。手のかかる作者と作品でほんとごめんなさい。これからもお世話になります。また『じゃがポックル』送りますから！

（ちなみに『じゃがポックル』とは、生キャラメルと並ぶ人気を誇る、北海道限定発売のスナック菓子です。担当さんには「ビールが欲しくなるおいしさですね！」と、たいへん喜んでいただいたんですが、もしかすると次は『サッポロクラシック生ビール』も送れという催さい促そくなのでしょうか……）

　華麗なイラストで、登場人物の魅力を二十割増しにしてくださった坂さか野の景けい子こさま。ありがとうございます。ラフを見せていただいて、感激のあまりよくわからない奇声を発しました。きれい、かわいい、かっこいい！　とくに、表紙のレンにひと目惚れしました。

　校正、デザイン、印刷造本、販売に携たずさわってくださった方々。この小さな文庫本にこめられたプロフェッショナルのお仕事に、お礼を申し上げます。

　誰よりも応援してくれたＫ、世界観をいっしょに考えてくれたＴ、その他、愉快な友人諸氏。おかげさまで、夢が形になりました。

　そしてもちろん、読者のみなさまに、最大級の感謝を！　ありがとうございました。

　ご感想などありましたら、ぜひ教えてください。躍おどり上がって喜びます。




　それでは、またお会いできることを願って。


二〇〇九年三月吉日　　秋永真琴










著者

秋永真琴

Makoto Akinaga




北海道在住、かに座、Ｏ型。

新人です。本と眼鏡とロックが好きです。

だれに見せる当てもなく、ちまちまと書いていた小説を、こうしてお披露目できる日が来るとは。人生、何が起こるかわかりません。

今後ともよろしくお願いします。










イラスト

坂野景子

Keiko Sakano




北海道出身東京在住。

髭と中華の三国志が大好きです。

最近のマイブームと言えばお仕事中に聞く落語と合間に飲む昆布茶、そして陣羽織に心を奪われつつあります。

あっつい昆布茶を飲む瞬間はまったり至福の時です。

お初の挿絵となりますが、素敵な物語を楽しむ手助けになれば幸いです。

「カラクリ時景。」http://sakaya.gozaru.jp/
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